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「ああ、もう！　健けん児じったら、なんでちゃんと命令しておいてくれないのよ!!」

　玖く鈴りん梅もい花かは慌ててブラウスのボタンを留とめながらそうぼやく。

「道路と橋の工事で遠回りしなきゃいけないのは、昨日から分かっていたじゃないの！　健児の馬鹿!!　一体あたしにどうしてほしいのよ！」

　続いて深いえんじ色をした制服のスカートを上げる。

　ちょっと……、太った？　いや、気のせいよね。うん、気のせいだ。

　そう……、気のせいなんだ。あたしの体型が変わるわけないって言ってたもんね。

「まあ得したと思っておきますか……」

　梅花は鏡の中の自分にそう言い聞かせた。

　目も覚めるようなブロンドヘア。それを頭の両わきで二つにまとめている。いわゆるツインテール、ツーテールとも呼ばれる髪型だ。

　髪の色はドイツ人である祖父から遺伝。顔立ちもどこかエキゾチックな雰ふん囲い気きを持っていた。今年の春から高校一年の一五歳。季節はすでに六月上旬、高校生活も二ヶ月と少し経過した事もあり、制服姿も板に付いてきた頃だ。

　大人びた雰囲気と同居している、どこか危あやうげな幼さも、彼女にアンバランスな魅み力りよくをもたらしていた。すらりとしたプロポーションも同年代の少女たちからは、羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見られている。

　単たん純じゆん明めい快かいかつひと言で説明するなら、文字通りの絵から抜け出したような美少女である。

「もう、健児ったら許さないんだから!!」

　もう一度、髪をまとめ制服のネクタイを結びながら、梅花はまだぶつくさと健児とやらに怒りをぶつけていた。

「お姉ちゃん！」

　部屋のドアが開くなり、女の子の声が飛び込んできた。

「もう、なにしてるのよ。今日から道路と橋の工事があるから遠回りになるよ。ちゃんと早く起きないと遅刻しちゃうよって言ったじゃないの！」

　そう言って部屋に入って来たのは玖鈴愛まな花か。梅花の事をお姉ちゃんと言うが妹ではない。従い姉と妹こだ。ちょっとした事情があって梅花の父、春はる人んどが弟、つまり梅花の叔お父じから預あずかっているのである。

　面おも立だちもどこか梅花とは似ているが、一つ年下という事もあり小柄でどこか幼い雰囲気だ。髪型こそ同じツインテールだが、髪の色は栗色というところも梅花とは違う。

「それは分かってるんだけど、あたしは普段と同じ行動は取れないのよ」

「お姉ちゃん。最近、弛たるんでいるよ」

　この部屋は梅花と愛花の二人のもの。ベッドや机も二人分並んでいる。愛花はぷりぷりと怒りながら部屋の中へ入ってきたものの、突然はっとするや梅花に尋たずねた。

「お姉ちゃん、ひょっとして事故の後こう遺い症しようとか？」

「えっ？」

　小さくそう声を上げて梅花は愛花の方へ振り返る。そこには中学校の制服に身を包んだ愛花が、すまなそうな顔で身を縮ちぢこまらせていた。

　そんな愛花に梅花は笑いかけて答える。

「そんな事はないって。だってちゃんと治ったでしょ？　お医者さんも誤ご診しんだって言っていたし」

「うん、それならいいんだけど……」

　愛花がそう言った時だ。開けたままのドアの向こうから男性の声が聞こえてきた。

「お～～い。梅花、愛花。朝飯はどうするんだ？」

「お父さん！」

　部屋の中を覗のぞき込もうとしたのは梅花の父、そして愛花の伯お父じである玖鈴春人。ドイツ人の祖父は春人の血統に当たる。それ故ゆえに春人もまた日本人にしては彫りの深い面立ちで、栗色の髪をしている。どこかのほほんとした雰囲気も相あいまって、海外のホームドラマに出てくる子こ煩ぼん悩のうなマイホームパパを思わせる。

「着替え中に入ってこないでって言ってるでしょ！」

　言うより早く梅花は椅い子すの上にあったクッションを思いっきり投げつけた。

「ちょ、ちょっと待てよ！　開けっ放しにしておいたのは、そっちじゃないか」

「だから開けっ放しにしてあっても、入る時は声掛けてっていつも言ってるじゃないの！」

　頰ほおを膨ふくらませる梅花に、春人は慌てて背中を向ける。

「はいはい。それで朝飯はどうするんだ？」

「パンでも焼いておいて。それならすぐ食べられるから」

「はいはい」

　春人はそう答えてキッチンの方へ戻っていく。梅花の母はすでに故こ人じんだ。難しい年頃の娘二人を男手一人で育てるのは大変だろうが、隣の荒あら城き家の助けもあり何とかやっていけている。

　隣の荒城家とは曾そう祖そ父ふの代からの付き合い。そして荒城家にも梅花と同じ歳の息子がいる。つまり梅花とは幼なじみというわけだ。

　キッチンの方から春人の声が響ひびく。

「お～～い、梅花。健児くんが迎むかえに来たよ！」

「はぁあ？」

　その声に梅花は思いっきり間の抜けた顔をする。

「何やってるのよ、あの馬鹿！　今からじゃ遅刻すれすれじゃないの」

　そんな梅花に愛花は呆あきれた様子だ。

「自分が遅刻しそうなのに、わざわざお姉ちゃんを迎えに来てくれたんだから、もうちょっと感謝してあげてもいいんじゃないの？」

「関係ないわよ。健児が勝手に迎えに来ているんだから」

　ため息をつく愛花に構わず、着替えを終えた梅花は机の上に置いてあった通学鞄かばんを手に取る。

「急がないと間に合わないわ。愛花は大丈夫？」

「うん、私の通学路は工事とは関係ないし。朝ご飯も食べちゃったし」

　そう答え愛花も自分の通学鞄を取る。そして制服姿の梅花を見て、小首を傾かしげてから尋ねた。

「ねえ、お姉ちゃん。あのハンドベルクリンゲル、どうしたの？」

「え……？」

　愛花の問いに梅花は当とう惑わくしたような表情を浮かべた。いつも梅花が持ち歩いていた、掌てのひらに載るほどの小さな呼び鈴。中学、高校といつも制服のベルトに付けていたのだが、ここ最近それを見かけないのだ。

「あぁ、あれね。ちょっと健児に貸してるの。ほら、健児の家ってアンティーク売ってるじゃないの。なんか似たアイテムがあったんで、参考にしたいって言うもんだから……」

「ふ～～ん」

　納得したのかしないのか。その辺はよく分からないものの、愛花はそれ以上は尋ねようとはしなかった。




　東とう京きよう都との西の外はずれにある殻から間ま市し。駅前にはシネコンやショッピングモール、有名キャラクターをフィーチャーしたテーマパークもあるが、一歩、奥へはいるとのんびりとした田舎いなか町が広がっている。そんな田舎町にあるのが実み山やまという小山。その実山の麓ふもとには小さな店が二軒、肩を寄せ合うようにして建っているのだ。

　一軒はヨーロッパの山小屋風を意識した店てん舗ぽ、喫茶店クリンゲル。

　そしてもう一軒がアンティークショップＡＲＡＫＩ。こちらは一般住宅の庭と物置を改装しただけのもの。看板がなければアンティークショップとは思えない。もっともインターネットでの販売が主おもだから、店舗はそれでも構わないのだろう。

「ああ、もう。まったく!!」

　誰に言ってるのか分からないが、梅花はそんな声を上げながら喫茶店クリンゲル入り口の横にある玄関から出てきた。

　喫茶店クリンゲルの経営者は春人。クリンゲルというのはドイツ語で『小さなベル』もしくはハンドベルや呼び鈴を表す単語。そして梅花の曾祖父の苗みよう字じでもある。

　玖鈴という聞き慣れぬ苗字は、クリンゲルを無理矢理に日本語へ意訳したものだ。

　曾祖父の代に日本に帰き化かしているので、玖鈴梅花は戸こ籍せき上の本名であり、梅花自身もドイツ国籍は持っていない。しかしドイツで生まれ、曾祖父と一緒に日本へやってきた祖父ラルフは、孫娘をモニカ、モニカ・クリンゲルと呼んでいた。そもそも祖父がモニカという名を付け、それを日本語風に表したのが梅花という名前なのだ。

「おせーぞ」

　喫茶店クリンゲルとアンティークショップＡＲＡＫＩの前で立ったまま、妙に古めかしい本を読んでいた少年が、梅花の声に顔を上げてそう言った。

　着ているのは梅花と同じような色合いにコーディネートされた制服。胸の校章から察さつするに同じ高校、同じ学年なのは間違いない。

　高校一年生にしては背が高いようだが、背中を丸めて本を読んでいた事を考えると、実際はもっと長身なのだろう。

　顔にはメタルフレームのメガネ。ごくあっさりしたデザインのものだ。

　このメガネと猫背が少年の印象をより目立たないものにさせていた。

「何やってるのよ、健児!!　のんびり本を読んでる場合じゃないでしょ！」

　梅花は少年の姿をみとめるなり声を張り上げた。

「急がないと遅れちゃうじゃないの!!」

「いや、それはこっちの台詞せりふなんだけど……」

　出し抜けにそう怒鳴りつけられた少年、荒城健児は困り果てた様子でそう答えた。

「大体……」

　怒りに任まかせてまくし立てようとしていた梅花は、自分に続いて玄関から愛花が出てきたのを見て慌てて口をつぐむ。そして健児の傍かたわらに駆け寄ると、押し殺した声で続ける。

「……大体、あんたが昨日の晩にちゃんと命令しておいてくれなかったからじゃないの！　あたしをこんな身体からだにしたんだから、その責任はちゃんと取りなさいよ！」

「いや、でも……」

　健児と梅花の距離はほんの数センチ。触れずとも体温が感じ取れる距離。

　頰を膨らませて睨にらみ付つけられてるとはいえ、男子高校生にしてみれば、女の子を気にせざるを得なくなる間合いだ。

　困ったように視線を外す健児だが、生あい憎にくと梅花はそんな少年の心を理解してくれない。単に話をはぐらかそうとしたと思ったらしい。

「こっち見て話すの！」

　梅花のしっとりした温かい両の掌が健児の頰を押さえる。そして梅花は健児の顔を正面に向かせた。













「大体あんたはいつもそうやって……」

「お姉ちゃんもお兄ちゃんも、朝からラブラブなのは結構ですけど。このままじゃ遅刻しちゃうよ」

　後ろから愛花にそう言われて、梅花はパッと健児から飛とび退のく。愛花は隣に住む健児の事もお兄ちゃんと呼んでいるのだ。

「べ、べ、別にラブラブとかそういうんじゃないんだから！　健児がちゃんとあたしの言う事を聞いて、言う事を聞かせてくれない……。ええと、だからそうじゃなくて。あたしの言う事を聞いて、言う事を……」

　なにやら頭の中がとっちらかっているようだ。梅花の言い訳はまったく支し離り滅めつ裂れつである。

「はいはい。それじゃ私は一人寂さびしく登校します。それじゃ、行ってきます～～！」

　愛花は健児と梅花に手を振って自分の通う中学校へと向かって歩き始めた。

「ああ、気をつけてね」

　そう言いながら手を振り返す健児につられて、愛花を見送っていた梅花だが、従姉妹の姿が道路の陰に消えるのを見て、ようやく我に返った。

「なにやってるのよ、遅れちゃうじゃないの！」

　言うなり梅花は手にした通学鞄を健児に押しつける。

「さっさと行くわよ。遠回りしなきゃ行けないんだから」

　そして梅花は健児の返答を待たずにさっさと歩き出した。

「おい、待てよ。梅花」

　健児は梅花を追いかけ、そして声を潜ひそめて尋ねる。

「道路や橋が工事になるってのは聞いていただろう？　それでも駄目なのか」

　一時、梅花の足が停とまる。しかしすぐさま前よりも早足で歩き出しながら答えた。

「駄目みたい。ほら、言ったでしょ。健児がちゃんと命令してくれないと、頭の中が真っ白になってどうしていいか分からなくなるって。今朝も起きた時、そんな感じだった」

「ただの寝坊じゃないのかよ」

「違うわよ！　ちゃんと起きられたんだけど、動けなかっただけ！」

　その言葉に健児はバツが悪そうに口をつぐむ。しばし二人は無言のまま歩いていたが、やがて健児の方から口を開いた。

「その……、御ご免めん」

「馬鹿！」

　健児に背を向けたままで梅花は言った。

「別に気にしてないって何度も言ってるじゃないの。それにちゃんと健児が命令してくれればいいの。あたしにどうしてほしいのかって」

　そして梅花は振り返り健児に微笑ほほえみを向ける。

「あ、でもエッチな命令は駄目だからね！」

「しねえよ、そんな命令は！」

　梅花の言葉に赤くなった健児は、ムキになって言い返した。




　健児と梅花の二人が通っているのは私立殻間高校。殻間市で一番古い高校である。

　私立殻間高校は健児や梅花の家から見て、実山を挟んだ向かい側に位置している。南東に面した麓だ。昨日の晩から行われてる道路や橋の工事がなければ、徒歩でも一〇分もあれば余裕で到着できる距離だ。

　殻間高校の校門が見えてきた辺あたりで、少し前を歩いていたショートカットの活発そうな女子生徒が、息を切らせて駆けてきた健児と梅花に気づいて振り返る。

「あ、梅花。おはよう！　なによ、朝っぱらからハァハァしちゃって」

　声を掛けてきたのは皐さつき冴さえ。健児や梅花とは小学校、中学校を通しての友達だ。

「おはよう、冴！　ちょっと健児が間抜けだったもんだから、出るのが遅くなっちゃったのよ。優ゆう香かもおはよう」

　梅花は冴と一緒にいた女子生徒にも声を掛ける。

「梅花ちゃん、おはよう。荒城くんもおはよう」

　ちょっととろそうなその女の子は友とも利り優香だ。中学時代、同じ学習塾に通っていた梅花を通して健児も知り合いになったのだ。

　梅花たちの声に気づいたようだ。後ろから駆け寄ってきた男子生徒が、健児の肩をぽんと叩く。

「よぉ、今日も同どう伴はん登校で羨ましいもんだな。健児！」

　声の主は佐さ藤とう浩こう助すけ。やはり健児や梅花とは、小学校時代からの友人だ。殻間市の中学生の大半は、そのまま殻間高校へ通う。小学校時代からずっと一緒という生徒は珍しくない。

「羨ましいなら、替わってやってもいいぞ。浩助」

　そう言って健児は梅花の通学鞄を浩助に差し出す。

「いやいや、お二人の間に割り込む程、無ぶ粋すいじゃありませんて」

　浩助は大げさな態度で頭を振ってみせた。

「大体、同伴登校なんてもんじゃねえよ。ただの荷物持ち」

　そう言う健児に間かん髪はつを入れず梅花が反論する。

「なによ、健児が最初に持ってやるって言い出したんでしょ！」

「いつ言ったよ、そんな事？」

「忘れちゃったわよ、昔の話だもん！」

　梅花はそう言い放つと、ぷいとそっぽを向き校門の方へと歩ほを早める。

「おい、待てよ。梅花！」

　慌てて追いかける健児の後ろ姿に冴と優香、そして浩助は笑みを洩もらす。

「ちょっと心配だったけど、大丈夫みたいね」

　安あん堵どしたように冴がそうつぶやいた。

「あぁ、事故の事か。すっかり完治したようだし……。そうだ、確か梅花の快かい気き祝いわいのパーティー。今日だったよな？」

「昨日メールしたじゃないの。今日の放課後、駅前のイワモトホテルの一階、イタメシ屋のドナロイヤだからね。参加者にはみんな私の方から連絡してあるから」

　そんな事を言いながら冴たちが、健児と梅花に続いて校門を潜くぐると、そのすぐ目の前ではちょっとした人だかりができていた。

「なによ、あれ？」

「さぁ？」

　冴にそう尋ねられた梅花も怪け訝げんな顔で首を傾げた。しかし答えはすぐに分かった。

「荒城くんと玖鈴さんの関係が取りざたされてますけど、そうなると次はもう一人の学園のアイドルである蘇す芳おうさんですね？」

「どうです、お付き合いしている人とかいらっしゃるんですか？　それともこのまま学園のアイドルの座を独ひとり占じめとか!?」

「困ります、私、そんなつもりは……」

　人ひと垣がきに隠れて顔は見えないが、覚えのある声が聞こえてきた。

「蘇芳さんじゃないの」

　梅花が言った。

「新聞部の連中だ。あと放送部か」

　憤ふん然ぜんとして健児はそう言い放つ。一応、東京都には属しているが、殻間市は西の最果て。東京というイメージにはそぐわない、ずいぶんとのんびりした土地柄である。

　その為ためだろうか校内の娯楽が不足気味で、結果的に新聞部や放送部の活動が無駄にアクティブなのである。健児や梅花も新聞部には追い回された経験がある。

「おい、いい加減にしろよ」

　健児は少し声を荒げて注意する。その途端、パッと人垣が二つに割れた。左右に割れた人垣の向こうに見えるのは、どこか日本人形を思わせる整った顔立ちの少女だ。黒い髪は肩の所で丁てい寧ねいに刈り揃そろえられ、肌き理めの細かい白い肌と見事なコントラストを成している。えんじ色の制服も彼女の為にあつらえたかのようによく似合う。

　蘇芳白さ弓ゆみ。それがその少女の名前だ。

　白弓は健児の声に安堵の表情を浮かべた。

「荒城くん、それに玖鈴さんも……」

　礼を言おうとする白弓だが、それよりも早く人垣の方が健児たちに向かって移動してきたのである。

「おお、荒城くんに玖鈴さんじゃないですか！　今日は同伴登校ですか!?」

「玖鈴さん、それで荒城くんとは付き合ってるんですか？　非公式ファンクラブの皆さんにもひと言!!」

「荒城くん、メガネ外した所で一枚写真お願いします！　一部女子からのリクエストが引きも切らないもので」

　あっという間に人垣は健児と梅花を取り囲んでしまう。他の生徒たちより頭一つ分は背の高い健児は、人垣の合間から速く逃げろと白弓に目め配くばせする。一時、逡しゆん巡じゆんしていた白弓だが、ちょこんと頭を下げて踵きびすを返す。しかし逃げたのではないようだ。それはすぐに分かった。

「ちょっといい加減にしてよね！　あたしと健児は単なる幼なじみで、別に付き合ってるとか、そういう関係じゃないんだから！」

「でも女の子が自分の通学鞄を男の子に預けるなんて、信用してないとできる事じゃありませんよぉ」

　新聞部の上級生がにやにや笑いながらそう問いかける。

「もういいでしょう、早くしないと予よ鈴れいが鳴っちゃいますよ」

　健児がそう言ってもなかなか人垣がなくなる気配はない。むしろ増えているようにさえ思える。その時だ。健児は人垣の向こうに、駆け寄ってくる白弓の姿を見つけた。一人だが、何か様子が変だ。すぐ横に誰かいるかのように、時折、横を向いて話しかけている。それに白弓が来た方向、あれは確か旧校舎がある方角だ。

　まさか……!?

　健児がその考えに思い至ったその瞬間だ。突然、人垣の周囲で煙が上がった。

「ちょ、ちょっと!?　なによ？」

　健児は戸と惑まどう梅花の手を取る。それを待っていたかのように、突然、どこからともなく女の子の声が上がる。

「ははは、お困りのようだな！　通りすがりの超ちよう科か学がく的てき忍にん者じやが助けて進しんぜよう!!」

「超科学的先輩!?」

　健児に手を引かれるまま、梅花はそう声を上げる。それに応こたえて声の主ぬしは、白弓のすぐ横にあったベンチの上に姿を現した。文字通りに空中から浮き出すように姿を見せたのである。

「小学五年生の時に夏休みの宿題で作った光こう学がく迷めい彩さい装そう備び忍にん者じや装しよう束ぞくが役に立つ時が来たようだな！　ささ、すぐに逃げたまえ、荒城くん！」

　ベンチの上にすっくと立っているものの、もともと小柄なものだから、忍者装束でも今ひとつさまにならない。それに変装していても健児はもちろん、校内の人間にもその正体は丸分かりである。そもそもこんな事ができる生徒など、そういるはずもない。

「感謝します、岸きし田だ先輩！」

　そう言って健児は煙に紛まぎれて人垣を突破する。

「岸田先輩ではない！　超科学的先輩と呼べと言ってるだろう!!」

　忍者装束の小柄な女の子は逃げる健児と梅花に向かってそう叫んだ。

「逃がさないわよ！　全校生徒の好奇心の為にも!!」

　ＩＣレコーダー片手に健児と梅花を追いかけようとする新聞部部長に向かって、超科学的忍者は再び煙けむり玉だまを放つ。

「可か愛わいい後輩の為だ、許せ!!」

　周囲は煙に隠され、新聞部や放送部はもちろん、冴や浩助そして白弓も、健児と梅花の姿を見失ってしまった。




「ふぅ、この辺まで来れば大丈夫かな」

　健児はそう言って周囲をうかがう。ここは校舎の裏手、普段からあまり人が来ないところだ。

「助けてくれるのはいいけど、超科学的先輩もいちいちやる事が派手なんだから。もうちょっと助け方を考えてくれても……」

　そう言いかけた梅花はハッとして自分の手を見る。その手はしっかりと健児に握りしめられていた。その視線を追った健児は、はっとして手を離す。

「ご、御免」

　反射的に謝あやまる健児に、梅花は一時、不服そうな顔をして何か言いかけたものの、その口をつぐんでしまう。

「ええと……。そろそろ予鈴だよな。校舎の入り口にはまだ新聞部がいるだろうから、裏から入った方が……」

　間の悪さを誤ご魔ま化かすようにそう言う健児を遮さえぎり、梅花は改めて口を開く。

「あのね、健児。あたし、このままじゃ駄目だと思うの」

　やにわにそんな事を言い出す梅花に健児は戸惑いの表情を浮かべた。

「駄目って……。そりゃ、俺も責任を感じてるけどさ」

「だったら、今ここで私に命令して」

　梅花はそう言った。

「あのハンドベルクリンゲル、今も持ってるんでしょう？　だったら、今すぐにここであたしに命令して欲しいの」

　命令して欲しい。

　女の子から、それも懇こん願がん口調で言われると、どきりとする台詞だ。なぜ梅花がこんな事を言わなければならないのか、その事情を知っている健児であっても狼狽うろたえるほどの破壊力がある。

「い、いや、その確かに持ってるけど……」

　健児は梅花から預かっていたそれをポケットから取り出した。包んであったハンカチを広げると、その中から古めかしい掌に載るほどの小さなハンドベルが姿を現す。

　もともとは梅花の持ち物。そして梅花の母の形かた見み。さらに遡さかのぼれば梅花の曾祖父と祖父が、ドイツから日本へ渡ってくる時、その荷物に紛れていたもの。

　それだけでも充分に意味のあるものだったが、このハンドベルは今の健児と梅花にとってはより重要な存在なのだ。

「じゃあ、それであたしに命令して」

　ついと健児に歩み寄り梅花は言う。ほんの数㎝センチ、それは触れずとも体温が伝わる距離。健児は狼ろう狽ばいして後あと退ずさる。

「ま、待て。梅花！　いきなり命令しろって言われても、そんな……」

　そんな健児を一時、梅花は怪訝な顔で見ていたが、やがてその理由に思い至ったようで、やにわに声を荒げてみせた。

「だから！　道路工事があっても遅刻しないように、明日から少し早めに起きるように命令してちょうだいって言ってるのよ！　一体なにを想像したわけ!?」

　梅花のその言葉に健児も安堵した様子だ。

「そ、そうか。まぁ、そうだよな。普通……」

「何が普通よ。分かったら、さっさと命令しなさいよ！」

　ハンドベルの音がしないように詰めておいた綿わたを抜き、健児はまだ頰を膨らませている梅花の目の前にそれを近づける。そして健児が小さく振るとハンドベルは、ちりんと涼すずやかな音を立てた。その瞬間だ。梅花の顔から一いつ切さいの表情、感情が消えた。

「Was werde ich machen?」

　抑揚のない口調で梅花はそう答える。何でもドイツ語で「何をしましょうか？」という意味だそうだ。

　正直、こんな梅花の姿を見るのは、健児にとって心が痛む事だ。やむを得ない判断とはいえ、自分が梅花をこうしてしまったのである。しかし今はどうする事もできない。ただこれが他の生徒にばれぬよう振る舞うだけだ。

「梅花、それじゃあ……」

　健児がそう言いかけた時だ。その背後から声が響く。

「見つけた、スクープの種!!」

　新聞部部長の声だ。続いて駆け寄る足音、そして他の新聞部部員や放送部部員の歓声が続く。

「おお、人目に付かない場所で二人きりで何を!?」

「その距離感は、もう単なる幼なじみのものじゃありませんね！」

「荒城くん、メガネを外して一枚お願いしますって！　高く買いたいという女子が……」

　まずい！　健児は慌てて梅花の方へ向き直ると言った。

「逃げるぞ、梅花！」

　健児がそう言った瞬間、梅花は無感情に復唱した。

「Gern. それでは逃げます」

　Gernとはドイツ語で『はい、よろこんで』というような意味。

　そう答える梅花の手を健児は握りしめ追いすがる新聞部、放送部から逃走を始めた。手を握られた瞬間、梅花の顔に表情が戻る。

「まったくしつこい連中だ！」

　健児は追いかけてくる新聞部、放送部の生徒たちの方を振り返りそうぼやく。怪訝な顔のまま健児と一緒に逃げていた梅花だが、その視線はやがて繋つながれた二人の手に向かう。堅く握られた健児の手を握り返し、その感触を確かめた梅花は言った。

「さぁ、逃げるわよ！」

「ちょ、待て！　おい、梅花!!」

　梅花はあっという間に健児を追い抜き、逆に引きずるようにして駆け出していた。
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　その社会ではこの組織を単に『教きよう団だん』と呼んでいる。キリスト教系慈じ善ぜん団体を隠かくれ蓑みのにしているからだ。その社会では様々な集団、団体が密ひそかに活動しているが、このような形式を取っているのは『教団』だけなのである。それ故ゆえに長ったらしい表向きの名称を口にするまでもなく、その社会では『教団』のひと言で話が通じてしまう。

　今日も『教団』ではある会議が行われていた。

「我らが同志『月げつ長ちよう石せきの紅あか』より最新の報告がありました。茂も狩がり健けん児じ、モニカ・クリューガーに関しましては、今日も特に問題なく過ごしているそうです」

　円えん卓たくの周囲に座った人間は、みなローブを羽は織おりフードで顔を隠している。誰の表情も見る事はできない。今のその報告に肯うなずいた人間のローブだけが一ひと際きわ豪ごう勢せいなところを見ると、彼もしくは彼女がこの場にいる者のリーダーなのだろう。

「パティはよくやってくれているようですね」

　彼ではなく、彼女のようだ。一際豪勢なローブとフードの下から聞こえた声は、妙みよう齢れいの女性のものであった。しかしその発言に会議に参加している一同の間に妙な空気が流れた。笑っていいものだか、それとも皮ひ肉にくと受け取り首しゆ肯こうするべきか。皆、迷っているのだ。

「『金こん剛ごう石せきの白しろ』、これからあの二人をどうするおつもりですか？」

　声は良く通る男性のもの。メンバーの一人が微び妙みような空気に耐えかねて口を開いたのだ。

「しばらくは静せい観かんいたします。『月長石の紅』の報告と、京きよう都とからの連絡通りならば問題はないでしょう」

『金剛石の白』と呼ばれるリーダーの言葉に、その場にいるメンバーはフードの下で目め配くばせを交かわし合う。いささか不安はあるが、取りあえずは納得して引き下がったようだ。

「それにしても……」

『金剛石の白』が言う。

「まさか六〇年以上前、敗戦直前のドイツから日本に渡ったクリューガー博士親子の研究を、日本人の一少年が発見したばかりか、曲がりなりにもそれを完成させるとは、思いも寄りませんでしたわね。この可能性を見逃したのは私の失態です」

「いや、そこまで見抜けと言うのは、さすがに酷こくでありましょうぞ。『金剛石の白』」

　別の男性メンバーがフードの下から声を掛けた。

「『月長石の紅』を日本に送ってから僅わずか一ヶ月余り。以前から茂狩健児が研究を続けていたとはいえ、まさか実用可能な段階まで来ているとは。二人の曾そう祖そ父ふたち、茂狩主税ちからやウォルフガング・クリューガーさえも思わぬでしょう」

「失礼、『アメジストの紫むらさき』殿どの。我ら、会議でこの件についてうかがうのは初めてなので、今ひとつ要よう領りようを得ません。よろしければ、もう一度、順を追って説明していただけませんか？」

　その問いに答えたのは『アメジストの紫』と呼ばれた男性メンバーではなく、リーダーの『金剛石の白』だった。

「これは失礼しました、『ターコイズの碧みどり』。『アメジストの紫』、『月長石の紅』ことパティ・モーントシュタインの報告書から、要点をかいつまんで説明していただけませんか？」

「承知いたしました。それでは僭せん越えつながら、この私『アメジストの紫』が説明させていただきます。最初の報告書は数週間前になりますが……」

　一つ咳せき払ばらいをして『アメジストの紫』は、報告書の説明を始めた。




　そう、事の起こりは数週間前。五月中旬の頃。

　話はそこまで遡さかのぼる。
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「はい、玖く鈴りんさん！」

　蘇す芳おう白さ弓ゆみがトスを上げる。

「ＯＫ、任まかせといて！」

　ネット際にジャンプした梅もい花かは、そのしなやかな身体全体を使い、白弓からトスされたボールを相手側コートに叩き込んだ。

　バシッという小こ気ぎ味みいい音を立ててバレーボールがコートに跳はねた。

「うわっ」

　相手チームにいた女子バレーボール部員もまったく反応できなかったほどだ。

「いやぁ、さすが梅花ね。蘇芳さんとのコンビネーションもばっちりだし、これは球技大会での我がクラスの学年優勝は決まったようなもんだわ」

　コート脇に立つ皐さつき冴さえが頻しきりに感心したように肯うなずいた。

　季節は春の中に夏の気け配はいを感じる頃、五月の中旬。入学式から一ヶ月と少しほど経たち、新入学生も学校に慣れてきていた。

　ちょうどその時期に、私立殻から間ま高校では球技大会が催される事になっているのだ。

　梅花たち一年Ｂ組も、放課後の体育館で女子の種目となっているバレーボールの練習中である。

「凄すごいわねえ、玖鈴さん」

　女子バレー部所属のクラスメート立たち川かわ麻ま紀きが梅花に歩み寄りそう声を掛けた。

「蘇芳さんのトスが良かったのよ。絶妙のタイミングだもの。ね、蘇芳さん」

　梅花からそう水を向けられた白弓は、少しはにかむように微笑ほほえむ。

「私は玖鈴さんを信頼してトスを上げているだけですから」

「それにしても蘇芳さん、結構スポーツできるのねえ。意外～～」

　周りが口に出したくとも出せなかったその言葉を、友とも利り優ゆう香かが難なんなく言ってしまう。悪意はないのだが、いささか天然が入ってる所以ゆえんであろうか。

「優香、それはちょっと蘇芳さんに悪いんじゃないの？」

　さすがの冴もそう注意するが、当の本人である白弓は特に気にする風もなく笑う。

「いえ、玖鈴さんがうまいから私も上手に見えるんですよ。私はトスしかできないから、アタックは玖鈴さん任せだし」

「いやぁ、そんな事ないわよ。玖鈴さんも蘇芳さんも、充分にいけてるって。二人セットでバレー部来ない？　今なら一年生レギュラー保証するわよ。なんといっても私もレギュラーやってるくらいだし」

　笑いながらも半ば本気で二人を誘う立川に、梅花と白弓は一時、顔を見合わせ、そして笑い合う。

「う～～ん、お話は有り難いんだけど。私はほら、家の手伝いがあるから、運動部系のクラブはちょっと無理ねえ」

「申し訳ありません。私もです」

　梅花に続いて白弓も言った。

「神社のお仕事はもうやっていないんですけど、祭さい事じには顔を出さなければならない事が多くて。それに私、球技大会ならともかく、クラブ活動だったら絶対にボロが出ますから、きっとがっかりしますよ」

　そして白弓は少し笑って見せた。今でこそ一般家庭だが、白弓の家は明めい治じの初めまでは、代々宮ぐう司じを勤めていた。今でも祭りの際には、一つ下の妹と舞まいを奉ほう納のうする事があるのだ。

　そんな事情もあってか、近寄りがたい雰ふん囲い気きもある白弓だが、少なくとも女の子同士では気軽に話をするだけの社交性は持ち合わせているようだ。

　意外と言っては二人に失礼かも知れないが、特に梅花とは仲良くなっているらしい。

　その梅花は喫茶店クリンゲルの看板娘。特に口さがない周囲の生徒、特に男子は二人をライバル扱いしたがるが、梅花と白弓自身は至って仲がよい。

「それじゃあ仕方ないか」

　多少なりとも色よい返答を期待していたのか、立川は肩を落とすが、横から冴がその背中を勢いよく叩く。

「まぁまぁ麻紀ちゃん。その分、球技大会を頑張ろうって。梅花に蘇芳さん、それに麻紀ちゃんもいるんだから、楽勝だって」

　そして冴が中心になってかけ声を上げる。

「勝つぞー！　球技大会！　行くぞー、一－Ｂ!!」

「お――!!」

　気合いが入っている者もいれば、いささか照れくさそうに声を合わせる者もいる。それでもみんな冴に合わせてかけ声を上げた。

「よぉし、まだ体育館の使用時間には余裕があるから、もう一度実戦形式の練習試合をしようか！」

「あ、ちょっとその前に……」

　立川を止めた冴は、一いつ旦たん、壁際にまで寄ると、そろそろと体育館の扉の方へ近づいていく。閉じられたままの扉は体育館の外、校庭に通じてる。

　訝いぶかしげに首を傾かしげる梅花たちに、冴は唇くちびるの前に指を立て黙っていろと仕し草ぐさで伝えた。そして冴は体育館の扉へと手を掛けた。その時になって梅花たちは、厚い金属製の扉がわずかに開いている事に気付いたのだ。

　球技大会の練習はクラスごとに体育館、校庭が使える日が決められている。今日はＡ組とＢ組の練習日。女子は体育館だが、男子は校庭と分かれて練習しているはずだ。事実、体育館ではバレーボールの練習をしているＡ組、Ｂ組の女子生徒だけで、監督の教師を除のぞけば男性の姿はない。

　冴はにんまりと笑ってから一気に金属製の扉を開いた。

「おおっ!?」

「うわ？」

「おいおい、押すなよ!!」

　開かれた扉の向こうから、つんのめるようにして男子生徒たちが体育館内へとなだれ込む。

　一人や二人ではない。十数人はいるだろうか。しかもＡ組、Ｂ組の生徒だけではなく、他のクラス、果ては制服姿の上級生までも混じっていた。

　彼らが何をしていたのは、手にしたものを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん。ほとんどが携帯電話を持ち、中にはデジカメ、それも一いち眼がんレフまで準備していた強者もいた。

「盗とう撮さつ!?」

　声を上げる女子生徒に男子生徒の一人が反論する。

「盗撮とは違うぞ、盗撮とは！　隠し撮どりだ！」

「同じじゃないの!!」

　憤ふん然ぜんとして冴が言った。どうやら冴は扉の向こうの気配に気付いていたらしい。

　盗撮だか隠し撮りだかは知らないが、男子生徒のターゲットは容よう易いに予想が付く。

　梅花と白弓だ。ましてや今日は球技大会の練習という事で体操着姿なのである。隠し撮りとはいえ、体育の授業時間にカメラを向けるわけにもいかないから、ある意味では好機なのは確かだ。

　もともと地元では評判の美少女二人。男子生徒が放っておくはずもない。入学式以来、梅花と白弓はアイドルタレントのように追いかけ回されてるのだ。

「いいじゃないの、写真くらい撮っても」

　梅花が呆あきれたようにそう言うと、待ってましたとばかりに携帯のカメラを向ける生徒がいる。その生徒の前に仁に王おう立だちになり、冴は注意する。

「駄目駄目！　梅花ももうちょっと注意しないと。ネットに上げられたりすると、あとあと大変な事になるわよ」

　カメラを向けられても平然としている梅花とは対照的に、白弓は転がり込んできた男子生徒に驚いたようで、背の高い立川の後ろに隠れてしまっている。

「そうですねえ。知らない人に自分の写真が渡ってると思うと、ちょっと嫌です」

　おずおずと立川の陰から顔を出して白弓が言った。

「いや、だからネットにアップしたり、知らない人に渡したりはしないから」

「だからあんたがまず、その知らない人の筆ひつ頭とうだって事を理解しなさい!!」

　冴は弁べん明めいする男子生徒の頭を小こ突づき回す。

「あら……？」

　体育館になだれ込んできた男子生徒たちは、冴の言葉に不ふ承しよう不ぶ承しよう退散を始めた。梅花とそして冴は、その中に良く知る顔があるのにようやく気付いた。

　どうやらバツが悪いと見えて、他の男子生徒の陰に隠れていたようである。

「浩こう助すけ！　あんたもか!!」

　幼なじみの気軽さ故ゆえか、冴はそう怒鳴りつけるなり、佐さ藤とう浩助の尻に向かって回まわし蹴げりを叩き込む。

「ちょ、待てって。冴！　暴力反対!!」

「じゃあこっちは盗撮反対!!」

　こればかりは冴の方に道理がある。浩助もそれは承知のようだ。

「だから悪かったよ。でもさ、なんて言うかほら、その場の空気ってのがあるじゃん？　ここで引いたら男じゃないとか」

「そんな空気はいらないわよ」

　呆れたように梅花が言ったが、その視線は浩助ではなく、周囲をさまよっている。

「健けん児じは？」

　浩助と一緒につるんでいる事が多い健児だが、今はその姿が見えない。

「ああ、あいつは球技大会のメンバーには入ってないから。背が高いからバスケには向いているんだけど、もっとスポーツ得意そうなのがいるし。クラブの方、行くって言ったぜ」

「ふ～～ん」

　自分から尋たずねておきながら、梅花は浩助の返答には、さして興味がなさそうだ。ちょっと不満そうな顔で視線を巡めぐらせている。

　梅花のその様子に冴が食いつかぬはずもない。にんまりと笑みを浮かべ、梅花の側に歩み寄ると言った。

「あらぁ、健児が覗のぞきに来てくれなくて、寂さびしいのかな～～。梅花ちゃんは？」

　お互い子供の頃からの付き合いだ。性格はよく分かっている。冴がからかってくる事も分かっていたし、それにいちいち目くじらを立てる梅花でもない。

　少しつまらなそうな口調で答えるだけだ。

「びみょ～～」

「微び妙みようか」

「微妙ね」

　梅花と冴はうんうんと肯きながらそう言った。

　二人のその会話を聞いていた白弓も同じ言葉を繰り返す。

「微妙……、なんだ」




　私立殻間高校の敷地は無む闇やみに広い。それはちょっとした理由があるのだ。

　表通りから少し道を入った所に殻間高校の校門がある。その周囲は無論、塀に囲まれているのだが、それは一部だけ。特に裏手はこれといって学校の内と外を仕切る境界がないのだ。

　学校の裏手には地元の人が実み山やまと呼ぶ小山。しかし実山の所有権がはっきりとしていないため、なし崩しの内に中ちゆう腹ふくくらいまで学校の敷地同然に扱われているのだ。

　その裏手には倉庫や花か壇だん、そして老ろう朽きゆう化かしているものの、取り壊しの目め処どが立たないままになっている旧校舎があった。

　梅花たちが体育館でさわやかな汗を流している頃、その旧校舎の一室で時ならぬ爆発音が響ひびいた。

　しかし今さらそれに興味を引かれる生徒、教職員は居ない。それは去年からすっかり殻間高校の名物として認知されてしまっているのだ。

　驚くのは新入生くらいなもの。その大半もすでに慣れてしまっている。

　あぁ、また超ちよう科か部ぶの実験か。

　それで納得すると、また日常に戻っていくのである。




「しまったぁああああ～～!!」

　旧校舎の壁に盛せい大だいに開いた穴を目にして岸きし田だ粒たま子こは頭を抱えた。

「リニアモーターを応用した人工筋肉を製作していたつもりが、ついうっかりして電でん磁じ誘ゆう導どう散さん弾だん砲ほうを作ってしまった!!」

「あの、岸田先輩。その台詞せりふは一体誰に説明するためのものですか？」

　呆れた顔の健児に向かって、先輩と呼ばれた岸田粒子は怒鳴り返す。

「岸田先輩ではない！　超ちよう科か学がく的てき先輩と呼べ！　超科学的先輩だ!!　なんど言ったら分かる!!」













　制服の上に白衣を羽は織おった小柄な女子生徒。度の強いメガネに、ぼさぼさの髪を大おお雑ざつ把ぱな三つ編みにまとめている。

　それが超科学部部長、岸田粒子の外見だ。中学生に間違えられる事も多いが、これでも健児より一学年上の二年生なのである。

「ううむ、しかし見事に風かざ穴あなが開いたな。おお、見ろ。荒あら城きくん！　校舎の壁の向こうにある百葉箱も木こっ端ぱ微み塵じんだ！　これはかなりの破壊力だな、うん。我ながら自分の才能が恐ろしくなるな！」

　超科学部部室となっている教室の壁に開いた穴から、外の様子を見ながら粒子は満足げにそう言った。

「いや、だから岸田先輩。レールガンを作っていたんじゃないでしょう？」

「超科学的先輩だ！」

　もう一度、健児の言葉を訂正してから粒子は肯く。

「うむ、まぁ君の言うことももっともだ。しかし科学技術の発展にはある程度の試し行こう錯さく誤ごは必要なのだよ」

　壁に開いた穴は一つではない。壁はもちろん、天井や床にも開いた穴を修しゆう繕ぜんした跡あとが沢山残っている。他にも焼けこげや破損の跡も多数。そんな教室の中に用よう途との分からない実験器具や機材が所狭しと置かれているのだから、一見したところでは研究室か実験室が、ボヤにでもあった直後のようにも思える。

　これが超科学部の部室なのである。

　一昨年までは化学部、生物部、天文部、電算部といくつかに分かれて活動していた理系部活動を、昨年度入学した岸田粒子が瞬またたく間に統一、自みずから部長に就しゆう任にんしてしまったのだ。

　もっともそれぞれの部活動もあまり盛んではなかった為ため、粒子が一つにまとめようと動き出してもさしたる抵抗はなかった。

　しかし統一理系クラブこと超科学部の活動が本格的になるにつれて、粒子が自宅から怪しげな機材、器具を持ち込み、怪しげな実験に精を出し、怪しげな結果というか、むしろ予想された通り、爆発やら異臭騒ぎやらを起こし始めた為、旧校舎の一角に部室が隔かく離りされる事になったのである。

　老朽化しているとはいえ、校舎をほぼ一ひと棟むね独占できた事に気をよくした粒子は、太陽電池パネルや風力発電機を調ちよう達たつ。電力を自力で確保したうえ、さらに用途不明のパラボラアンテナや中古のスパコンまで持ち込んできた。

　もはやクラブ活動の領域を超越してるような気もするが、なぜか学校側は粒子の行動を黙認しているのだ。

「あちゃ～～、やはり電圧が高すぎたか。回路が焼き切れてしまったぞ。これじゃ実験を続ける事はできないな」

　リニアモーター式人工筋肉実験装置改め電磁誘導散弾砲になってしまった実験装置を確認した粒子はそうぼやく。

　何本もの金属レールが水平に組み合わされ、コイルが巻かれたその装置は、前半分が散弾となって吹き飛び壁を破壊、残りの部分からは煙が上がっている。設計には関与していない健児も、これではまったく機能しないだろうと察さつしがついた。

「こりゃあ今日の実験は中止ですかねえ」

「ううむ、まあ今週中には修理できるだろう。それまではコンピュータシミュレーションで……」

「んじゃあ、今日はこれで失礼します！」

　粒子の言葉の途中で健児はそう言った。

「おい、こら待て！　実験は中止だが、クラブ活動はまだ終わっていないぞ!!　後片付けくらい手伝っていけ！」

「すいません、用事があるんですよ。あ、それとこれ、借りていっていいですよね」

　部室の出入り口に向かう健児は、途中にあった小型変圧器と電気分解槽そうを手に取る。粒子が前の実験に使う為に調達してきたものだ。今では用済みになった為、健児が貰もらう約束をしていたのである。

「あぁ、まあいいや。どうせ捨てるんだから。返すのはいつでもいいぞ。それにしてもそんなの一体なにに使うんだ？」

「いや、ちょっと家で趣味の実験してるんですよ。まぁ岸田先……、じゃない。超科学的先輩にしてみれば、子供のお遊びみたいなもんですけど」

　そう答えながら健児は小型変圧器と電気分解槽をバッグに入れる。

「目的はなんだ？　世界征服か？」

「だからちょっとした趣味だって言ってるじゃないですか」

「何を言う！　世界征服はもっとも高こう尚しような趣味の一つだぞ！」

「はいはい、分かりました。分かりました」

　これ以上、付き合っているとまた何か実験の手伝いをさせられそうだ。そう判断した健児はそそくさと超科学部の部室から退散する。

「明日も来るんだろうな！　来ないとこの前の文ぶん献けんの話はなかった事にするぞ！」

「分かってます。来ますから、文献の方は借りられるようにお願いします」

　背中越しに粒子へそう答えると、健児は超科学部部室を後にした。この前の文献とは、粒子の父から健児が借りる事になってる本の事。一九世紀にヨーロッパで出版されたラテン語の科学事典だ。

　そもそも健児がこの超科学部に入部したのにはわけがある。

　粒子とその父、いや家族は殻間市一帯ではとみに名を知られたマッドサイエンティスト一家なのだ。

　岸田家は自宅を研究室にして妙な実験を繰り返しており、マスコミにもたびたび顔を出している。もっともオカルトや疑ぎ似じ科学の類たぐいではなく、理論に関しては至し極ごく真っ当な研究のようで、その結果は学会でも高く評価されているらしい。

　その為、岸田家にはさまざまな文献、実験器具、機材があふれている。

　健児の目的はそれなのだ。粒子を通じてそれらの文献や機材を借りようという魂こん胆たんなのである。

　粒子も健児の思おも惑わくは察しているようだが、あまり気にしている風ふうはない。部員が少なかった事もあり、理由はどうあれ、この新入部員にはそれなりに期待しているようなのである。

　もっとも何をどう期待されているのか、健児自身にも今ひとつよく分からないのが本当のところだ。

　築四〇年を超える木造二階建てにも拘かかわらず、無駄にハイテクを装備した旧校舎から駆け出した健児は、そのまま校門へと向かった。

　殻間高校は実山を背に東南に向いて立っている。傾いた太陽はすでに実山の稜りよう線せんに掛かろうとしていた。

　もうすぐ全員下校時刻を伝える校内放送が流れる頃だ。

　球技大会の練習も粗あら方かた終了しているのだろう。帰宅を急ぐ生徒の姿ももうまばらだった。

「みんな帰ったみたいだな」

　健児がそうつぶやきながら校門を駆け抜けたその時だ。

　背後から突然、声が掛けられた。

「もう、遅～～い!!」

　声の主は今さら確かめるまでもない。それに腰に着けたあのハンドベルのちりんという音も聞こえてくる。

「梅花？」

　振り返った先には玖鈴梅花と皐冴、友利優香と佐藤浩助たち四人の姿があった。

「おう、遅いぞ。健児」

　携帯電話でゲームをやっていた浩助は、梅花の声で健児に気付いたようで、ようやく顔を上げたところだった。

「さっきの爆発音からすると、また超科部でなんかやらかしたんでしょう」

「人騒がせよねえ」

　冴と優香は門もん柱ちゆうに寄りかかって雑誌を眺ながめている最中だ。

　その中で梅花だけが、体操着の入ったバッグを肩から提さげ、少し頰ほおを膨ふくらませ不機嫌そうに健児を見ていた。

「なによ、いつまで待たせるの？」

「待たせるってなあ……。別に俺は待ってくれと言った覚えはないぞ」

　健児の言う通りだ。浩助に今日はクラブに顔を出すと言付けをしたものの、梅花たちに待っていてくれとはひと言も言っていない。

「あんたが言ったから待っていたんじゃないの。あたしの都つ合ごうで待っていただけ」

　言うなり梅花は肩から掛けていたバッグを健児へと押しつける。

「はい、これ。それからこっちはあたしを待たせた分の追加よ」

　梅花は通学鞄かばんも健児に押しつけた。

「おし、じゃあ健児。こっちもね」

「ああ、私も荒城くんに持ってもらう～～！」

　梅花に倣ならって冴と優香も、健児にバッグと通学鞄を渡した。

「ちょっと待て、こら！　なんで俺が荷物持ちなんだよ！」

「決まってるわよ、あなたが荒城健児だから！」

　抗議する健児に梅花はきっぱりすっぱり言い放つ。

「女の子、待たせたんだから、それくらいサービスしなさい！」

「サービスも何も……。俺は鞄持ちじゃねえ！　毎朝だけじゃなくて、帰りもかよ！」

「なによぉ、このあたしのセクシーな二の腕に、無駄な筋肉つけさせようって魂胆なの？」

　そう言うと梅花は少し袖をまくり上げて白い腕を健児の目の前に晒す。

「二の腕の柔やわらかさっておっぱいと同じなんだってね」

　やにわに優香がそんな事を言い出した。

「だったら二の腕が硬くなると、おっぱいも硬くなるのかな？　どうだろ、冴ぽ？」

「自分で試してみればいいじゃん」

　そう言うと冴はさっさと歩き始めた。

「なにしてるの、健児。梅花はお店、手伝わなきゃならないんだからね。ぐずぐずしないの！」

「あのなあ」

「ガンバ！　荒城くん」

　冴の後を追いかけながら優香もそう言った。

「友利さんは反対側のバス停じゃないのか？」

　健児の言うとおり、優香はバス通学。一方、健児と梅花はすぐ隣。冴と浩助は家は多少、離れているものの、方角としては同じだ。

「あぁ、俺ら今日これから『クリンゲル』に顔出す予定だから」

　浩助もそう言いながら歩き始めた。

「そうそう、今日はみんなうちのお店のお客さんだからね。鞄持っているのもサービスの一いつ環かんよ」

　梅花が小走りに駆け出すと、腰に着けた小さな古めかしいハンドベルがちりんと鳴る。

「だったら梅花が持って行くのが筋すじってもんだろう！」

　文句を言いながらも、健児は律りち儀ぎにもみんなの鞄を抱えながら後を追いかけた。

「か弱い女の子に重労働させるつもり？　健児ってそんなに酷ひどい人だったんだ～～」

　梅花の言葉に優香も調子に乗ってはやし立てる。

「わ～～、荒城くん。ひど～～い」

「まったく、人でなしだな。健児は」

「女の子の敵よね。セクハラだわ、セクハラ！」

「何がどうしてそうなるんだ！　大体……」

　浩助と冴に健児が反論しようとしたその時だ。

　背後からバイクのエンジン音が近づいてきた。

「うちの学校の生徒が、セクハラと聞いては黙って見過ごせんなあ」

　女性の声がする。振り返った先にはヘルメットを小脇に抱え、中型バイクにまたがった若い女性の姿があった。

　健児たちもよく知った顔だ。殻間高校の養よう護ご教諭、楸ひさぎ真ま実さねである。

「一年Ｂ組の、荒城くんだったか。なんだセクハラか？　で、君は加害者か、被害者か？　先生が相談に乗るぞ」

　色白で長い黒髪。お淑しとやかそうな外見とは裏腹に、学校にはバイクで通勤。そしてひょうひょうとしてつかみどころのない性格と、楸真実は多くの生徒たち、主に男子からは人気を博はくしている。

「俺は……」

「加害者です」

　健児に説明する暇ひまを与えず、間かん髪はつを入れずに梅花がそう断言した。

「そうか。それは困ったな。通報した方がいいな」

「通報、通報～～♪」

　また優香がはやし立てる。

「いやぁ、彼がそんな事をしているとは思いませんでした。友達として恥ずかしいです」

　浩助は口を掌てのひらで押さえ、声にビブラートを効かせてそう言っているが、どうやらＴＶのインタビューで音声を加工しているところを真ま似ねているようだ。

「お前らなぁ、いい加減にしないと、怒るからな」

　さすがの健児も憤然としてみせた。

「ははは、まぁそういきり立つな。荒城くん。これも青春だ」

　そういうと真実はヘルメットを被り直す。

「冗談はさておき、気をつけて帰れよ。最近、実山の周辺に不審者が現れてるって噂うわさだからな」

「不審者？」

　真実に聞き返す健児に、優香の方が答えた。

「あ～～、私知ってるよ。なんか真っ赤な髪の毛していて、電柱や木の上を飛び回っているんだって」

「なんだそりゃ？　それじゃ不審者って言うよりは、未確認動物に近いんじゃねえの？」

「だって私、そう聞いたもん！」

　浩助の言い分ももっともだが、優香はあくまで人から聞いた話を伝えているだけのようだ。

「不審者かＵＭＡユーマかは知らんが気をつけるに越した事はないからな。それじゃ、私はこっちだから」

　殻間駅駅前近くのマンションに住んでいる真実は、健児たちとは反対側へ頭を巡らせてから、バイクのエンジンを吹かす。

「それじゃまた明日な」

「はい、さよなら。先生！」

「さよなら、また明日」

「さよならぁ～～！」

　梅花に続いて健児、そして冴、優香、浩助たちも声を合わせて挨あい拶さつする。

　バイクを駅前の方へ向けた真実は、校門に向かう道の所を通り過ぎ、電柱の陰に隠れていたその小さな影に気付いた。

「まぁ、こっちも青春か」

　ヘルメットの下でそうつぶやく。

　電柱の陰にいたのは蘇芳白弓。バイクの真実に気付くと白弓はちょこんと挨拶をした。真実も少し頭を下げ白弓に応える。

　何をしていたのかおおよそ察しが付くだけに、敢あえて声を掛ける事はしなかったのだ。敢えて声を掛け、健児たちに白弓がここに居る事を気付かせても構わないのかも知れない。

　しかしそれは白弓自身がやるべき事。少なくとも真実はそう考えていた。

　バックミラーに映る白弓は、また電柱の陰から健児たちの様子をうかがっていた。そんな白弓の姿に真実は心の中で密ひそかに激励する。

　がんばれよ。




　喫茶店クリンゲルは実山を挟んで殻間高校の反対側にある。実山の南西に向いた道路沿いの斜しや面めんに店を構えているのだ。

　ヨーロッパの山小屋をイメージした店の看板には、『ドイツ風喫茶店』と書いてあるが、それだけでは何がドイツ風なのかよく分からない。中に入れば分かるかというと、そうもいかないのが困りものだ。

　店内に流れるＢＧＭはテクノポップの大おお御ご所しよクラフトワーク。壁や飾り棚には元Ｆ１ドライバー、ミハエル・シューマッハや、元ドイツ代表ゴールキーパー、オリバー・カーンのグッズが並べられている。そしてその間にはドイツ製ビアジョッキのコレクション。

　ドイツを代表するバンドのＢＧＭに、ドイツを代表するアスリートのグッズ。確かにドイツ風と言えなくもないが、むしろドイツミーハー。あるいは日本人がドイツと聞いて何となく想像するものを並べただけのようにも思える。

　同じ感覚で日本風を演出するならば、坂さか本もと龍りゆう一いちの楽曲が流れる中に、中なか田た英ひで寿とし、イチローグッズが飾られ、お猪ちよ口こやとっくりが並んでいるようなものだ。

　もっともクリンゲルはそれでもドイツ風を名乗る理由がある。

　店主の祖先がドイツ人なのである。

　そして殻間市の繁はん華か街がいから少し離れた場所にあるにも拘わらず、この店は思いの外ほか、繁はん盛じようしている。

　それは二人の看板娘のおかげなのだ。




　ちりんとハンドベルの音がする。梅花がいつも腰に着けているあのハンドベルの音だ。

「もう健児がもたもたしてるから遅れちゃったじゃないの」

　そんな事をぼやきながら梅花が奥から店へと出てきた。それだけで店内が華やいだ雰囲気になる。

「おお、梅花ちゃん。今日も可か愛わいいね～～」

「よっ！　待ってたよ。毎日、通ってる甲か斐いがあるってもんだ」

　喫茶店クリンゲルの制服に着替えた梅花を、店の常連たちがそう冷やかす。

　制服はチロル地方の民族衣装をメイド服風にアレンジしたもの。最近の流は行やりにのったわけでもなく、梅花の母がアルバイトしていた二十数年前に、父、春はる人んどが服飾デザインを学んでいた友人に作って貰ったものだ。

「オジさんたちだけで盛り上がって、なんか怪しげなお店みたい～～」

　冴が呆れるように、梅花に声を掛けるクリンゲルの常連はほとんどが大人。梅花の父、春人と同じくらいの年齢だ。

「そんな事ないよ。冴ちゃん。オバちゃんたちだって梅花ちゃんは可愛がってるんだから」

　そう言うのは近くで農業を営んでいる中年女性。自分で言う通り農家のオバちゃんという単語がしっくり来るようなタイプだ。

「そうそう、梅花ちゃんはこんなちっちゃい頃から知っているんだから」

　母を早くに亡くしているという事もあるのだろう。梅花は近所の人たちから自分の娘のように可愛がられているのである。

　夕方になるとクリンゲルの客の大半は近所の人たちになる。ほとんどが農家か半農。コーヒーカップを傾かたむけながら作さく付つけや天候の話などをするのだ。

　一方、昼間は閑かん散さん。ツーリングの途中で立ち寄るライダーやタクシーの運転手くらいしか客はいない。

　足を運ぶ客が夕方に集中しているのは、やはり二人の看板娘の影響が大きい。

「あ、お姉ちゃん。こっちお願い。三番テーブルの玉たま木きさんね」

　そう言うのは同じ制服を着た愛まな花かだ。

　愛花はキッチンにいる春人から受け取った二枚のトレーの片方を梅花に渡した。

「はい、玉木さん。カフェオレ二つにチーズトースト、お待たせしました」

　トレーを受け取った梅花は慣れた手つきで、テーブルで待っていた中年夫婦にコーヒーカップとトーストを差し出す。

　私立殻間高校ではアルバイトは禁止されている。しかし梅花の場合は、家の手伝いという事で認められているのだ。中学生の愛花も同様である。

「健児くん、冴ちゃん。コーヒーのお代わりは？」

　キッチンから顔を出した春人が、カウンターでコーヒーをすすっていた健児たちに尋ねた。

「あ、お代わりお願いします」

「私も～～！」

「俺は抹まつ茶ちやラテがいいな」

　冴に続き優香、浩助がそう言った。しかしその中で健児だけはすぐに答えず、空からになったコーヒーカップをしばし見つめて席を立ち上がる。

「もういいや」

　ぶっきらぼうにそう言うと、傍かたわらに置いてあった通学鞄を手に取り、店の出入り口の方へと向かってしまう。

「あら、健児。帰るの？　もうちょっとゆっくりしてけばいいのに。どうせ隣なんだから」

「うん、まあな」

　梅花がそう声を掛けたが、健児は曖あい昧まいな返答をしながらも店のドアに手を掛ける。

「あら、健ちゃん。最近、梅花ちゃんに冷たいんじゃないの？」

　近所のオバさんがそう声を掛ける。

「なんだ、梅花ちゃんとケンカでもしたんか、健ちゃん」

　子供の頃から知っている近所の人たちは、健児の事を未いまだに健ちゃんと呼ぶ。

「別にケンカとかじゃなくて、ちょっと勉強が……」

　そう言い訳する健児を横から冴がからかう。

「きっと梅花に飽きたのよ。倦けん怠たい期きって奴じゃないの？」

「「冴！」」

　冴のその冗談に店の客たちが笑うよりも早く、健児と梅花が声を揃そろえてそう怒鳴った。

「わぁ凄い、息がぴったり～～」

　優香も思わず感嘆するほど、健児と梅花の声はタイミングよく発せられた。

「だてに幼なじみじゃないもんね。お姉ちゃん」

「な、ななによ。愛花まで！　いきなりあんな事を言われれば誰だって怒るでしょ？」

「あんな事って、お兄ちゃんに飽きられたとか？」

「そういう意味じゃない！」

　梅花は愛花の問いに真っ赤になって言い返した。

「あの、じゃあ俺、本気で今日はこの辺で帰りますから。ちょっと勉強があるんです」

「あぁ、そうか。じゃあ武たけ士しくんによろしくね」

　健児がそう言うとキッチンの奥から春人がそう声を掛けてきた。武士とは健児の父親の事。健児と梅花がそうであるように、武士と春人も幼なじみなのである。

「じゃあまた明日な～～！」

　浩助が声を掛ける。

「またね～～」

「また明日」

　冴と優香も席に着いたまま手を振る。

「それじゃ、お兄ちゃん。またね」

　愛花も声を掛けるが、梅花は注文を受けていて、健児に声を掛けられそうにない。もっともお客さんは近所の人。健児の方へ頭を巡らせて、梅花に帰りの挨拶をさせる余裕を作ってやった。

「じゃあね、健児」

　はにかむように視線を送ると、梅花は答えを待たずにまたお客さんの方へ向き直ってしまう。

「ああ」

　曖昧に声を返すと、健児はドアを開けてクリンゲルの外へと出る。辺あたりは少し暗くなっていた。

　健児は隣にある自分の家に歩きかけ、そして足を止めた。

　クリンゲルの窓ガラスを覗き込むと、その向こうには梅花の姿がある。お客さんと談笑する梅花の姿に健児は今さらのように見入ってしまう。

　可愛いよな。……可愛いし、美人だ。

　心中でそうつぶやく。

　そして健児は少し後ろに下がり、窓ガラスに自分の姿を映す。

　背は高いが猫背。度の強いメガネ。何やらつかみどころのない表情。そしていつも科学系の本ばかり読んでいる。

　梅花はいつもこんな俺と一緒にいるのか。

　そう考えると健児は少し憂ゆう鬱うつになり、気が付くとため息を漏もらしていた。

　幼なじみである。子供の頃からいつも一緒にいるのが当たり前だったし、そういうものだと思っていた。

　しかし年頃になり、異性の存在を意識するようになり、健児は疑問を抱くようになったのだ。

　なぜ梅花はいつも俺の側にいるんだろうか。

　梅花が望むならもっといい男も捕まえられるだろうに。

　それが健児には疑問だった。

　まだ幼なじみ気分が抜けてないのか、それともからかわれているのか。梅花の性格からして後者はないだろうからきっと前者。

　まだ梅花は子供なんだろうな。健児はそう思う事にしている。

　でもお互いもう少し大人になった時……。その時、健児は自分のすぐ側にいる梅花の姿を想像できなかった。

　そうなったら、俺はどうするんだろう。どうすればいいんだろう……。

　……まぁ、いいさ。いま考えても仕方がない。

　健児はもう一度、ため息をつくと家の方へ向かい始めた。




「どうした、梅花ちゃん？」

　お客さんに声を掛けられて梅花は振り返る。

「うん、あの馬鹿。お店の外からぼんやり中見ていたから、なにしていたのかなと思ってね」

　梅花は屈くつ託たくなく笑いそう答えた。




　喫茶店クリンゲルとアンティークショップＡＲＡＫＩ。そして殻間高校は実山を背にしている。しかしこの実山、色々と不思議な事があるのだ。

　私有地であるとされているのに、どうにも所有者がはっきりしない。また頂上まで雑ぞう木き林ばやしで覆おおわれた実山であるが、その中腹あたりにはいつ作られたのか分からない、小屋や洞どう窟くつが点在しているのだ。

　その一部はどうやら殻間高校の施設として作られたらしいが、学校側にもはっきりとした資料は残っていないのである。

　そもそも殻間高校自体、理事長が姿を現す事が少なく、また創設年月日も今ひとつ曖昧なのである。一応、学校の案内書やホームページでは、創立六〇年あまりと紹介されているが、地元の人々の話では太平洋戦争前から、同じ土地に学校施設のような建物があったという。軍の研究施設だったとの噂もあるが、今の殻間高校との関係ははっきりしていない。少なくとも学校側は無関係としている。

　実山は明治初期まで蘇芳神社のご神しん体たいとされていた事もあり、地元の人々は部外者が近寄るのを好まない。

　また実山の形状がピラミッドに似てるという人間もいる。何年かに一度、噂話を聞きつけたマスコミやオカルトマニアが取材と称して実山を訪れるが、大抵の場合は地元の人々に警戒され、何の成果もなく引き上げるだけだ。

　一方で地元の人々は誰でも気軽に実山に出入りできる。詳細の分からぬ所有者からも、特に注意があるわけでもない。

　この地に移り住んですでに六十余年。荒城家と玖鈴家もすっかり地元の人間となり、普段から誰に気き兼がねすることもなく、自宅裏にある実山に出入りできるようになっていた。もっとも山菜やキノコが採れるシーズン以外は、誰も好きこのんで実山に入りはしない。

　しかしこの数年、例外が現れたようなのである。




「うん、今日も順調だな……」

　健児はそうつぶやいた。

　健児と梅花の家の裏、実山中腹には朽くちかけた小屋がある。その小屋は大人一人が入れば立っているだけで精一杯という広さで、何の為に作られたのかよく分からない。

　地元の人の噂では、かつて実山の麓ふもとにあった軍の施設が、反抗する人間を閉じこめておいた、一種の反省房だという。

　健児と梅花が、それが単なる噂に過ぎないと知ったのは、小学三年生の頃だった。

　小屋の床下にある大きな石。それをどかすとハシゴの付いた縦たて穴あなが掘られており、地下室へと通じていたのだ。

　今にして思えば無謀極きわまりないのだが、健児と梅花はそれを発見した翌日には、親の目を盗み、懐中電灯やロープを持って地下室へ探検に行ったのである。

　地下室は思いの外広く、どうやら実山に点在する他の小屋や洞窟に繋つながっているようだった。長い間、人が出入りした気配がないにも拘わらず、二人が酸欠にならなかったのも、きちんと空気穴が設置されていた為だ。

　それくらい地下室はきちんとした造りだった。

　通路は鉄骨とコンクリートで補強され、幾つかある部屋は頑がん丈じようなドアが付いていた。作られてから長い年月が経っているにも拘わらず、子供の健児が押しただけでドアはすんなり開いてくれた。

　ある部屋の中にはびっしりと古めかしい本や資料が詰め込まれていた。そして別の部屋には何か実験装置や様々な機材。

　どうやら何かの研究施設らしい。つまり地下の秘密研究室だ。

　小学生の健児と梅花はその発見に興奮、これを二人だけの秘密にしようと約束したのである。

　梅花はすぐに地下室への興味をなくしてしまったが、その一方で健児は地下室に入いり浸びたり、そこに残された本や実験装置の調査を続けていたのだ。本や資料はドイツ語、英語、ラテン語やよく分からない言語で書かれたものが大半だったが、中には日本語のものもあった。

　それを足がかりに健児は本や資料、そして実験装置を調べていったのだ。

　そして今晩も健児は、粒子から借りてきたばかりの機材を持って、その地下実験室へとやってきたのである。

「充電はできてるはずなんだよな。問題は充電できても、こいつを何に使えばいいのか分からないだけで……」

　室内を照らすＬＥＤ照明と電源の小型発電機は、超科学的先輩こと岸田粒子から無期限で貸して貰ったもの。放置されていた実験装置を修理する為の道具や機材も、粒子から調達したものだ。

　小学三年生の時に地下室を発見してから六年あまり。手探りで進めていた実験装置の修復も、粒子から機材や資料を調達できるようになったこの一ヶ月半ほどで、目覚ましく進展した。

　先程から健児は目の前にある金属板に自分の両の掌を置いている。金属板には掌の形が描かれているが、それは地下室に放置されていた機械に最初からついていたもの。

　健児が掌を置いてから少しすると、金属板に繋がれた細長いガラス管の中に火花が飛び散る。ガラス管はさらに金属円盤に繋がっており、火花の飛び散る量に伴ともないそれが回り始める。

　アナログレコードのドーナツ盤ほどの直径を持つ金属円盤は、回転速度を速めるにつれ、赤しやく銅どう色いろから鮮やかな銀色に変わっていった。

「超科学的先輩は、生命力を蓄たくわえるシステムなんてありえね～～って言ってたけど……。これはやっぱり未知の現象だよな。そうなると充電という表現も正しくないんだろうなあ」

　ＬＥＤ照明の下で健児は一人そうつぶやいた。

　インターネットで探したり、粒子から借りた資料を元に、地下実験室に残っていた本や資料を翻訳してみたところ、どうやらかつてのここの主は『生体電流』もしくは『生命電流』というべきものを研究していたらしい。電流という単語は入っているが、神経や脳細胞に流れる電流とはまったく異なる性質のものだ。

　かつての地下実験室の主あるじは生命電流を、人間をはじめとする生物の生命力の根源と考えていたようだ。

　健児は粒子にそれとなく生命電流に関する意見を聞いてみたが、一いつ笑しように付ふされてしまっただけだ。それからも分かるように、今ではどちらかというとオカルトに属ぞくする考えなのである。

　しかし地下室にあった資料をもとに復元したこの実験機材は確かに動いている。そして動作原理は健児にもさっぱり理解できないものなのだ。

　資料によればこの機材は人間から生命電流を蓄えるもの。いわば生命電流の充電器だ。

　掌を置いた金属板は健児から僅わずかばかりの生命電流を吸収。それがガラス管の中で未知の現象を経て、金属円盤の表面を変化させる事で生命電流を蓄えていくのだ。

　生命電流を吸収して蓄えていくというのが、噓でない事を健児は身体からだで理解していた。こうして生命電流を充電させていると、少しずつではあるが、明らかに身体から力が抜けていくのが分かるのである。

　最初に日本語で書かれた資料を見つけておいて良かった。そこには一日五分以上の充電は危険と書いてあったのだ。

『魄はく力りき車しや』。

　日本語で書かれた資料によると、この実験装置はそう呼ばれていたらしい。そして生命電流は日本語では『魄力』とも呼ばれていたらしい。

　文献やインターネットで調べたところ、魄力は電気の、魄力車は発電機の古い呼び名らしい。しかし資料を書いた日本人は別の意味で使っていたようだ。

　傍らに置いた携帯電話のタイマーが四分経過をアラームで教えてくれた。

「さて今日はこれくらいにしておくか。魄力供給装置の端たん子しを作らないといけないし……」

　健児が金属板から手をどかしたその時だ。実験室のドアをノックする音がする。

　この場所を知っている人間は二人だけ。それとは別に地下室を作った人間もいたはずだが、恐らくは存ぞん命めいはしておるまい。

　そうなると答えは一つ。

「梅花か」

　健児がそう声を掛けると、ちりんというハンドベルの音と共に、梅花が実験室を覗き込む。

「なにやってるの？　小お父じさん探していたわよ。ハードディスクレコーダーの録画設定が分からないんだって」

「またか」

　健児は思わず嘆たん息そくした。一人息子とは対照的に健児の両親は機械音痴なのである。

「うちのとはメーカーが違うから、お父さんも下手にはいじれないって言ってるし。携帯が通じないからここだろうと思って……」

　そんな事を言いながら梅花は実験室の中に入ってきた。そして停とまりかけている金属円盤を見て、呆れたような顔をしてみせる。

「なぁに、まだいじくり回してるの？　どうせろくなもんじゃないわよ。いっそ岸田先輩に見て貰ったらどうなの？」

「超科学的先輩は生命電流とか魄力とか全然信じてないみたいだからなぁ。きっと単なるガラクタ扱いされるのがオチだよ」

「じゃあ、きっとガラクタなのよ」

　風呂上がりなのだろう。梅花は少し湿り気を帯びた金色の髪を掻かき上げる。

「ガラクタかどうかは、ちゃんと調べて見なきゃ分からないだろう？」

　今日はこの辺で引き上げるか。そう考えた健児は資料の入ったバッグと懐中電灯を手に取る。

「だからちゃんとした専門家に見て貰えばいいのよ。健児が調べたからって何が分かるって言うの？」

「それもそうだけどな」

　そう言うと健児は室内を照らしていたＬＥＤ照明の電源を切る。次の瞬間、室内は真の闇に包まれたものの、健児が懐中電灯のスイッチを入れると円えん錐すい形の光束が周囲を照らし出した。

　光こう芒ぼうの中では梅花が、妙に忙せわしなく髪をいじっていた。

「帰るぞ」

　そんな梅花の行動を訝る事もなく、健児はそう声を掛け、先に部屋から出て行ってしまった。

「あ、もう待ってよ」

　実山を登ってくる時に使ったのだろう。梅花も手にしたハンドライトを点灯する。

　小屋の中に通じる縦穴まではわずか数メートル。他にも地上への出入り口はいくつかあるのだが、健児と梅花の家に帰るには、最初に見つけた小屋の縦穴が一番近い。

　僅か数メートル歩くだけなのだが、健児は少し後ろからついてきてる梅花の機嫌が、みるみる悪くなっていくのを、背中越しに感じ取っていた。

　なんかよく分からんけど、こいつはヤバい。

　本能的にそう察した健児は梅花を先に行かせる事にした。しかしこれが大失敗だったのだ。

「ほら、梅花。先に昇れよ」

　縦穴には金属製の頑丈なハシゴが最初から取り付けてあった。多少は錆さびているが今でも充分に利用可能。しかし健児は念の為、縄ばしごとスチール製の折りたたみ式ハシゴを縦穴の下に準備してある。

　しかし懐中電灯の光芒の中で、梅花はう～～と小さく唸うなりながら健児を睨にらみ付つけていた。何事かと思い声を掛けようとした健児に向かって、梅花は声を荒げて言った。

「あたし、スカート！」

　わざわざ確認してみるまでもない。風呂上がりの梅花はピンクのＴシャツにチェックのミニスカートだ。

　それがどうかしたのかと尋ねかけて健児はようやくその意味に気付いた。気付くと同時に少々むかついてくる。

　最初からスカートだから、先に昇ってくれと言えばいいじゃないか。

「なんだよ、別にパンツはいてないわけじゃないだろ？」

　思わずそんな言葉が健児の口を突いて出た。

「うるさいわね、馬鹿！」

　そう言うなり梅花は狭い通路で健児の横をすり抜けハシゴに手を掛ける。

「先に行けばいいんでしょ！　上見たら埋めて帰るわよ!!」

「誰も見ないから安心しろって」

「健児に言ってるのよ!!」

　そう怒鳴り返しながら梅花はハシゴを昇っていった。しかし健児とてまた健康的な男子高校生だ。昇っていく梅花が気にならないと言えば噓になる。いや、意思では否定しても、視線は意識しないうちに上へ上へと移動していく。それだけならばまだいいが、問題は手にしたハンドライト。それも徐々に角度を上げていったのだ。

「健児！」

　下から照らし出された梅花は更に健児を怒鳴りつけた。

「ち、違うって！　ほら、不審者がどうとか言っていただろう？　上に誰か居ると困るなって思ってさ」

「じゃああんたが先に昇る？　……あ、やっぱり駄目だ。あたし、下の暗いところに居るのは嫌だから」

　勝手にそう自己完結すると、梅花は再びハシゴを昇り始めた。その下で健児は想いを馳はせる。

　梅花ってピンク好きだよなあ。




「取とり敢あえず今晩も……」

　月明かりの下、木の梢こずえにその影があった。

　雑木林の合間から、朽ちかけた小さな小屋が見下ろせる。ちょうどそこから懐中電灯を手にした少年と少女、二人が出てきたところだ。

「何事もなかったようですね」

　眼下の二人はすぐ間近の木の梢の上に、燃えるような赤く長い髪をした、マント姿の少女が立っているなどと思いもしないのだろう。そのまま口げんかを交かわしながら実山の麓へと降りていった。

　そんな二人の様子に、赤毛の少女はかすかに笑みを口元に浮かべる。しかしそれも一瞬。すぐに真顔に戻ると少女はつぶやく。

「このまま何も起こらねば良いのですが……」




「あ、お姉ちゃん。お帰り～～。お兄ちゃんはいつもの所だった？」

　自宅に帰ってきた梅花は、自分と愛花の寝室になっている部屋に入ってくる。

　実山の地下実験室の存在は健児と梅花だけの秘密。しかし梅花はその約束を密かに破っていた。

　愛花だけには実験室の存在を教えていたのだ。何かあった時、自分と健児だけしかあの場所の存在を知らないと困る。そう考えたのである。

　梅花は愛花の問いには答えず、憤然として自分のベッドに腰掛ける。

「まったく、あの馬鹿！　高校生にもなってデリカシーってものがないんだから……！」

　乾いてきた髪を落ち着きなく指先でいじり、梅花は口の中でぶつくさと文句を並び立てているようだ。自分のベッドに寝そべってメールを打っていた愛花は、にんまりとした笑みを浮かべて梅花に言った。

「もう、お姉ちゃんったら。シャンプー変えたくらいじゃ、お兄ちゃんは気付かないわよ。鈍どん感かんなんだから」

　図星だったらしい。

　梅花の頰が、名前の通り梅の花のように真っ赤になる。

「べ、べ、べ、別にそんな事、健児が気付こうと気付くまいと関係ないじゃないの！　年上をからかわないでよ!!」

　座ったばかりのベッドから立ち上がり、しばし部屋の中をうろうろしていた梅花は、やにわにドアに手を掛ける。

「あ～～、もう。汚れちゃったから、お風呂入り直す!!」

　そう言うなり部屋から出て行ってしまった。

「……逃げた」

　ばたんと閉められたドアに向かってそう言うと、愛花は携帯電話の液晶画面に視線を戻し、メールの続きを打ち始めた。

「補足。お姉ちゃんは相変わらず素直じゃないです。……送信、と」
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　ちりんと腰に付けたハンドベルを鳴らし、自宅のドアから出てくるなり梅もい花かは言った。

「早く早く！　遅れるわよ!!」

「そりゃこっちの台詞せりふだ！　ぎりぎりまで出てこないのはどっちだよ！」

「ぎりぎりまで出られないから、あんたを待たせているんじゃないの!!　それくらい言われてなくても理解できるでしょ！」

「あのなあ……」

　健けん児じが言いかけた時だ。梅花がバッグを放り投げてくる。

「時間がないんだから、急ぐわよ！」

　反射的にバッグを受け取ってしまった健児に向かってそう言うと、梅花は学校へ向かう道路を小走りに急ぎ始めた。

「だから！　時間ぎりぎりまでのんびりしていたのは、一体どこの誰だよ！」

　文もん句くを言いながらも健児は、自分と梅花二人分のバッグを両手に梅花を追いかけ始めた。今日は全校上げての球技大会、その当日だ。朝と帰りのホームルームがあるだけで授業はない。バッグには体操着と運動靴やタオルが入ってるだけ。健児も梅花も通学鞄かばんは持っていない。もっとも通学鞄があっても、梅花の分を持つのはいつも健児と決まっているのである。

　実み山やまの麓ふもとにある道路は緩ゆるくカーブしながら健児の自宅や喫茶店クリンゲルと、私立殻から間ま高校を繋つないでいる。

　道路はあまり舗ほ装そう状態が良いとは言えないが、交通量が少ない事もあって、それほど問題にはなっていない。第一、少し奥に入ればまだ未舗装の道路がある地域である。

「う～～す、荒あら城き。今日もいい奴隷っぷりだな」

　後ろから自転車に乗ってきた同級生に、追い抜かれざまに健児はそうからかわれる。

「うるせい！」

「玖く鈴りんさん、おはよう！」

「おはよう、長なが瀬せくん。球技大会頑張ろうね」

「おお、絶対学年優勝だぜ！」

　自転車の同級生は梅花と挨あい拶さつを交かわすとそのまま学校の方へ向かう。

　少し先で道路は大きく曲がっている。緩やかに実山の東側から南西側を回っている道路だが、この部分だけは結構厳しくカーブしているのだ。そのカーブを曲がる時、自転車の同級生は少しスピードを落とし、そして路ろ肩かたへ何気なく目をやると小首を傾かしげた。

　一時、自転車を降りようかとする素そ振ぶりをみせたものの、そろそろ予よ鈴れいが近づいている事を思い出したか、その同級生はそのまま学校の方へ向かっていってしまった。

　梅花もその様子には気付いたようだ。

「なにかあったのかしら？」

　早足のままで健児は首を傾げる。

　思い出した。そう言えばあのカーブの先に、去年まではバスの停留所があったんだ。

　路線バスは赤字となり廃止。しかしバスを待つ人の為ために作られた、小さなベンチと小こ雨さめなら凌しのげる程度の小屋はまだ残ってるはずだ。

　ひょっとするとそこに何かあったのか？

　健児は同級生の様子にそう考えた。

「あら……？」

　先にカーブを曲がった梅花が、すっ頓とん狂きような声を上げて足を止めた。

「どうした？」

　健児は二人分のバッグを抱えたままで梅花の側までダッシュする。そんな健児に梅花は無言で路肩を指さした。

　案の定、指さす先にはベンチがあった。そしてそこには妙な女の子がいたのだ。

　年の頃は健児や梅花と同じくらい。中学生か高校生だろうか。しかし日本人ではないようだ。目も覚めるような深しん紅くの髪をしている。身に着けているのは黒に近い、濃い紅べに色のマントのようなもの。無論、その下にも何か着ているのだろうが、マントがつま先まで覆おおっているので見て取れない。

　その女の子が何をしているのかと言うと……。

「……寝てる」

　梅花の言葉に健児も肯うなずく。

「寝てるな」

　そう、寝ているのである。

　赤い髪の女の子は、ベンチに座ったまま、すぅすぅと気持ちよさそうな寝息を立てている。

　さて、どうしたものか。

　健児と梅花は顔を見合わせる。

　ツーリングやハイキングの途中で殻間市周辺で野宿する人間はままいる。しかしそれも大抵はもっと南に下った川の河原で、実山の辺あたりでの野宿とは聞いた事がない。

「ひょっとしてバスが廃止されたの知らないのかしら？」

　その可能性も考えられないでもないが、もともと廃止された路線バスは地元の人しか使っていなかったはず。それに残っているのはベンチと屋根だけで、バスの停留所そのものはすでに撤てつ去きよされている。バスが通っていない事は分かりそうなものだ。

　健児と梅花は一時、顔を見合わせる。

　心配ではあるが、そろそろ慌てないと遅刻してしまいそうだ。

「一応、声だけ掛けてみるか」

　健児はそうつぶやくと、赤毛の女の子に向かって話しかけた。

「あの～～、もしもし。朝ですよ～～」

「ん～～、むにゃむにゃ……」

　健児の声は聞こえたのか、女の子は何か言いかけたものの起きる気け配はいがない。

「日本語が分からないんじゃないの？」

　そう言うと梅花は健児に代わり話しかける。

「Excuse me for waking you upお休み中のところ、失礼いたします.」

　梅花の言葉にも女の子は寝たままだが、また何か寝言をつぶやく。

「ん～～、起きます。起きますってば……」

　日本語である。寝言が日本語という事は、それなりに喋しやべれるとみて間違いないだろう。

　少し安心した健児はその女の子の肩に手を掛けて起こそうとした。

「あの～～、このバスはもう廃止されていて……」

　その瞬間だ。

　健児はいきなり天地がひっくり返ったかのように感じた。気がつくと逆さまになった梅花が、驚いた顔で健児を見ているのである。逆さまになっているのは梅花だけではない。その後ろに見えるガードレールや木こ立だちもひっくり返っている。

　ようするにひっくり返っているのは梅花や周囲の景色ではない。健児なのだ。

「あ、あれ……？」

　なぜ自分がいきなりひっくり返ったのか分からない健児だが、当とう惑わくしている人間はすぐ側にももう一人いた。

「あら……？」

　声のした方へ頭を巡めぐらせると、そこではあの赤毛の女の子が目を覚まし、困った顔で健児を見ているではないか。

「すいません。つい、うっかりして」

　その時になってようやく健児は、女の子が自分の腕をしっかりと握っている事に気付いた。どうやら柔道か合気道のような技で、一瞬のうちに女の子から投げ飛ばされてしまったらしい。

「大丈夫ですか？　とっさに力は抜いたので、怪け我がはないと思いますけど……」

　赤毛の女の子はおろおろしながらも健児を助け起こす。

「ちょ……、ちょっと何してるのよ！　あなたは!!」

「……あ？」

　赤毛の女の子は梅花の顔を見て、少し驚いたようだ。慌てて健児の方へ向き直り、もう一度、自分が投げ飛ばした相手を確認する。

　そして小首を傾げてから、健児と梅花にまた頭を下げた。

「すいません、日本に来たばかりで時差ボケなんです」

「時差ボケだからって、他人を投げてもいいって事はないでしょう！」

　梅花は妙にムキになって食ってかかった。

「まあいいから。俺も怪我はないし……。それにしても日本語上手ですね」

「ええ、まぁ。来る前に勉強していましたから……」

　そう言うと赤毛の女の子は照れたように笑みを浮かべた。

　へえ、可か愛わいいじゃないか。

　女の子の笑顔に健児は素直にそう思ったが、すぐ横で梅花がふて腐くされたような表情をしている事までは気付かなかった。

「行くわよ、遅刻しちゃう!!」

　そう言い放つと梅花はくるりと背を向けて学校へ急ぎ始める。

「ああ、うん。あ、それとここのバス、もう廃止されてますから来ませんよ。駅まで歩いても二〇分くらいですから。タクシーも滅多に通らないし、歩いた方が早いと思います」

「え？　はい、そうですか。ありがとうございます」

　健児の言葉に女の子は少し怪け訝げんな顔をしたものの、すぐに肯き返した。

　どうもバスを待っていた感じじゃないな。

　そう思った健児だが、それ以上は特に詮せん索さくする事もなく梅花の後を追いかけていった。

　二人の姿が見えなくなると赤毛の女の子は、ふうと一つため息をついた。

「これは失態……。ターゲットとこんな形で接触してしまうとは。でもまあ、これから接近する必要に迫られた時、利用できるようになったと考えておきましょう」

　そうつぶやくと赤毛の少女は一つ大きな欠伸あくびをした。

「その前にホテルに戻ってちゃんと睡眠を取らないと……。あぁ、でもちゃんとホテルまで戻れるかしら……」

　そんなぼやきと共に、赤毛の女の子はふらふらと駅の方向へ向かって歩き出した。




「男子～～、頑張ってる!?」

　球技大会も始まり、次の試合の準備をしている一年Ｂ組男子の所に、バレーボールを終えた女子がやってきた。喜き色しよく満まん面めんで男子に声をかけたのは皐さつき冴さえだ。

「女子は二連勝よ！　これで一年女子の部で三位以上は確定！　クラス総合優勝目指しているんだから、男子は足引っ張らないでよね！」

「まったく冴一人で勝ったわけじゃないだろう」

　テンションの高い冴に、辟へき易えきしたような顔で浩こう助すけが言った。

「もちろん！　チームワークよ、チームワーク！　控ひかえのみんなも含めて女子全員の勝利だもんね。ねえ」

「まぁ、そういう事にしておきましょう。冴のミスをフォローするのもチームワークだものね」

「あ～～、酷ひどいな。梅花。私だってレシーブしたじゃないの」

　そんな冴を無視して梅花は白さ弓ゆみに話し掛ける。

「でもあれは蘇す芳おうさんのファインプレーよね。よくあそこからトス上げてくれたわ」

「皐さんがちゃんとレシーブしてくれたからです。難しいタイミングだったと思いますよ。それに立たち川かわさんの指示も良かったし……」

「もう蘇芳ちゃん可愛い♡　こんな時に気を遣ってくれなくてもいいんだから！」

　そう言うなり立川麻ま紀きは感激したように白弓に抱きついた。

「い、いえ。別に気を遣ったとかじゃないですから……」

　和わ気き藹あい々あいとした女子とは対照的に、一年Ｂ組男子は何か暗い雰ふん囲い気きだ。梅花や冴はようやくその事に気付いた。

「なんか盛り上がってないわねえ。どうしたの？」

　梅花にそう尋たずねられて、健児は渋い顔で答えた。

「いや、中なか井いがさっきのＣ組戦で怪我したんだよ」

「へぇ、中井くんが……。って、大変じゃないの、それ」

　中井新しん一いちはＢ組男子の中でも屈指のスポーツマン。今回、球技大会の男子種目になっているバスケットボールこそやっていないが、野球部に所属しており、個人的にフットサルのクラブチームやスイミングクラブにも入っている。

　クラスで一番背が高い事もあり、今日の球技大会ではセンターのポジションについていた。

「日曜日のフットサルの練習で足をくじいていたのを無理して出場したらしいからな。大事をとって保健室に行ってる」

　そう言う健児の視線の先では、Ｂ組のクラス委員や球技大会実行委員が、善ぜん後ご策さくを検討していた。どうやら結論が出たようで、球技大会実行委員をやっているクラスメートの柴しば田たが、健児の方へ歩み寄ってくる。何事かと首を傾げる健児の肩をぽんと叩くと、柴田はにやにや笑いながら言った。

「まぁ頑張ってくれ。荒城くん」

「……は？」

　唐とう突とつな言葉に健児は思わず間抜け顔になる。そんな健児に柴田は説明した。

「次の試合から先発だ。なに、パス受けてシュートするだけでいいんだ」

　あっさりとそう言う柴田にさすがの健児も呆あきれ果はてた。

「ちょっと待て……！　簡単に言うけど、それが一番難しいんだろうが！」

　健児はそう反論するが、柴田は受け付けてくれない。

「だって試合に出てない男子の中じゃ、荒城が一番背が高いだろう？　それに佐さ藤とうが言うには、お前、小学校の頃は結構、運動できたらしいじゃないか」

「それは小学校の頃だろ、小学校！　体育の授業を見てれば分かるだろう！　俺は運動が苦手なの!!」

「立ってればいいんだって。背が高いからバスケじゃ立ってるだけで、それなりに威い圧あつ感かんはあるはずだぜ。どうせ校内の球技大会なんだから」

「でも……」

　柴田に反論しようとする健児を遮さえぎり、横から梅花が口を挟む。

「出ればいいじゃないの」

「はい？」

　梅花のその言葉に、健児はまたもや間抜け顔になる。どうやら健児は梅花が止めてくれるだろうと思っていたようだ。

「いや、だから俺はそんなにスポーツとか得意じゃないし……」

「そんな事、言われなくても知ってるわよ」

　梅花は平然とした顔で、少し背伸びして健児の肩をぽんと叩く。

「でも他に適任者がいないんじゃ選択の余地ないわよね。やれば」

　そう言われても健児はまだ逡しゆん巡じゆんしている。

「でもさぁ……」

　はっきりしない健児の周囲にクラスメートが集まってくる。

「ええい、煮え切らない男だな。他に誰かいないのか？」

　そう言うのは柏かしわ木ぎ一いち郎ろう。きりりと引き締まった顔立ちをしており、二枚目と言えなくもないのだが、どちらかというと明治大正時代の二枚目。漆しつ黒こくの詰つめ襟えり学生服と外がい套とうが似合いそうなタイプだ。

「本人にやる気がないのならば致し方有るまい。他に誰か志し願がんする者はおらんのか！」

　こんな時にも妙に時代がかった喋り方をする。

「いや、柴田がタッパある方がいいって言うんだよ」

　柏木に反論するクラスメートの間から、白弓がちょこんと顔を出し、おずおずと健児に向かって声を掛けた。

「あ、あの。荒城くん、頑張ってください」

「いや、でも別に出ると決まったわけじゃあ……」

　そんな健児の肩を、もう一度、梅花がぽんと叩く。

「みんなもそう言ってるんだから、出れば？」

「だけどなぁ……」

　さらにもう一度、梅花が健児の肩を叩く。今度はぽんという感じではない。バンという雰囲気だ。健児もさすがに痛みを感じる程である。

　そして梅花はにっこりと笑いながら言った。

「出なさいって言ってるのよ……！」

　傍はた目めには梅花が健児を元気づけているだけのようだ。しかしそこは幼なじみ同士。梅花の笑顔の裏に隠されているものに健児が気付かぬわけがない。

「はいはい、出ます。出ますよ。出ればいいんでしょう」

　そう答えておかないと何をされるか分かったものではない。

「あんまり足を引っ張るんじゃないわよ！」

　梅花はそう言うとまた健児の背中を叩く。今度こそは元気づけるような叩き方だった。

「まったく女子に尻を叩かれないと何も出来ないのか。嘆なげかわしい！」

　健児と梅花のやり取りに柏木は天井を仰あおいでみせた。

「んじゃ、荒城。こっち来いよ。一応、簡単にミーティングするからな」

「はいはい。ったくしょうがねえなあ」

　柴田に言われるまま、健児は不ふ承しよう不ぶ承しようながらも次の試合に備えたミーティングの輪に加わった。

「でもさぁ、健児くんで大丈夫なの？　あんまりスポーツとかやらないんじゃないの？」

　女子チームの補欠だった優ゆう香かが小首を傾げてそう尋ねた。

「ん～～、まぁあんまり好きこのんで運動するタイプじゃないけどね。無駄に体力はあるのよ、あいつ」

　梅花はクラスメートとミーティング中の健児へ視線をやり、どこかうれしそうな様子で答えた。そんな梅花を横から冴がからかう。

「あんたが毎日、登下校で鍛きたえてるもんね。荷物持ちさせて」

「な……!?　人聞きの悪い事、言わないでよ!!　あれは健児が好きでやってる事なんだから!!　それに毎日のように、裏の実山に……」

　そう言いかけて慌てて梅花は口をつぐむ。健児が毎日、自宅裏の実山に登り、地下にある研究室に入いり浸びたっているのは秘密なのである。

「あれぇ、どうしたのかな？　ひょっとして毎日、実山でデート？　趣味悪いわねえ。もうちょっとまともな場所を選びなさいよ」

「そんなんじゃないわよ！」

　冷やかす冴に梅花はムキになって言い返した。

「荒城くんなら、大丈夫ですよ」

　梅花と一緒に健児の方を見ていた白弓が自分に言い聞かせるようにそうつぶやいた。白弓のそのつぶやきは梅花の耳には届かなかったようだ。しかしその傍かたわらに居た冴は聞きつけたようだ。

　すっと梅花の傍らによると、少し声を潜ひそめて言った。

「あんたもいい加減に素直にならないと、そのうち後悔するわよ」

「なによ、後悔するって？」

　梅花は怪訝な顔をするが、それに構わず冴は言った。

「あんただけじゃないって話。いつまでも当たり前だと思ってると、そうもいかないんだからね」

「……はぁ？」

　要点をぼかした冴の話に梅花はぽかんとするだけだ。

「はいはい、分かりました。あんたも相当鈍いんだっけね。これは案外、一番不幸なのはあいつかもねえ」

「なにわけ分からない事、言ってるのよ？」

「いや、こっちの話。あ、試合始まるわよ！」

　戸と惑まどう梅花を、冴はそう言って誤ご魔ま化かした。




「あぁ、君は確か一年Ｂ組だったな。さっき怪我して運び込まれてきた中井くんだけど、やっぱり無理はしない方が……。どうした？」

　保健室に運び込まれた中井の治療をしていた楸ひさぎ真ま実さねは、その報告をしようと一年男子がバスケットの試合をしている体育館にやってきた。

　そこで妙な盛り上がりを目にして怪訝な顔をする。

「あ、楸先生～～。中井くんどうですか？」

　声を掛けられた優香は向き直ると、そう聞き返すが、真実の目はバスケットのコートに向けられたままだ。

「うん、大事をとって後の試合は出ない方がいいと思ってね。一応、実行委員に報告に来たんだけど……。なんか盛り上がってるな」

　真実がそう言った時、また一ひと際きわ大きく歓声が上がった。

「凄すごい、凄い！　やるじゃん!!」

　冴の歓声も聞こえてきた。

「勝ってるのか？」

　意外そうな顔で真実はそう言った。

「中井くんが君たちのクラスの中心だと聞いていたんで、苦戦しているかと思ったんだが……」

　怪我をした中井を保健室に連れてきた時、球技大会実行委員の柴田がそんな事を言っていたのである。その中井もクラスの事を心配していたので、真実が報告がてら様子を見に来たというわけだ。

　しかしスコア表示を見てみると、Ｂ組は対戦相手のＤ組をリードしている。そしてさらに得点が追加されたところ。そろそろ昼休みの時間なので、午前中の試合もこれで終了。得点差からしてＢ組はこのまま逃げ切れそうだ。

「だから言ったじゃないの！」

　誇らしげな梅花の声が聞こえる。

「あいつはやる時はやるんだもん」

　そして白弓が声を上げる。

「荒城くん、頑張って!!」

「荒城？　荒城健児くんか？」

　思わずフルネームを口にしてしまい、しまったと思う真実だが、それを表情に出す事はしない。それを聞いていたのもいささか天然が入ってる友とも利り優香だけだから、あまり気にする事もあるまい。事実、優香はそれに気付いていないようだ。

「そうですよ、荒城くん。凄いんだから」

　優香がそう言っている間にも、健児はゴール下でパスを受けていた。背が高いと言っても、せいぜい周囲から頭一つ抜け出してる程度。一七五センチ少しくらいだろう。

　この身長差だけでは圧倒的というわけでもない。しかし思いの外ほか、健児は身のこなしが素早く、そして試合終盤にも拘かかわらず運動量も落ちていないようだ。

　健児はディフェンスをすり抜けてシュート。だが残念ながらボールはリングにぶつかって落ちて来た。

　その後の健児の反応も早かった。すぐにボールに手を伸ばす。相手チームのディフェンス陣より頭一つ大きいのがここで有利に働く。

　健児の指先が一瞬早くボールにかかり、ジャンプしたその勢いでリングに押し戻す。

　緩いカーブを描きボールはリングに吸い込まれていった。それと同時に試合終了を告げるホイッスルが鳴った。

「やった、決勝進出!!」

　冴が飛び上がり、Ｂ組の生徒がコートになだれ込む。いつの間にかコートの周囲には対戦中のＢ組、Ｄ組以外の生徒も集まっていた。

「やったじゃないの！　健児!!」

「凄いです、荒城くん!!」

　みんなよりも一足早く健児の元へ駆け寄った梅花と白弓が、先を争うようにそう声を掛ける。

「あ、あぁ」

　しかし健児はなんで周囲がこんなに盛り上がってるのか今ひとつ分からないようだ。

「ただパス受けてシュートしただけなんだけど。外はずした方が多いし……」

「外しても減点されるわけじゃないんだから、がんがん行っていいんだよ。それにしても見直したぜ、荒城！」

　柴田が喜色満面で健児の背中を叩く。あまりの勢いにかけていたメガネが落ちかけた程の力だ。

「いつも怪しげな本ばかり読んでいるわりには、なかなか健闘してくれたな。ここは感謝してやろう」

　いささか押しつけがましく柏木も言った。

「なかなかやるじゃないか。荒城くん」

　そう言いながら真実も歩み寄ってくる。

「あ、楸先生。中井の足はどうですか？」

　メガネを直しながら健児は真実にそう尋ねた。

「うん、ちょっとした捻ねん挫ざだと思うが、今は無理しない方がいいな。君がいれば問題はないだろう」

「いや、でも今のもまぐれだし、いつまで続くか分から……」

「なに言ってるんだよ、健児！　この調子でがんがん行けよ!!」

　控ひかえだった浩助が後から駆け寄り、勢いよく健児の背中からタックルする。

　その時だ。ずれたメガネが浩助のタックルで、健児の顔から外れて宙に飛ぶ。

「ああ、メガネが!?」

　慌てる健児に周囲も落ちたメガネを探し始めた。どうやら周囲の人混みの間に飛び込んだようだ。

「替かえのメガネ、持ってきてないの？」

　呆れた顔でそう尋ねる梅花に、健児は体育館の床を探しながら答える。

「う～～ん、中学の時、使っていたのがどこかにしまい込んだままなんだけど。コンタクトは使いにくいから、放って……」

「ああ、すまんな。荒城くん。最初に謝あやまっておく」

　やにわにそう言いながら真実が何かをつまみ上げる。

「何か踏んだような気がしたが、どうやら君のメガネだったようだ」

「……はい？」

　顔を上げても、健児の視界には白衣を着た女性が目の前に立っているとしか分からない。わずか数メートルしか離れていないのに、真実が指先でつまみ上げている壊れたメガネは見て取れない。

「ありゃ、これは駄目ね。レンズも割れちゃってるし。どうする？　家に電話して替えのメガネ持ってきて貰もらう？」

　真実からメガネを受け取った梅花は、それがもはや役に立たない事を察さつして、健児へと尋ねる。

「いや、俺もどこにしまい込んだか分からないし……」

「困りましたねえ」

　困り顔の白弓の隣で、他人事のように浩助が首しゆ肯こうする。

「いや、不幸な事故だった」

「お前のせいだろ、お前の!!　大体……」

　その時になってようやく健児と、梅花たちは周囲のクラスメートの様子がおかしい事に気付いた。男子は少し驚いているだけのようだが、女子は妙に色めき立っている。

　真実も意外そうな顔をしたままで言った。

「ほぉ、メガネを外してみると、君はなかなかイケメンだな。荒城くん」

「イケメン～～？　どこが？」

　健児がメガネをかけ始めたのは中学校に入ったばかりの頃。その前から健児を知っている梅花や浩助は、メガネを外した健児の顔を知っているので特に驚く事もない。ましてや梅花は隣に住んでいる事もあり、今でもメガネを外した健児はよく目にしている。

　しかし他のクラスメートは、メガネを外した健児を見るのは初めてなのだ。

　見慣れている梅花たちは今さら騒ぐ事もないが、確かに健児の面おも立だちは整っており、充分に二枚目で通るタイプだ。ましてや度の強いメガネの下から現れたという演出効果がその印象をさらに際きわだたせる。

「わ～～い、荒城くん、イケメンイケメン！」

　優香がそうはやし立てると同時に、周囲の女子生徒の間でも歓声が上がった。

「うわぁ、やだ。荒城くん、イケメン!!」

「うんうん、結構、かっこいいじゃないの！」

「ジャニーズ系よね。普段からメガネ外してればいいのに」

「素材はいいわよね。もっと磨けば光るんじゃないの」

　女子生徒は口々にそんな勝手な事を言っている。













「ま、待て！　女子の諸君!!　メガネを外すとイケメンというシチュエーションに騙だまされてはいけない！　こいつはあくまで、普段から怪しげな本ばかり読んでいる、荒城健児なのだぞ！」

　柏木がもっともな指摘をするが、すっかりのぼせ上がってる女子生徒の耳には届かない。

「柏木くんの言う通りよ！　大体これのどこがイケメンなのよ！」

　梅花はやにわに健児の頰ほおを両手で摑つかみ、みんなの方へ向けさせるが、その途端、周囲から冷やかしと羨せん望ぼうが入り交じった女生徒の歓声が上がる。

「な、なんなのよ。一体……、どういう事、健児!?」

「いや、俺に聞かれても……」

　メガネのない健児は困惑するだけだった。




　午前中の試合は終了。昼休みが終わり、午後は各学年男女別の決勝戦となる。試合は男女別だが、お互い応援に行けるようにと、学年ごと試合時間は別。

　一年女子は昼休みが終わってすぐに決勝戦となり、梅花や白弓たちの活躍もありＢ組が見事に優勝を飾った。

　そして次は体育館で一年男子の決勝戦。対戦は下げ馬ば評ひよう通りのＡ組と、大方の予想を覆くつがえして勝ち上がってきたＢ組という事になった。

　その決勝戦、試合が進むにつれて妙な雰囲気になっていったのである。




「な、なによ。何なのよ、一体……!!」

　体育館全体の雰囲気に飲まれたように梅花は言った。

「ありゃ、いつの間にこんなに増えたんだ？」

　Ｂ組はコート脇で声援を送っていたが、その中に混じっていた浩助も体育館内を見回して呆あつ気けにとられる。

　試合前に体育館にいたのは対戦するＡ組、Ｂ組の生徒。それに他のクラスの一年生が少しという感じだった。

　それがいつの間にか体育館一杯に観戦する生徒が集まっていたのである。それも一年生ばかりではない。上級生もいる。校庭では三年男子のフットサル決勝が行われてるにも拘わらず、三年生の女子も数多く詰めかけているのだ。自分のクラスの決勝戦をほったらかして、こちらに来ている三年女子もいるようだ。

　そう、詰めかけている生徒の大半は女子なのだ。

　しばらくは何が起きているのか分からなかった梅花たちだが、体育館が黄色い歓声で包まれるタイミングと、コート内のプレイ内容を見ていてようやくその理由に気付いた。

　ある生徒にボールが渡ると一斉に女子生徒が盛り上がるのだ。

「えっと、その……。みんな荒城くんを見て騒いでるみたいだけど……？」

　戸惑いがちに白弓がそう言った。

「そ、そんなはずは……」

「ほら、引きつってる引きつってる」

　無理矢理に笑顔を繕つくろおうとする梅花の背中を冴がちょんと突つく。

「別に引きつってないわよ！」

　冴にそう言い返すと梅花は健児がプレイしているバスケットコートへと視線を戻す。

　メガネを壊してしまい、替えもない状態だったが、結局健児はそのまま試合に出場したのだ。かなり近眼の為、肝心のリングまでの目もく測そくもつくかどうか怪しい。せいぜい敵味方の区別しかついてない状態のはずだ。

　しかしそれが結果的に幸いしてくれたらしい。

　メガネを掛けていた午前中の健児は、どこか遠えん慮りよがちにプレイしている雰囲気があった。自分が出場していいのだろうかという戸惑いもあったのだろう。だがメガネがなくなり逆にプレイが大だい胆たんになったのだ。

　周囲の様子がよく見えないから、遠慮しようにもその加減も分からない。チームメイトが出す声の指示通り動くだけだ。

　その結果、プレイがダイナミックになったのである。周囲もそれを悟ったか、健児への指示もよりアグレッシブなものになっていった。

　普段は猫背だが背筋を伸ばしてしゃきんとすれば背は高い方だ。そして梅花が太たい鼓こ判ばんを押したように健児は体力もある。

　プレイしているところを見ていると、それなりにバスケットの心こころ得えもあるように見えるから不思議なものだ。

　そして何よりメガネを外すと結構ないい男、ハンサムといっても良い。そのメガネが重要なポイントなのだ。

　最初から校内でも評判の二枚目ならば、他のクラスの女子生徒もここまで騒がなかっただろう。メガネの下からイケメンが出てきたという、そのドラマチックな展開が全校女子生徒の耳じ目もくを集める理由になったのである。

　メガネを壊したばかりの健児を見たのは一年生のごく少数の女子生徒だけだったが、決勝前に昼休みを挟んだ事もあり、その間に噂うわさが広がっていったのだ。

　冷やかし半分に覗のぞきに来た女子生徒が健児のイケメン振りを認め、さらに友人へ声を掛ける。授業中の携帯電話使用は禁止されているが、今日は球技大会でもあり、比較的大目に見られている事もこの状況を後押ししたようだ。

　試合も終しゆう盤ばん。Ａ組とＢ組は追いつ追われつの接戦を繰り広げている。

　その中でパスを受けた健児がシュートを決めＢ組が点差を縮ちぢめた。その途端、体育館一杯に女子生徒の歓声が響ひびいた。

　もっとも当の健児本人は何で周囲がこんなに盛り上がっているのか分からないようだ。ただ体育館に詰めかけた女子生徒のほとんどがＢ組を応援しているのは分かる。その為かＢ組は意気あがり、対照的にＡ組は浮き足立ち始めている。

「……まったく。何が楽しくてこんなに騒ぐのかしらねえ」

　梅花は呆れた風を装いそうぼやく。

「……荒城くん、格好いいですからね」

　白弓も笑顔を繕いそう言った。

「そう？　まあ平均よりはちょっぴり上ぐらいだとは思うけど、別に騒ぐほどの代しろ物ものじゃあないでしょ」

「妬やくな妬くな。さっきの決勝戦じゃあんたたちも同じようなもんだったじゃないの」

　冴の言う通りだ。

　一年女子バレー部の決勝戦では、一年生のみならず上級生の男子も梅花と白弓に歓声を送っていたのである。相手チームがその雰囲気に飲まれて浮き足立ってしまったのも同じだ。

「それとこれとは別よ！」

「あ、さいですか……」

　憤ふん然ぜんとしてそう言い放つ梅花に冴はため息を漏もらし、そして白弓と視線が合うとお互いに苦笑を交わした。

　再び体育館が歓声に包まれた。Ｂ組の選手がボールを受け取り健児にパスをしたのだ。ボールを受け取った健児は、大胆にも正面からディフェンス陣に飛び込んでいく。

　メガネがないからディフェンスの隙すきを見み定さだめる余裕がないのだろう。しかしそれを知らない他のクラスや上級生女子には、健児のプレイはタフでガッツあふれるように見える。

　健児はリングへ向かってシュート。ボールは高く上がりすぎたようだが、それもきっとメガネがなく目測がいい加減だったのだろう。だがふわりと高く上がったボールは詰めかけた生徒たちの注目を集めるドラマチックな効果を上げた。

「あれ、これが入れば逆転？」

　冴が得点表示を確認してそう言うだけの時間もあった。

　放物線を描くボールを、梅花と白弓は固かた唾ずを呑のんで見守るだけ。ボールはボードに一度当たり、リングの上でよろめくという芸げい達たつ者しや振ぶりを発揮する。

　梅花はあぁと声にならぬ声を漏らし、白弓は自分でも気付かぬうちに両の手を握りしめていた。

　そんな二人の想いが通じたかのように、ボールはリングの内側へと吸い込まれていく。

「やった――!!」

「凄い凄い!!」

　梅花と白弓は飛び上がり、そして抱き合って歓声を上げる。体育館に詰めかけた生徒たちも同様だ。その中で当の健児だけが、何が起きたのか分からないようだ。チームメイトから教えられてようやくシュートが入った事を知ったようで、ほっとした表情を浮かべた。

　その時だ。試合終了を知らせるホイッスルが鳴った。

「やった！　優勝だ!!」

「勝ちましたね、玖鈴さん!!」

　梅花と白弓は抱き合ったままで飛び上がる。

「これでＢ組は男女優勝！　完全制せい覇はよ!!」

　冴のその声と共に試合の行方を見守っていたＢ組女子と補欠の男子は一いつ斉せいにコートへ駆け込んでいく。

　そればかりではない。周囲で試合の経過を見守っていた他のクラスの生徒や、上級生までもが一斉にコートの中へなだれ込んできたのだ。

　しかも試合をしていた選手たちが呆気にとられるほどの勢いなのである。

　優勝したＢ組の生徒たちと喜びを分かち合う雰囲気ではない。他のクラスの生徒や上級生女子生徒は試合に出ていたＢ組男子、特に健児を中心にして周囲を取り囲み、口々に歓声を上げているのだ。

「荒城く～～ん！　こっち向いて、こっち!!」

「あ～～、私も一緒に写真に写る!!」

「ねぇねぇ、彼女いるの？　彼女!?　なんだったら私が立候補してあげようか？」

「駄目だって、彼は殻間高校のアイドルなんだから！　美形はみんなのものなのよ」

　取り囲んでいる女子生徒たちは、完全に健児をアイドル扱いだ。

　その健児はというと、何が起きたかまったくもって理解できてない状態だ。そもそもメガネがないので周囲で何が起きてるのか物理的に見えてない。第一、芸能人でもあるまいし、不特定多数の女の子から騒がれる経験などあるはずもない。

　おろおろと辺りを見回してクラスメートに何が起きたか尋ねるだけだ。尋ねられたクラスメートたちも今の今まで試合に専念しており、ちょっと周囲の雰囲気が変だなとは感じていても、やはり何が起きているのか理解できてはいなかったのである。

「はい、下がって下がって！　まだ試合後の礼とか表彰式とか残っているんだから」

　ようやく我に返った球技大会実行委員が、慌てて女子生徒を制止しようとするが、とても押さえきれるような勢いではない。

　健児たちに駆け寄ろうとした梅花と白弓、それに冴をはじめとするＢ組のクラスメートたちも、人ひと垣がきの後ろでぽかんと成り行きを見守るだけだ。

　健児をはじめとするＢ組と、対戦していたＡ組の選手たちは、訳の分からぬままコートから出ようとするが、その動きに応じて周囲の人垣も動く有様だ。

「梅花！」

　その人垣の向こうからやにわに健児が声を掛けた。

「一体どうなってるんだ？　この人たちは何を騒いでいるんだよ!?」

　健児にしてみれば困惑しきった挙あげ句く、目に付いた梅花に声を掛けてみたのだろう。金髪ツインテールというのは、近眼の健児であっても容よう易いに判別できるくらい目立つ。

　しかし呼びかけられた梅花は、ハッとして我に返るなり、見る間に顔を真っ赤にして怒りに身を震わせる。

「あ、あの玖鈴さん？」

「梅花!?」

　白弓と冴が声を掛けても梅花の耳には届いていない。

「梅花！」

　もう一度、健児が声を掛けた。その時になってようやく、周囲で人垣となっている女子生徒たちも健児が梅花を呼んでいる事に気付いた。

「え？　なになに、あの子、金髪じゃん。外国人？」

「知らないの？　ドイツ人とのハーフとかいう一年生でしょ」

「クォーターよ。玖鈴梅花。ほら、実山の裏にあるサ店の娘」

「くそ～～ッ、美人ね。やっぱりイケメンは美人とくっつく運命なのかしらね」

「でも単なる幼なじみだって話よ。幼なじみって案外うまくいかないじゃないの」

「うんうん、私の幼なじみもそうだし。そっか、じゃあまだ芽はあるって事ね」

　女子生徒たちは健児と梅花を交互に見ながら、口々にそんな無責任な会話をしている。

「ちょ、ちょっと見てないで助けてくれよ。梅花！」

　さすがに居並ぶ女の子の群れを掻かき分けてくるのは気が引けるようだ。健児は少し情けない声でそう梅花に懇こん願がんする。

　ぶっちん。

　梅花のすぐ横にいた冴は、音にならないその音を確かに聞いたような気がした。冴もまた梅花とは子供の頃からの付き合いだから分かるのだ。

　梅花が切れた音だ。

「知らない！」

　体育館全体に響き渡るような声だ。それでも梅花の声にはどこか涼すずやかな響きがあるだけに余計インパクトがある。

　体育館全体がしんと静まりかえってしまったほどだ。梅花は無言で踵きびすを返すと、そのまま体育館から出て行ってしまった。

　校舎への渡り廊下に通じる扉を、梅花が後ろ手に閉める音が響くと同時に、再び健児の周囲が騒がしくなる。

「知らないって、じゃあ脈なし？」

「ラッキー！　やったじゃん!!」

「ねぇねぇ、荒城くん。あの子、やめて私と付き合わない？」

　さすがに鈍どん感かんな健児も、ここまで来れば女子生徒が自分の事で騒いでいるとは分かる。もっともそれが分かったところで、その原因までは思い至らない。

　自分がイケメンでモテすぎなどとは、逆さか立だちしたところで考えつかないだろう。

「……ったく」

　冴は呆れ顔でため息をつくと、自分の横でどうしていいか分からぬように立ちつくしていた白弓へと視線を巡らせた。

「蘇芳さんはいいの？」

「……はい？」

　冴にそう問われて白弓は少し怪訝な顔をする。

「中途半端が一番良くないわよ。ここは一緒に騒ぐか、ツンデレて印象に残るようにしないと……」

　そして白弓の方へ顔を寄せると付け加えた。

「負けちゃうわよ♡」

「……ま、負けるなんて。そんな、私は……」

　白弓は逃げるように冴から視線を外した。

「下がって、下がって！　表彰式ができないって言ってるだろ！　この後、二年生の試合もあるんだから!!」

　球技大会実行委員が人垣の女子生徒たちを解散させようとするが一向に埒らちが明かない。

「ほら、解散しろって言ってるだろ！」

　指示を出す言葉も徐じよ々じよに乱暴になってきた。

　その時だ。

　梅花が出て行った扉とは反対側。校庭に出る方の扉が突然、開け放たれる。

「ちょっとあんたたち！」

　突然、鋭い声が響く。

「一体なにしてくれちゃってんですか！　まじむかつくんですけど!!」

　声を張り上げてもどこか品のある梅花とは異なり、頭のてっぺんに響くような耳みみ障ざわりな響きがある。

　何事かみんなが声のした方向へと視線を向けた。そこには見慣れぬ、小柄な女子生徒の姿があった。

　その外見をひと言で表現するなら、ちょっと昔のギャル風という感じだ。染そめてこそいないがソバージュにした髪は肩まで伸ばし、色鮮やかな生せい花かを挿している。

　制服のスカートも上着のブラウスの丈も、手を加えかなり短くしてある。そして手首や首には派手なチョーカーやブレスレット。唇くちびるには鮮やかなオレンジ色のリップ。

　殻間高校はそれほど校則が厳しいわけでもないが、のんびりとした土地柄や、それを反映した指導方針もあってか、比較的真ま面じ目めな生徒が多い。厳しい規則で縛らずとも、規範に外れるような生徒が居なかったのだ。

　それ故ゆえにちょっと前のティーンズ向けファッション雑誌から抜け出してきたような、こんな典型的なギャル系少女はとんと見かけなかったのである。

「……誰、あれ？」

「知らない～～。でもなんかキモくない？」

「うちの学校にあんなのいたかしら？」

　健児の周囲に人垣を作っていた女子生徒はそんな事を言い合うが、一向に突然現れたギャル系女子生徒の正体は摑めない。

　そうしている間にも、そのギャル系女子生徒はつかつかと体育館に入り込み、そして一直線に健児の方へ向かっていく。

「いこ、健ちゃん」

「は……？」

　健児は目が点になる。声には何か聞き覚えがあるものの、同年代で自分の事を健ちゃんと呼ぶ人間には心当たりがない。幼なじみの梅花や浩助、冴たちも、健児と呼ぶ事はあっても、健ちゃんとは言わないはずだ。

　しかし小柄なギャル系女子生徒は人垣を一気に突っ切り、そのまま健児の手を握り、強引に自分が入ってきた扉の方へ引っ張っていく。

「ちょっとあんた。何よ、一体!!　荒城くん、嫌がってるじゃないの!!」

　我に返った三年生の女子生徒がそう言って止めに掛かるが、ギャル系女子生徒は健児の手を離さぬままで言った。

「なに言っちゃってくれるんですか、あんたたち！　健ちゃんは私の彼氏なんですけど!!」

　口調も語尾上がりの典型的なギャル口調だ。その勢いに健児の周囲にいた女子生徒たちは思わず足を止めてしまう。

　あら……？

　冴は健児を引きずっていくそのギャル系女子生徒が自分に目め配くばせしたように思えた。自分だけではない。浩助にも意味ありげな視線を送る。

　ついてこい。

　そう言っているように思えた冴は隣にいた白弓に声を掛ける。

「蘇芳さん、ちょっと……」

「え？」

　白弓の同意を得ぬまま、冴は手を引いてギャル系女子生徒の方を追いかける。横目で確認すると浩助も何か気付いたようで、二人の後を追いかけてきた。

「ちょ、ちょっと一体……」

　何が起きてるのか分からず、なすがままの健児がそう言っても、ギャル系女子生徒は足を止めようとはしない。

「ちょっと待ってよ！」

「おい、あんた一体誰だ!?」

　白弓を引っ張ってきた冴と、後を追いかけてきた浩助も、健児とギャル系女子生徒を追いかけて体育館の外へ出た。

「ちょっと待ちなさいよ!!」

「荒城くん、ついていっちゃ駄目よ！　その人、なんか怪しいわ」

「大体あんたどこのクラスよ！」

　そんな事を言いながら他の女子生徒たちも追いかけて来る。

「……目を閉じて。五つ数えたら目を開けていいぞ」

　ギャル系女子生徒が肩ごしに冴と白弓、そして浩助に向かって言った。三人が訝いぶかりながらもそれに従った時だ。

　体育館の扉の所で爆発と閃せん光こうがあがった。

「きゃ!?」

「うわぁ、何だなんだ!?」

　女子生徒たちはもちろん、球技大会実行委員もその爆発にたじろぐ。閃光と煙、爆風は起きたにも拘わらず、不思議と爆音はほとんどない。

「さ、こっちだ」

　言われた通り、五つ数えて目ま蓋ぶたを開き、耳に当てた手を下ろした冴と白弓、そして浩助に誰かが声を掛ける。三人は言われるままに声がした方へ駆け出した。

　体育館の出入り口では、閃光と煙によって追いかけて来た生徒たちが混乱、右往左往しているさまが見て取れた。

　冴と白弓、浩助は声がした方、体育館の裏手にある倉庫の陰へと駆け込んでいった。

「まったく、たまたま私が見ていたからいいようなものの」

　地面に置かれたスポーツバッグから大きな白い布を取り出しながら、先に逃げ込んでいたギャル系女子生徒はぼやく。

「君は少し不注意だぞ。荒城くん」

「……あ、あれ？　その声……」

　声の調子が変わりようやく健児はその主ぬしに気付いたようだ。

　ばさりと広げられた白い布は白衣。女子生徒はそれを羽は織おり、ソバージュの髪を無む造ぞう作さに三つ編みに束ねる。

　ブレスレット、チョーカー、髪に飾った生花やつけ爪つめを外し、リップをぬぐう。そして仕上げにスポーツバッグから取り出した分厚いメガネをかけた。

「ほら、度が合っているかどうかは分からんが、ないよりはましだろう」

　もう一つ取り出したメガネを健児へと渡す。かけてみると少々ぼやけているが、それでも確かにないよりはましだ。これで自宅に帰るまでは何とかなるだろう。だがそれよりも健児は目の前に現れたその姿に愕がく然ぜんとする。

「き、岸きし田だ先輩!?」

　健児のその言葉に岸田粒たま子この回まわし蹴げりが飛ぶ。

「超ちよう科か学がく的てき先輩だって言ってるだろう!!」

「やっぱり岸……、じゃない。超科学的先輩だったんですか？」

　声や爆発からそうではないかと察していた冴だが、それでも即そく座ざには信じられないようだ。目の前で『変身シーン』を見ていたはずの白弓や浩助も同様だ。

　呆気にとられて言葉がない。

「あぁ、君たちは特別に岸田先輩でもいいぞ」

　そう言う粒子からは、先程のギャル系女子生徒の雰囲気は微み塵じんもない。

「え……、なんで？」

　ようやくの事でそう言った健児に、粒子は高らかに宣言する。

「趣味だ！」

「……は？」

　ぽかんとする健児に、粒子はスポーツバッグから色々な衣装を出して見せた。忍にん者じや装しよう束ぞく、ナース服、バニースーツ等々。よくもまあと思うくらいに詰め込んである。

「ひょっとしてコスプレが趣味とか？」

　冴の言葉に粒子は肯く。

「コスプレというわけでもないが、ちょっとしたおしゃれだな。うん」

「いや、先輩。それおしゃれ間違ってるから」

　さすがの冴も呆れ果てる。

「しかしこれで君も身にしみて分かっただろう、荒城くん」

　粒子は健児に向き直ると言った。

「メガネの天才が、メガネを外したら美男美女というのは当然なのだ。それを世間に知られてはいけない。これも当然だろう！」

「……いや、当然じゃないかと言われても」

　返す言葉がない健児だが、粒子にとってはそれは至し極ごく当然の現象のようだ。

「しかしだ、荒城くん！　我々のような人間にとっては、メガネは顔の一部どころかアイデンティティなのだ。常に予備は用意しておけ。分かったな!!」

「勝手に同類扱いしないでくださいよ」

　辟易したようにそう言う健児だが、気を取り直して礼を言う。

「でも助かりましたよ。なんか知らないけど、大騒ぎになっちゃって……」

「なんだ君、どうしてあんな騒ぎになったのかまだ理解していないのか？」

「一体なにがあったんですか？　俺、なにかヘマしたようですけど」

　健児のその言葉にさすがの粒子もため息をつく。

「まぁ、なんだ。君は意外に大物かも知れないな」

　横で二人のやりとりを聞いていた冴と浩助も呆れたようだ。

「まったく、人騒がせな……」

「まぁ今日はインパクトがあったからな。明日になればみんなも忘れてるだろうよ」

　二人にそう言われても健児は何の事か分からず戸惑うだけ。そんな健児を白弓は笑いながら見ていた。
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「おはよう、愛まな花かちゃん」

「あれ、何してるの？　お兄ちゃん」

　喫茶店クリンゲルの裏口でもある、玖く鈴りん家宅の玄関から出てきた玖鈴愛花は、家の前でうろうろしている健けん児じを見てそう尋たずねた。

「いや、梅もい花かが遅いから……」

　健児は少し目をそらせて答えた。

「お姉ちゃんならとっくに登校しちゃったよ」

　深いグリーンをした殻から間ま中学の制服を着た愛花は、靴を直しながら健児にそう言う。

「なんかお姉ちゃん先週から、凄すごく機嫌悪いんだけど、お兄ちゃんケンカでもしたの？」

　しかし健児は愛花のその問いには答えようとはしなかった。

「またか」

　うんざりしたような顔でそう言うと健児は、殻間高校へ繋つながる表の道へと走り出す。

「それじゃ、愛花ちゃん！」

　思い出したように振り返り、愛花に手を振ると、健児は学校へ向かって駆け出した。

「……まったく」

　健児の後ろ姿に愛花は頰ほおを膨ふくらませる。

「高校生にもなって、だらしないんだから。お姉ちゃんもお兄ちゃんも……！」




　超ちよう科か学がく的てき先輩こと岸きし田だ粒たま子この機転で、何とか窮きゆう地ちを脱したものの、球技大会以降、健児の学校生活には変化が訪れていた。

　誰でも人生に三度はあるというモテ期の到来である。

　とにかく学校に行けば女子生徒たちに追いかけ回され、常に注目されている状態。そればかりではなく放送部、新聞部などからも球技大会のヒーローとして、何度も取材を受けているのである。この前など怪しげな紋様が描かれたラブレターらしきものが机に入っていた程だ。優ゆう香かに言わせるとどうやら恋愛成じよう就じゆのお呪まじないらしいが、あまり気持ちのよいものではない。

　日を追ううちに人数は減ってきたものの、まだ熱心なファン（？）が追っかけを続けているのだ。




「まったく、他にネタがないのかね」

　自分の机に着いた浩こう助すけはそうぼやきながら、朝のホームルーム前に配られた校内新聞をめくっている。

　一面は健児の記事。球技大会のシュートシーンに加え、二面には登下校中の健児の写真も掲載されていた。

　校内新聞に健児が掲載されるのはこれが三回目。

　球技大会特集号で最初、そして毎週一回の定期刊行分でもう一回。今朝配られたのは週一とは別の月刊紙。週刊分と月刊分は合がつ併ぺい号になる事が多いのだが、入学したばかりの冴さえや浩助たちはそこまでは知らない。

「だって田舎いなかの学校だもん」

　横から覗のぞき込こんでいた冴がそう言う。

「学校新聞なんてそんなにネタがあるわけでもなし。まぁ来週になれば飽きるでしょ」

　そして視線を窓際へと向ける。そこにはふて腐くされた顔つきで席に着いている梅花がいた。

「あんたもいい加減に機嫌直せば？」

　冴がそう声を掛けると、梅花は笑顔を繕つくろい答える。

「あらぁ、何の事かしら？　あたしは今日も上機嫌よ」

　とてもそうは思えない雰ふん囲い気きだ。

　冴と浩助は顔を見合わせ、そしてため息をつくと、また校内新聞に視線を戻す。健児の記事の側にはギャル系美少女の正体を探るコラムが掲載されていた。

　球技大会の活躍もさる事ながら、ギャル系美少女の存在も、健児のキャラクターを際きわだたせてしまったようだ。

　あのギャル系美少女の正体が、超科学部部長岸田粒子と気付いた生徒は誰もいないようで、コラムでは色々と的まと外はずれな推理が巡めぐらされている。

　健児の姉か妹。スカウトに来た芸能プロダクションの人間。単なる通りがかりの人。中には最近、噂うわさになっている赤毛の不審者と関連づける推理もあった。

　ほとんどが面白がってるだけで真剣に推理を巡らせているとは思えない。もっとも真剣に推理を巡らしたところで、正体があの超科学部部長と気付くには、小説やマンガの名探偵でもなければ無理だろう。

「そういえば健児、遅いな」

　まだ主人が現れない健児の席を見ながら浩助はそう言った。先程、予よ鈴れいが聞こえたばかり。予鈴ぎりぎりに校門を通過していれば遅刻にはならないが、もしもそうならそろそろ教室には駆け込んでくるはずだ。

　冴は梅花に向かって意味ありげな視線を送るが、梅花は露ろ骨こつに無視するだけ。

　妙に緊張した空気を察さつしたのだろう。少し離れた自分の席で、黙って事の成り行きを見ていた白さ弓ゆみが、落ち着きなく周囲を見回してから、ノートを手に立ち上がる。

　そして梅花の傍かたわらに歩み寄ると、少し緊張した様子で声を掛けた。

「あ、あの玖鈴さん。え～～と、その……。あ、昨日の数学で分からなかった事があるんだけど、良かったら教えてくれないかな」

　唐とう突とつな白弓の申し出に、梅花は一瞬きょとんとするが、すぐに笑顔で答える。

「ええ、いいわよ」

　そんな二人のやりとりを横で聞いていた冴は、わざとらしくため息をついてから言った。

「蘇す芳おうさん、気を遣わなくてもいいわよ。梅花が一人で拗すねてるだけなんだから」

「拗ねてなんかないわよ！」

　間かん髪はつを入れずに梅花が反論した。

「べ、別に私は気を遣ってるなんて……」

「でも、そのノート。現国のじゃないの？」

　冴にそう指摘され、白弓はしまったという顔をする。

「ごめんなさい、ちょっと私慌てちゃって」

　そう言いながら白弓が自分の机に戻った時だ。教室に健児が飛び込んできた。

「よぉ、ぎりぎりセーフだな」

　そう声を掛ける浩助に構わず、健児は梅花のすぐ側に歩み寄ると言った。

「梅花、なんで……」

　しかし健児の言葉は途中で遮さえぎられた。教室の前の引き戸から担任教師が入ってきたからだ。

「おはよ～～、ホームルーム始めるぞ～～。全員、席に着け～～」

　いつものように間ま延のびした独特の口調で、担任教師がそう言うと、健児も不ふ承しよう不ぶ承しようながら自分の席に戻っていった。




「……意外に気付かれないものだな」

　午前中の授業も終わり、今は昼休みに入ってる。今日は体調を崩したり怪け我がをする生徒もなく、また何かと理由をつけてさぼり半分でやってくる者もいない。

　昼休みの保健室は暇ひまであった。その保健室の中で楸ひさぎ真ま実さねは校内新聞に目を落としていた。その視線の先にあるのは、健児を助けに現れた謎のギャル系美少女の写真。

「それにしてもよくも化けたものだ。あの娘……。今のところ茂も狩がり一族やクリューガー博士とは関係ないようだが、気をつけておくか」

　真実の視線は、その上にある健児の写真へと向けられる。

「まぁあまり目立たないに越した事はないのだがな。これくらいならいいか、高校生だからな」

　そう独りごちると真実は校内新聞を畳み、机の端はしに置いておいたランチバッグに手を伸ばした。




　昔、生徒数が現在の倍以上だった頃、私立殻間高校には、生徒と教職員向けの学校食堂が設置され簡単な食事を提供していた。

　しかし東京都の外はずれにある殻間市も少子化の影響からは逃れられなかった。

　結局、学食の利用者は減る一方で、採算が合わなくなったと廃止されたのである。代わりに地元のパン屋が昼休みにパンと飲み物を販売するようになった。生徒全員の分はないが、弁当を持ってくるか、登校中に近くのコンビニで昼食を買って来る生徒も多く、足りなくなるという事はない。

　かつて学食として利用されていた建物は、調理施設が撤てつ去きよされた今でも、単に食事を摂とる場所としての意味での食堂として利用されている。

　そこで食事を摂るもよし、そのまま教室で食べても構わない。また天気の良い日は、校庭や学校の裏にある実み山やまの麓ふもとで、ちょっとしたハイキング気分とばかりに弁当を広げる生徒もいる。

　今日の梅花たちも青空の下、校庭のベンチで昼食を始めたところだった。もっとも残念ながらハイキング気分と浮かれる雰囲気でもなかったのだ。




「拗ねてません！　もう、何回言わせたら気が済むのよ」

「梅花が自分を素直に認めるまでよ」

　登校途中にあるコンビニで買ってきたいなり寿司弁当を食べながら冴はそう答えた。

「私は素直よ。ええ、この上なく」

　梅花はお手製のサンドイッチ。

「じゃあなんで怒ってるのよ～～」

　そう尋ねる優香は母親が作ってくれたお弁当だ。

「だから怒ってもいないし、拗ねてもいないって言ってるじゃないの!!　あたしにどうしてほしいの？」

　梅花のその勢いに白弓が当とう惑わくの表情を浮かべる。そんな白弓はお手製のこぢんまりとしたお弁当。

「ほら、蘇芳さんが恐がってるじゃないの」

「いえ、恐がってるわけじゃありませんから」

　冴の言葉に白弓は少し笑う。入学したばかりの頃は梅花、冴に優香の三人で昼食を摂る事が多かったが、いつの間にかその輪に白弓も加わるようになっていた。

　ちなみに健児と浩助は、食堂でパンでもかじっているのだろう。雨の為ため、校庭に出る事ができない時以外は、健児たちとは一緒に昼食を摂る事はない。

「まぁいいけどさ。別に私は関係ないし……」

　ウーロン茶の紙パックに刺さったストローを吸いながらそう言う冴だが、すぐさま梅花も口を返す。

「関係ないなら、黙っててよ！」

　そんな梅花を冴はウーロン茶をすすりながらしばらく見つめている。そして紙パックが空になった事に気付くと、少し首を傾かしげてひとり言のようにつぶやいた。

「……いや、関係なくもないわね」

「なに？」

「こっちの話。でもさぁ、ちょっとは現実を見なさいよ。そんなんじゃ健児を取られちゃうわよ」

「……はぁ？」

　冴のその言葉に梅花は思いっきり不思議そうな顔をする。

「健児を誰に取られるって？　それで健児を取られると、私がどうだって言うの？」

「そりゃあ……」

　言いかけたものの、冴は途中で言葉を切る。そしてそのまま白弓、優香へと視線を巡らせた。白弓は何か察したのか、サッと視線を外す。一方、優香は冴の視線の意図が分からぬようにきょとんとした顔をしてみせた。

　冴は梅花へ目を戻して重ねて尋ねる。

「健児がモテても気にならない？」

「気になるわけないでしょ」

　即そく答とうする。

　そんな梅花の反応に、冴はため息をつくと小さくつぶやいた。

「しまった。この子、自覚ないのか……」

「なによ、さっきからぶつくさ言ってるけど」

「いやいや、まさかツンデレ属性に加えて天然まで入ってるとは思わなかっただけ」

「……気にならないんだ」

　白弓は自分でも気付かぬうちにそうつぶやいていた。冴だけがそのつぶやきに気付いたのか、ちらりと白弓の方を見る。白弓は頰を朱しゆに染そめてうつむくが、冴は空からになったウーロン茶の紙パックを、ゴミ袋代わりのレジ袋に放り込みながら言った。

「まぁ、いいんじゃないの。本人が気にならないみたいだし」

「さっきからなに言ってるのよ。わけ分かんないわよ」

　冴の意味ありげな態度に、梅花は少し苛いら立だたしげに言った。

「うん、私もなんかよく分かんなくなってきた」

　げんなりとした様子で冴はそう言った。




「……でさ」

　健児はパン屋から購入したカツサンドを頰張りながら浩助に尋ねた。

「梅花が機嫌悪いんだよな。ここんところ。愛花ちゃんに聞いても、なんか怒られるだけだし、冴は冴で適当にはぐらかすし。……なんか心当たりないか？」

　その質問に浩助は食べかけの焼きそばパンを手にしたまま、食堂のテーブルに突っ伏してしまった。

「……おい」

　浩助のその態度に健児はいささか不機嫌そうに声を掛ける。

「お前なぁ……」

　テーブルに顔を伏せたままで浩助はそう言った。

「鈍いにも程があるぞ」

「なにが？」

　思いっきり不思議そうに健児は尋ねた。

「だからな！」

　浩助は顔を上げて健児に説明しようとした。その時だ。食堂の入り口辺あたりにいる女子生徒たちの姿が目に入る。

　一年生だけではなく、上級生もいる。人数は四、五人といったところだ。お昼休みの食堂に女子生徒がいるのは別に不思議でも何でもない。

　しかしその女子生徒たちがこちらへ熱い視線を送っているとなれば別だ。その視線の先が浩助自身ではなく、健児の背中へと向いていると分かっていても変わりない。

　ここで好印象を与えておいて損はないからだ。

　浩助はわざとらしく咳せき払ばらいをしてから言った。

「まあ何だ。君ももう少し周囲を見たらどうかね。荒あら城きくん！」

　普段通りの名前ではなく苗みよう字じを使う浩助に、健児はなにやら疑わしげな様子だ。浩助が自分の背後へと視線を送っているのに気付いた健児はさっと振り返る。

　食堂の入り口にいた女子生徒たちと健児の視線が合ってしまった。

　女子生徒たちは一いつ斉せいにきゃあと歓声を上げ飛び上がる。何人かはそのまま逃げるように食堂から出て行ってしまった。そして残りの女子生徒たちは、健児の名前を呼び手を振ってみせる。

　しかし健児は女子生徒たちに特に関心を示す様子もなく浩助の方へ向き直る。

「周囲を見ろって言っても……」

「手ぐらい振ってやってもいいだろう」

　一瞬、浩助が何を言ってるのか分からず、健児はきょとんとした顔をする。もう一度、浩助が自分の背後へと視線を送るのを見て、健児はようやく合が点てんが行ったようだ。

　振り返り食堂の入り口の所にいた女子生徒たちに手を振ってやった。

　それだけだったにも拘かかわらず、その女子生徒たちはまた歓声を上げ飛び上がる。

「モテモテだねえ」

　そう言う浩助に、健児は少し憤ふん慨がいしたようで振り返る。

「からかわれてるだけだって」

「そう？」

「そうだよ」

　妙に自信たっぷりで健児は答えた。

「球技大会でちょっと目立ったもんだからな。そろそろ飽きるんじゃないか」

「はぁ」

　そんな健児の返答に浩助は深いため息をついた。

「いやまぁ、俺も他人の事は言えないけどさぁ。モテ慣れてない男はこれだからいかんねえ」

「何がモテ慣れてないだって？」

　食ってかかる健児に、浩助は残りの焼きそばパンを頰張るとぼやいた。

「いいコンビだよ。お前たち」




　その日の放課後、梅花たちは図書委員をしている優香の手伝いをしていた。クラスの図書貸し出しカードの整理が遅れており、冴と梅花に泣きついたのだ。

　二人が手て際ぎわよく片付けた為、図書貸し出しカードの整理はさして時間も取らずに終わった。

「まったく、これくらいの事一人でできないの？」

　冴は呆あきれてみせる。

「できるけどさぁ。委員長は今週いっぱいでやれって無理言うんだもの」

「無理じゃないでしょう。三人でやったら三〇分もかからなかったじゃないの」

「まぁ、いいじゃないの。それより帰りましょう。あたしはお店のお手伝いもあるし」

　梅花はそんな事を言いながら、二人に続いて図書室を出た。

　図書室があるのは校舎の二階、廊下の突き当たりとなる西側の奥。廊下に出た三人の目の前に本の山がよろけながら歩み寄ってくるではないか。

　別に本の山が歩いてきているわけでないのは分かる。誰かが顔も見えないほど本の山を抱え図書室に向かってきているのだ。

　一瞬、目を丸くした三人だが、すぐさまその正体の察しが付いた。抱えている本は化学や物理学の専門書。そして本の山の間から見えている白衣の裾すそ。

　殻間高校内でこれらの条件から推測される生徒は一人だけ。

　しかし梅花たちが声を掛ける前に、本人が本の山の後ろからひょいと顔を出した。

「お、図書室はもう店じまいか？」

　言うまでもない。超科学的先輩こと超科学部部長岸田粒子だ。

「あ、まだ大丈夫ですよぉ。先輩が残ってますから～～」

「あんたも図書委員でしょ」

　呆あきれた冴が横から優香にそう突っ込んだ。

「そうか。そりゃ良かった。借りっぱなしでたまっていた本を返せってうるさいもんだからな。それにうちの親父殿からの献けん本ぽんもあるし」

「分かりました～～、じゃあ司書の方にも連絡します」

　そう言うと優香は図書室へ戻る。

「ああ、そうだ。玖鈴ちゃん」

「あ、はい」

　出し抜けにちゃん付けで呼ばれた梅花はきょとんとした顔をする。

「荒城くんは、今日はもう用済みだから」

「……は？」

　これまた出し抜けに健児の名前を出される。梅花は当惑する一方だが、横で聞いていた冴は合点が行くと同時に、粒子が意外にもこちらの方面にも気を遣える事に驚いていた。

「あ、超科学的先輩。一人じゃ重いでしょう。私が手伝います」

　そう言いながら冴は粒子が抱えていた本を数冊手に取る。

「じゃああたしも……」

「「あぁ、いいから!!」」

　手伝おうとする梅花を、冴と粒子は全力で制止する。あまりに大きな声で、しかも二人がハモってしまった為、梅花は目を丸くして手を止めた。

「梅花はお店の手伝いがあるんでしょ。行っていいわよ。どうせすぐに終わるから」

「え、うん。じゃあ校門で待ってるから……」

　冴と粒子の様子に不可解なものを感じ、首を傾げながらも、梅花は言われるままにその場を立ち去った。

　そして二人はしばしその場で待つ。

「玖鈴ちゃんは行ったかね、さっちん」

　ややあってから粒子はそう尋ねた。

「いま階段を下りました。超科学的先輩。それからさっちんは止めてください、トラウマがあるんです」

「うむ、それじゃ君の友人に倣ならって冴ぽと呼ばせてもらおう。さて、話を合わせてくれたという事は、おおよそ私の意図は分かってくれているようだが？」

「はい、それはもう。私は梅花と違って、それほど鈍くないですから」

　そう言って笑う冴に粒子はつぶやく。

「まあ自分の事となるとどうかな」

「はい？」

「いや、何でもないぞ。冴ぽ。でだ、お膳ぜん立だてをしてやったのだから、我々にはそれを最後まで観察してやる義務があると思うのだが？」

「もちろんです！」

　妙に力強く冴は答えた。その時、図書室から優香が顔を出した。

「あ、岸田先輩～～。返却する本と献本、こちらにお願いします」

「ほい」

　そう言うなり冴は手に持った本を優香へぽんと手渡した。

「ほえ？」

　ぽかんとしている優香に、粒子も抱えていた本の山を押しつける。

「それじゃあ頑張ってくれたまえ!!」

「あ、ちょっと待ってください！　なんか献本は書類とか書いて貰もらわないと困るみたいなんですけどぉ～～」

　しかし冴も粒子も優香には耳を貸さない。

「校門の所が密ひそかに覗けるポイントってどこかしら」

「うむ、やはり体育倉庫の脇だろう。美術室の中からというのもあるが、声が聞こえない可能性がある」

「よし、じゃあ体育倉庫の脇という事で！　急ぎましょう、超科学的先輩!!」

「あ～～、待ってよ！　手伝ってくれてもいいじゃないの、冴ぽ～～！　岸田先輩～～!!」

　本の山を抱えたまま身動き取れない優香を放置して、冴と粒子は階段を下りていった。




　梅花が粒子の目もく論ろみに気付いたのは校舎を出た直後だった。

「……あ」

　その姿を認めた梅花は小さく声を上げた。校門の門もん柱ちゆう脇、そこには健児が立っていたのだ。

　そういうことか……。梅花は嘆たん息そくする。

　殻間高校の校門は一つだけ。通用門はあるが、校門のすぐ側だし、裏門のようなものはない。何しろ裏には実山が聳そびえている。生徒が学校を出る時は、必ず校門を通らなければならない。

　梅花が下校するには、自おのずと健児の前を通らなければならないのだ。

　どうしよう。

　玄関を出た梅花は、そこで躊ちゆう躇ちよして足を止める。

　健児に声を掛けた方がいいだろうか。今日は別に待っていてくれとは言っていない。健児が勝手に待っているのだ。梅花としては無視して通り過ぎても構わないはずだ。

　でも……。まだ梅花は逡しゆん巡じゆんする。

　今さら、なんて声を掛ければいいのよ。待ってくれてありがとう？　どうしたの、誰かと待ち合わせ？　これじゃちょっと嫌みか……。

　一方、健児は相変わらず小難しい本を読んでいるようで、校舎を出たばかりの梅花にはまだ気付いていないようだ。

　そう思った時だ。健児は本を閉じ顔を上げる。梅花は反射的に校舎の玄関に駆け戻ってしまった。

　ガラス扉の陰から健児の様子をうかがってみると、どうやら梅花がいた事にはまだ気付いていないようだ。

　馬鹿、鈍どん感かん！

　横を通る生徒たちが、怪け訝げんな視線を送っている事にも気付かず、梅花は胸中でそう健児を罵ののしる。

　あたしがここにいる事くらい気付きなさいよね。第一、頼んでもいないのに、なんで犬みたいに待ってるのよ。本当に馬鹿なんだから……！




「隠れちゃったな」

「なにやってんだろうねえ、あの子」

　梅花に気付かれぬよう冴と粒子は、校舎と体育館を繋ぐ渡り廊下から校庭に出て、体育倉庫の陰から様子をうかがっていた。

「健ちゃんは気が付いたのかな？」

「別に気が付いてるわけでもなさそうですね」

　冴は慎重に周囲を見てそう答えた。粒子はそんな冴の制服の裾を引っ張り、体育倉庫の陰にまた引きずり戻す。

「また玖鈴ちゃん出てきたぞ。隠れろ、冴ぽ」

　慌てて冴も首を引っ込める。確かに粒子の言う通り、校舎から梅花がまた出てきたところだ。

「さぁてこれで……」

「ちょっと待ってください。超科学的先輩、あそこ……！」

　声を潜ひそめて冴はそちらを指さす。そこには冴も粒子も知った人影が校門へと歩み寄っているところだった。

「ありゃ、蘇芳さんじゃないの」

　どうやら白弓も校門の所に健児が一人いるのを見つけていたようだ。最初は少し躊躇ためらいがちに、そして少しずつ歩ほを早めて校門の所へ近づいている。

　梅花は白弓のその姿に気付いて足を止めたようだ。しかし白弓の方は梅花には気付いていないと見える。梅花に背を向けたままで校門へ向かって足を進めていた。

「お、さっそく修しゆ羅ら場ばか？　やるなあ、健ちゃん」

　他ひ人と事ごとのようににやにやと笑いながら粒子はそう言った。しかし冴は別の事に気付いて、粒子の肩を突く。

「あれ、ちょっと待ってください。超科学的先輩、あの子たち……」

「ん？　どうした」

　冴が指さす先には三人の女子生徒の姿があったのだ。




　足を止めたのは、いわゆる女の勘かんというものだ。

　梅花は反対側の校舎の玄関から出てきた白弓の姿を目にするや、反射的に踏み出しかけた足を止めてしまった。

　白弓は梅花の存在には気付いていないようだ。どこかおずおずと、しかし徐じよ々じよに歩を早めて校門へと向かう。

　手には通学鞄かばんを提さげているのだから、そのまま校門を通り過ぎ下校すると考えるのは当然だろう。だが梅花はそのまま白弓が素直に校門を通り過ぎるとは思えなかった。

　白弓は間違いなく校門の所にいる健児に気付いているはずだ。そしてそのまま簡単に通り過ぎる事はないように梅花には思えたのだ。

　もっともだからといって梅花自身どうしていいのか分からない。分からないからこそ、思わず足を止めてしまったのかも知れない。

　どうしよう……。

　また考えを巡らせる。このまま白弓を追いかけて、同時に健児に声を掛けるべきだろうか。それとも白弓が声を掛けた後から顔を出すべきだろうか。さらには二人を見なかった事にして、一いつ旦たん、校舎に戻り冴たちを待ってから帰宅するという選択肢もある。

　……待て待て待て、あたし！

　梅花は金髪のツインテールを揺らし、思わず頭を振った。

　なに妙に意識してるのよ。ただ健児と蘇芳さんが出くわすだけじゃないの。第一、健児はあたしを待っているのよ。蘇芳さんに……。

　べ、別に妬やいてるわけじゃないんだからね!!

　千ち々ぢに乱れる思考に気を取られていた梅花だが、すぐ横を数人の女子生徒たちがわいわい騒ぎながら通り過ぎる姿を見て我に返る。

「ほらほら、彼だよ。メガネ掛けてるから分かんないけど」

「うわ、本当だ。ねぇねぇ、一緒に行ってよ」

「だから行くって言ってるでしょ。抜け駆けは許さないんだからね」

　三人の女子生徒たちは、小走りに校門の方へ駆け出していく。その視線の先にいるのは、間違いなく健児だった。




　別に梅花から待っていてくれと頼まれたわけではない。ただ今日は早そう々そうにクラブ活動も終了。超科学的先輩こと岸田粒子が妙に気を回してくれ、梅花を待っていたらどうだと言ったのである。どうやら球技大会以降、健児と梅花が何かうまくいってない事は、それなりに話題になっているようなのだ。

　別に気にしているわけでもない。そんな言葉が口を突いて出かかった健児だが、ムキになって反論するのも逆に気恥ずかしい。

　結局、言われるまま校門で梅花を待つ事にしたのである。

　梅花は冴と優香の図書委員の仕事を手伝っているとかで少し遅れてくる。先程、下校した浩助がそう教えてくれた。

　まぁいいか。予定があるわけじゃないし。そう考えていた健児が携帯電話をいじりながら、校門の所で時間をつぶしていると思わぬ人間が声を掛けてきたのだ。

「あ、あの……、荒あら城きくん？」

　声を掛けてくる女の子がいたらそれは梅花だろうと頭から決めてかかっていた。それだけに健児は咄とつ嗟さにその声の主ぬしに反応する事ができなかった。

「ええと……、蘇芳さん？」

　意外そうな顔をする健児に、白弓はくすりと小さく笑う。しかしその表情はすぐに妙なこわばりを浮かべた。

「ええっと、あのね。え～～と、その荒城くん……」

　少し健児から目をそらせて白弓は言葉を濁にごす。そんな白弓の態度に健児は首を傾げ、本を通学鞄にしまう。

「ん？」

「え～～と、だからね。私、そのぉ……」

　その時だ。白弓の背後からすっ頓とん狂きような声が響ひびいた。

「やっほ～～！　荒城くん!!」

「元気してましたー!?」

「あれ、一年の蘇芳さんだよね。ひょっとして彼女とか？　こりゃ邪魔しちゃったかな」

　一年の女子生徒が三人、小走りに健児へと駆け寄りそう声を掛けてきたのだ。

「か、か、か、彼女……」

　何気なくかけられたその言葉に白弓は真っ赤になって黙り込んでしまった。

　怪訝な顔の健児に三人の女子生徒は一斉にまくし立てる。

「あのね、私たち荒城くんのファンクラブ作ろうかなって思ってさ」

「どうかな。いいよね。別に荒城くんが何かやるような事はないし」

「別に今まで通りでもいいのよ。あ、蘇芳さんもファンクラブはいる？　会費とかいらないから」

　彼女と言われたり、ファンクラブと言われたり、白弓は頭の中が真っ白になってしまい、数歩後あと退ずさるだけ。

　健児はそんな女子生徒たちにしどろもどろになって応対する。

「いや、だからさ。そういう冗談は……」

　何がおかしいのか、ファンクラブ宣言した女子生徒たちは、健児のその言葉に歓声を上げて飛び上がる。

「いや～～ん、冗談だって」

「マジだよね、マジ」

「荒城くんていけてると思うんだよ。うまくすれば芸能界入りしちゃったりして、私たちファン第一号だよね」

　そんな事を言いながら勝手に盛り上がっている。健児はどうしていいか分からず、おろおろするだけ。女子生徒たちの後ろでは、白弓が悄しよう然ぜんと肩を落として一歩、二歩と後ろに下がっていった。

　その白弓は後ろから来た誰かにぶつかり足を止める。

「玖鈴さん？」

　そう、梅花である。

「はっきりと言ってやればいいのよ」

　傍はたから見ている分には白弓にそう言ったように思える。しかしどうも梅花の視界には白弓の姿は映っていないようなのである。白弓だけではない。健児の周囲の女子生徒たちも入ってないと見える。

　梅花はそのまま白弓の横を通り過ぎると、無言で健児の方へと歩み寄っていった。




「うわ、修羅場だ。修羅場！」

　好こう奇き心しんが抑えきれなくなったのか、粒子は体育倉庫の陰から出て行く。

「あっちゃ～～、いきなりそこまで行きますか。超科学的先輩、梅花を止めた方がいいんじゃないですかね」

「何を言う、冴ぽ！」

　粒子はきっぱりと答える。

「こんな修羅場なんて滅多に見られるものじゃないぞ！　お互い後こう学がくの為、しっかりと観察しようではないか!!」

「はいはい」

　野や次じ馬うま根性剝むき出だしの粒子に、さすがの冴も呆れたようにそう答えた。




「いえ、だからさ、俺はそういうの興味ないんだから」

　健児が何か答えるたびに女子生徒たちは歓声を上げる。その様子に気付いたのか、下校途中だった他の女子生徒たちも集まってきて、校門の側にはちょっとした人ひと垣がきができてしまったほどだ。

「じゃあさ、彼女ならいい？　彼女！　私、彼女に立候補する!!」

「あ～～、抜け駆け!!　ずるい、ずるい!!」

「あのさぁ……」

　盛り上がる女子生徒たちに、健児がうんざりとした顔をしたその時だ。

「芸能人でも彼女でも何でも好きにしたらいいじゃないの」

　思いっきり棘とげのある声だ。

　メガネをかけてしまうと平凡な容姿となる健児と違い、彼女は普段から人を引きつけるような、一種独特のオーラを纏まとっている。

　それが玖鈴梅花なのだ。憤ふん然ぜんとした様子で人垣の後ろに立っているだけで、周囲を圧倒するような存在感すら醸かもし出だしている。

　傾きかけた夕日に輝く金髪。怒りの表情を浮かべても、綺麗に整っている顔立ち。

　健児の周囲に居た女子生徒たちが、一斉に沈黙してしまうのも無理からぬ迫力である。しかし梅花の怒りは女子生徒たちに向けられていたのではない。黙り込んでしまった女子生徒たちの間を通り、梅花は無言で健児の前に歩み寄る。

「あ、梅花。遅かったな。図書委員の仕事は……」

　そこまで言いかけて、ようやく健児は梅花が本気で怒っていると気付いた。それでも梅花が怒っている理由についてはとんと見当がつかない。

「なに怒ってるんだよ？」

　素直にそんな疑問が口を突いて出てしまった。それが梅花の逆げき鱗りんに触れる。

　無言のまま梅花は右手を振り上げた。

　ぱぁーんという、乾いた小こ気ぎ味みいい音が響き渡る。

「あんたなんか幸せになっちゃえばいいのよ!!」

　健児の頰を思いっきり平手打ちした挙あげ句く、梅花はそんな訳の分からない捨て台詞ぜりふを残して、校門から外へ出て行ってしまった。













　一瞬、周囲は静まりかえったが、集まっていた女子生徒はすぐさま歓声を上げる。

「うわ、びっくりびっくり！　あれが噂のツンデレ？」

「荒城くんと玖鈴さんか。悔しいけど、お似合いね。美男美女のカップルだし」

「でも今の様子じゃ付き合ってる感じじゃないでしょ？　まだチャンスあるんじゃないの」

「いやいや、ここは荒城くんのファンクラブだけじゃなくて、玖鈴さんのファンクラブも作るべきでしょう」

「あれ、男子の中でそんな事いってる奴いなかった？」

　その時、女子生徒の足下に野球のボールほどの球体が転がってきた。

「蘇芳さん、こっち！」

　事の成り行きに呆ぼう然ぜんとするばかりだった白弓の手を誰かが引く。それと同時に球体から勢いよく白はく煙えんがあがった。

「ほら、荒城くん。こちらだ。感謝しろよ！」

　こんな事をやる人間は校内でただ一人。超科学的先輩こと岸田粒子だ。

　粒子は白弓同様、ぽかんとして動けない健児の手を取り、煙の中を逃げ出す。白弓の手を引くのは冴。

「けほけほ……。も～～。何これ!?」

「超科部が作った玩具おもちやでしょ。荒城くん、超科部だから」

　そんな事を言ってる女子生徒たちを放って、冴と粒子は、健児、白弓を体育倉庫の裏へと引っ張っていった。

「またまた危ないところだったな、荒城くん!!」

　粒子は腰に両の拳こぶしを当てた、妙に偉そうなポーズでそう言った。

「ええと、何が危ないところだったんですか。超科学的先輩？　今回は別に助けられる覚えはないんですが……」

「もう自覚ないんだから。ボケもそこまで行くと洒落しやれにならないわよ」

　困惑する健児に冴は呆れてそう言った。

「自覚って何が……？」

「梅花を怒らせちゃったじゃないの」

　冴のその指摘には心当たりはあるようだ。しかし健児はそれでも怪訝な顔をするだけ。

「そうそう、梅花だ。梅花。冴、なんで梅花が怒ってるのか心当たりないか？」

「あ～～？」

　この期ごに及んでそんな事を聞いてくる健児に、さすがの冴も返す言葉がない。

「はははは、君はやはり大物だな。ますます気に入ったぞ!!」

　一方、粒子はさも楽しそうに笑うだけ。

「いや、だって……。女の子からからかわれて困ってるのは俺の方だし……。それにこんな事で梅花が怒る理由なんてないでしょう？」

「もう、やだ……」

　健児の言葉に冴はうんざりとした顔をする。

　そんな中で白弓だけが、少し真剣な顔で健児の前に歩み出た。

「だったらちゃんと説明した方がいいと思いますよ」

「へ？」

　首を傾げる健児に白弓は重ねて言う。

「女の子たちからからかわれて困っていただけと説明した方がいいと思います。玖鈴さんは、きっと何か勘違いしてるだけですから」

「そうか！」

　白弓にそう言われて健児はパッと顔を輝かす。それとは対照的に、一瞬、白弓の表情に暗いものがよぎった事に健児は気付かなかった。

「それもそうだな。あいつは昔からそそっかしくてよく勘違いする事があったから。分かった、じゃあちゃんと説明するよ」

「分かったら、さっさと行きなさい」

　冴がそう言う。

「梅花、まだその辺にいるでしょ」

「ああ、そうだな。じゃあな、冴。蘇芳さん。また明日！」

「こらこら、私への挨あい拶さつはないのか！」

「あ、それじゃ今日はこれで。超科学的先輩!!」

　健児は三人にそう声を掛けると、校門脇に残ってる女子生徒たちを避さけ、体育倉庫裏の低い生いけ垣がきを乗り越え、外へと出て行った。

「いやはや、ニュートリノ並に鈍感だな。彼は」

　粒子は超科学的先輩という通り名にふさわしい感心の仕方をしてみせる。

「でもさぁ、蘇芳さん……」

　冴は白弓の方へ頭を巡らせて言った。

「蘇芳さんは、それでいいの？」

　その言葉に白弓はハッとして、頰を赤らめうつむいてしまった。健児と梅花の友人である冴に、自分の想いを知られてしまった事への戸と惑まどいがあるのだろう。

　しかし白弓はすぐに顔を上げ、はっきりとした口調で言った。

「私、後悔はしませんから」

「……まぁ、あなたがそう言うんなら別に構わないけど」

　白弓の言葉に冴は今ひとつ釈しやく然ぜんとしないようにつぶやく。白弓は健児が消えていった生け垣の方へ視線を巡らせ、心中でさらに付け加えた。

　そうです。私は後悔はしません。あなたを好きになった事、まだ後悔しませんから……。
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「だからさ、話を聞けよ。梅もい花か」

「はい、フレンチトーストお待たせしました」

　健けん児じがさっきから何度も声を掛けているが、梅花はまったく耳を貸さない。ウェイトレスの制服に着替え、喫茶店クリンゲルの手伝いをしているだけ。

　慌てて追いかけた健児は、梅花に向かって色々と釈しやく明めいを試みたのだが、ずっとこの調子なのである。帰り道はもちろん、自宅に戻ってからもなのだ。

「おいおい、梅花ちゃん。何があったか知らないけど、ちったぁ健ちゃんの話を聞いてやったらどうだい」

　見かねた客の一人がそう声を掛けた。近所で農業をやってる男性だ。健児や梅花の事も子供の頃から知っている。

「あら、畑はたけ山やまさん。別にあたしが健児から聞く事なんてありませんよ」

　にっこりと笑いながらそう答える梅花に畑山は苦笑いする。そんな畑山をやはり常連客の中年女性、峰みねがからかう。

「ほらほら、畑山さんも野や暮ぼな事言わないの。夫婦ゲンカは犬も食わないって言うでしょ」

「峰さん！」

　梅花が真っ赤になり、健児が狼ろう狽ばいするのを見て、客のみんなは笑い声を上げた。

「健児くん、まだ梅花と仲直りしてないのか」

　奥のキッチンから春はる人んどがそう声を掛けてきた。

「ええ、まぁ。というか何で梅花が怒ってるのかよく分かんないんですけど……」

　そんな健児の言葉を遮さえぎるように梅花は声を張り上げる。

「お父さん！　今日は八時から青年団の見回りがあるんじゃないの!!」

　わざとらしい大声に客たちはまた笑い声を上げた。

「そんな大きな声で言わなくてもいいだろう。梅花。あ、皆さん。そういう事なんで、今晩は七時半には店閉めますから」

　そういう春人に峰のオバサンが言う。

「早く健ちゃんと梅花ちゃんが一緒になって、店を継ついでくれれば、春人ちゃんも安心できるんだろうけどね」

「いやいや、峰さん。それはない、ありません」

　梅花が何か言い返す前に、春人がきっぱりとそう断言する。

「あんまり早く嫁にやると色々と苦労しますから。いや、別に健児くんが悪いとか駄目だとか言うつもりじゃないんだけどね。まあ梅花は、ほら。まだ色々と子供っぽいところがあるから……」

「ちゅうか、春人くんは親馬鹿だからな。梅花ちゃんを一日でも長く手元に置いておきたいんだろう」

　常連客からさらにそうからかわれ、今度は梅花と春人が、親子揃そろって顔を赤くしてしまった。

「それじゃお兄ちゃんは私が貰もらっちゃおうかな。お姉ちゃんはずっと伯お父じさんといればいいんじゃないの」

　そう言っていきなり健児の腕に抱きついてきたのは愛まな花かだ。愛花も中学校から帰ってきてお店を手伝っていた。

「お～～、健ちゃん。羨ましいなぁ、両手に花じゃないか」

「勘弁してくださいよぉ。みんなして俺をからかうんだから」

　情けない声でそう抗議する健児に店は笑い声で包まれた。

「ねえお兄ちゃん」

　ため息をつくしかない健児に愛花がそっと囁ささやく。

「お姉ちゃんと仲直りしたくても、話聞いてくれないんでしょ？」

「うん、まぁ……」

「じゃあ私に任せてくれないかな？　ね、いいでしょ♡」

　そう言うと愛花は少し悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。




「……今日は来ないようですね」

　実み山やまの中ちゆう腹ふく。健児が入いり浸びたっている研究施設側にある木の梢こずえに立つ赤毛の少女は独りごちる。

　少女はしばし思案を巡めぐらせ、そして一つ小さく肯うなずくと五、六メートルの高さはある木の梢から身軽に飛び降りる。

　目の前には地下の研究施設への通路がある小屋。健児はいつもそこに鍵かぎを掛けていくのだが、それを痕こん跡せきを残さず解かい錠じようする事くらい、赤毛の少女には朝飯前だ。

　少し、中を覗のぞいてみても良いでしょう。あの少年がどこまで知っているのか、それを確認しておいた方がいい。

　心中でそうつぶやき、そして声に出して付け加える。

「本当は昼間に来るべきなんでしょうが、途中で寝こけてしまっても困りますからね……」

　そんな言葉を思わず口にしてしまった少女は、聞く者が側に誰もいないにも拘かかわらず、慌てて手で口元を押さえた。

　小屋に入り地下への通路を隠している床板を上げる。そしてハシゴを使わず、縦たて穴あなの下へと飛び降りる。その頭上で床板が元の位置に戻る音が聞こえてきた。

　実際に入るのは初めてだが、おおよその構造は頭に入っている。ペンほどの大きさしかない、ＬＥＤハンドライトの頼りない光の中で、赤毛の少女は奥へと入っていった。

　普通の人間ならばこの程度の灯あかりでは無いも同然だろうが、特殊な訓練を受けている少女にはこれで充分だった。

　通路はもちろん、部屋の中にある実験設備、そして机の上に放置されたままの文ぶん献けんやノートの文章さえも読み上げる事ができた。

「『魄はく型がた』……。まさか単独でここまで研究を進めているとは。さすがは茂も狩がりの一族。いえこの場合、血けつ統とうは関係ありませんね。やはり本人が相当、頭が切れると思った方が……」

　その時だ。とぎすまされた彼女の聴覚はそれを捉とらえた。

　ハンドライトを消し、闇の中で流れる影のように少女は移動する。行く先は入ってきたばかりの縦穴の真下。

　そして闇の中で耳をすませた。常じよう人じんならば聞き取れるほどの音量ではない。だが視覚と同様、聴覚でも少女は特別な訓練を受けていたのだ。

　枯れ葉や朽くちた枝を踏みしめる数人分の足音。そして話し声。

「この辺で見たんだろう？」

「何かの見間違いじゃないのか。どっかから飛んできた布きれが梢に引っかかっていたとか」

　男性の声。一人は玖鈴梅花の父、春人らしい。

　青年団の見回りか……。掲示板にそんな知らせが張ってあったのを、少女は思い出していた。

　最近、不審者の目撃が相あい次ついでいる為ため、市民に注意を呼び掛け、青年団が見回りをするという内容だった。

「あれ、この小屋、鍵掛けてなかったか？」

「ああ、前に健児くんに頼んで鍵変えて貰ったんだけど。壊れたかな。明日、健児くんに言っておくよ」

「中はと……。誰もいないな」

「こんな狭いところにこもる馬鹿はいないだろうよ」

　そして笑い声が続く。どうやら床下から地下へ繋つながる縦穴は発見されずに済んだようだ。

「しかし何でこの小屋、取り壊さないんだ？」

「一応、所有者に確認しないとなあ。その所有者そのものがよく分からんし……」

　そんな事を言いながら足音は遠ざかっていった。

　取とり敢あえずはばれずに済みましたか……。

　少女は闇の中でほっと胸をなで下ろすと同時に、自分の軽率な行動を悔いていた。

　まだ宵よいの口くちでしたからね。判断力が万全ではなかったかも知れません。やはり行動するなら深夜ですね。私の場合……。




　店の手伝いを終えた梅花は、シャワーを浴び自分の部屋に戻るところだった。健児は諦あきらめたのか、いつの間にか店から姿を消してしまっていた。

　まったく、情けないんだから……。それはそれで不満な梅花であった。

　今日はいつもより早じまいという事もあり、いささか生活パターンが変わってしまっている。いつも入浴時間はもう少し遅いのだが、今日は早めにシャワーで済ませてしまったのだ。

「……まったく、あいつったら」

　明日、健児に会ったらなんと言ってやろうかと、そんな事ばかり考えながら梅花は自分と愛花の部屋のドアを開けた。

「よぉ」

　そこにいたのは愛花ではなく健児だった。

　思わぬ事に梅花は一瞬、ぽかんと立ちつくして健児を見つめるだけ。逆に部屋の中央に座っていた健児の方が不安になり腰を浮かせかけた時だ。

「なんであんたがここに居るのよ～～ッ!!」

　店舗も含めた家中に響ひびき渡るほどの大きな声で梅花が叫んだ。

「いや、その……。愛花ちゃんが、話を聞いて貰えないなら部屋で待った方がいいって言ったもんだから……」

　健児が制服のままという事は、自宅に戻らず待っていたはずだ。

「信じらんない！」

　健児の釈明など耳に入っていないようだ。梅花は相変わらずの調子でまくし立てる。

「黙って女の子の部屋に入るなんて！　その辺、黙っていじってないでしょうね!!」

「いや、それは大丈夫だから」

　健児はそう請け合うが梅花は信用ならないと思ったか、部屋の中に入り込み、クローゼットやタンスの確認を始めた。

「この辺、開けてないでしょうね！」

「開けてないってば。それに昔は普通に部屋に入れてくれたじゃないか」

「それは子供の頃じゃないの！」

「今でも俺の部屋に入ってくるくせに」

「いいのよ、男の子の部屋は!!」

　小学生高学年か、中学に入ってからはよく覚えていない。それまでは普通にお互いの部屋を行き来していた二人だが、いつからか梅花はなかなか自分の部屋に健児を入れなくなったのだ。ちょうど愛花が梅花と同居するようになってからの事だったので、健児も単に部屋が手て狭ぜまになったからだろうと考えていた。

「なんだよ、ベッドの下にエッチな本でも隠しているのか？」

　部屋にベッドは二つ。梅花と愛花のものだ。梅花は床に腹ばいになり、そのベッドの下を覗き込んでいるのである。

「健児じゃあるまいし。盗とう聴ちよう器きでも仕掛けてないか確認してるのよ」

「おいおい、いくらなんでもそんな事はしないって。信用ないなぁ」

「信用があるなら……」

　顔を上げ健児の方へ振り返ろうとしたその時だ。

　ようやく梅花は自分の格好に気がついた。

　シャワーを浴びたばかりという事もあり、上はＴシャツに下はショートパンツ。そんな格好のまま、床に四つんばいになり、健児にお尻を向けていたのだ。













　瞬間、梅花の意識が沸ふつ騰とうする。

「馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿！　スケベ、変態!!　黙れ！　うるさいのよ!!」

　自分でも何を言ってるか分からない。口から突ついて出るに任せた罵ば詈り雑ぞう言ごんを並び立て、梅花は手近のタンスを開けてトレーナーの上下を取り出すと、そのまま廊下へと駆け出した。

「……どうしたの、お姉ちゃん？」

　梅花の剣けん幕まくに驚いたのか、キッチンから飛び出してきた愛花と廊下で鉢はち合あわせする。

「愛花、あなた……!?」

「ああ、お兄ちゃんでしょ？　だってお姉ちゃんがお兄ちゃんの話、聞かないっていうから」

「それは……」

「冴さえちゃんからも聞いたよ。電話で。何があったのか分かんないけど、ちょっとはお兄ちゃんの言う事も聞いてあげたら？」

「私は……」

　相変わらず頭の中は沸騰中。何を言おうとしてもうまく言葉にならず、梅花は金魚のように口をぱくぱくさせるだけだ。

「あのね、お姉ちゃん」

　愛花はまだウェイトレスの衣装のまま。胸のフリルの前で腕を組み、愛花は言った。

「中学生の『妹』にこんな事言われて恥ずかしくないの？」

　梅花と愛花の関係は実際には従い姉と妹こ。しかし家の都合で春人の元に引き取られてからというもの、二人は本当の姉妹のように過ごしており、それで良いとも思っている。

「う～～」

　一方の梅花はピンクのトレーナーを胸の前でだき抱えたままで唸うなるだけ。その時、梅花の背後で部屋のドアが開き、健児が顔を出した。

「あ、あのさ。なんか悪いみたいだから、今日は帰るよ」

「ああ、いいから。お姉ちゃん、ちょっと着替えるだけだから、ちょっと待っててね。お兄ちゃん。いまココア淹いれてるし、無駄になっても困るから」

　愛花がそう言っても、健児は躊ちゆう躇ちよする。

「いや、でも梅花が……」

「……うるさいわね、黙って待っていればいいのよ」

　肩ごしに健児へ一いち瞥べつをくれ梅花はそう言った。妙な迫力を醸かもし出だす梅花の口調に、健児は言われるまま、すごすごと部屋の中へと引っ込む。

「聞くわよ、聞けばいいんでしょ。聞けば」

　愛花に向かってというよりは、梅花の言葉はまるで自分自身に言い聞かせるようだ。

「はいはい、じゃあ頑張って。あとでココア持って行くからね」

「分かってるわよ。まったく……」

　ぶつくさと言いながら梅花は、Ｔシャツとショートパンツの上にトレーナーを羽は織おる。

　そんな梅花の態度に笑いながら、愛花はキッチンへと戻った。そしてココアを淹れる前に、自分の携帯電話を取り出す。

「ああ、冴ちゃん？　うん、手はず通りだよ。……あはははは、まぁそうだけどね。うん、大丈夫。いざとなったら、私がいるから」




　梅花がいつも腰に掛けているハンドベルクリンゲルは、もともと喫茶店クリンゲルに置かれていたもの。

　そして梅花にとっては母の形かた見みのようなものだ。

　昔は今よりものんびりしていた事もあり、喫茶店クリンゲルもそれほど忙しくはなかった。梅花の祖父ラルフの頃には、農業と兼業していた事もあり、農のう繁はん期きは休業。そうでない時でも店は開けたままで誰もいない事すら珍しくなかった。

　そんな時、客が従業員を呼ぶ為に置かれたのがそのハンドベルだったのである。

　ラルフが父ウォルフガングと共に、日本に渡ってきた時、偶然荷物に紛まぎれ込んでいたもので、特に曰いわく因いん縁ねんのある品ではない。しかし妙に凝こった作りで涼すずやかな音を奏かなでる事もあり、ラルフは処分するのも惜しいと思い、店に置いていたのだ。

　殻から間ま村が市となり、住民が増え、ラルフは忙しくなった喫茶店経営に専念する事になった。その頃には息子のハラルドこと春人もクリンゲルを手伝うようになっていたが、それだけではまだ手が足りずアルバイトを雇う事にしたのである。

　そこに応募してきたのが梅花の母だったのだ。

　地元出身の梅花の母は、子供の頃から親に連れられてクリンゲルに顔を出していた。そして店先に置かれたそのハンドベルが大のお気に入りだったのである。

　客が増え忙しくなったとはいえ、まだまだ田舎いなか。一番忙しい夕方の時間でも、店員は二人もいれば充分だ。春人と梅花の母だけで手は足り、いつも誰かが店にいるようになった。

　そうなるとあのハンドベルは用済みだ。

　高校を卒業してからも喫茶店クリンゲルで働いていた梅花の母は、良かったらそれを譲ゆずって欲しいと春人にお願いしたのである。

　春人はそれを了承した。そして自分からも梅花の母に一つお願いをしたのだ。

『僕とお付き合いしてください』と。




「だからさ、みんな俺の事をからかっているだけなんだって」

　先程から健児は熱心に今の自分が置かれている状況を説明している。

　部屋の中央で枕を抱え、クッションに座り込んでいる梅花には、しかしその説明は右から左へと抜けていくだけ。梅花の視線もベッド脇のサイドテーブルに置かれた、母の形見であるハンドベルへと向けられ、健児の説明にはさして興味がないようだ。

「……分かった？」

　梅花が自分の説明を聞いていないのは分かる。それでも健児は納得してくれる事を期待してそう尋たずねた。

「分かんない」

　仏ぶつ頂ちよう面づらでそう答えた。

「分かんないわよ。そんな事。なに言ってるんだか、さっぱり分かんない」

「だからさぁ」

　髪を掻かく健児はほとほと困り果てた顔をしてみせる。

「さっきから何度も言ってるだろう？　この前の球技大会でちょっと目立っちゃったから。みんなから目を付けられてからかわれているんだよ。来週にはきっとみんな忘れてるよ」

「あぁ、そうなの」

　投げやりではあるが、梅花がそう答えてくれた事で、健児はほっと胸をなで下ろす。しかしようやく分かってくれたのかという期待は即そく座ざに裏切られた。

「そんな事はどうでもいいのよ」

　梅花は健児へと視線を向けると言った。

「あたしはねえ、あんたが女の子に付きまとわれてへらへらしてるのを見るのが嫌なの！　腹立ってくるのよ、見ているだけで!!」

「だから、それはからかわれているだけで……」

「からかっているとか、勘違いとか、そんな事はどうでもいいって言ってるでしょ！」

　自分の言葉で梅花はますます苛いら立だち、そして混乱してくる。

　あれ……、あたし何で怒っていたんだっけ？

　心の奥底に残る、まだ冷静な部分で梅花はそう考える。その一方で表層の感情は怒りにまかせて暴走する。

「健児はどうなのよ!?　あたしが怒ってるのを見て、何にも感じないわけ？」

「いや、感じるというか。困ったなとは思うけど……」

　梅花が何を言いたいのかさっぱり分からず、健児は困惑するだけだ。もっとも当の梅花も困惑している事には変わりない。

　その困惑がさらに梅花を苛立たせ、さらに感情を昂たかぶらせる。一方で辛かろうじて残っている、梅花の意識の冷静な部分は、ようやくその事実に気付き始めていた。

　そうだ、あたしは健児に言って欲しかったんだ。言い訳とか説明とか、そういう言葉じゃなくて。ただひと言、言って欲しかったんだ。

「幼なじみじゃなきゃ良かった」

　それでも昂ぶる感情は抑えきれない。

「幼なじみじゃなきゃ、他の女の子と一緒になって騒げたかも知れないのに」

「おいおい……、いきなり大前提を否定するような事を言うなよ」

「なによ、なにも分かってないくせに!!」

　そうだ、あたしは分かっている。分かっていたんだ。

　言って欲しかった、その言葉。

「あたしの方から好きだって言わせるつもり!?」

　感情にまかせて、その言葉を梅花の方から口走ってしまう。その瞬間、梅花の意識の底に辛うじて残っていた冷静な部分が一気に消し飛んでしまった。

「そうよ、幼なじみじゃなきゃ良かったのよ！　本当に鈍どん感かんなんだから!!　大体、いつからの付き合いだと思ってるの？　普通、それくらい分かるわよね。っていうか、分かりなさいよ。これくらい！　よくもまあ、女の子にこんな恥ずかしい台詞せりふ言わせて。恥ずかしくないの！　そうよ。みっともないわよ、第一。昔から健児はそうなんだから。本当、呆あきれて何も言えないわよ。いつまで経たっても男は子供って事実ね。あたしの気持ちくらい、理解しなさいよ。それくらい理解できて当たり前でしょ。幼なじみなんだし。そもそも幼なじみって不利よね。ずるいわよね。幼なじみがうまくいかないっていうのも分かるような気がするわ。だからあたしは幼なじみじゃなきゃ良かったと言ったの！　そういう意味なのよ。分かる？　分かるでしょ。これくらい、分かれ！　結局、あんたはあたしに何も言ってないじゃないの。いつまで黙っているのよ！　何とか言ったらどうなのよ!?　ずるいわよ、そんなの。いつもいつも人のせいにしてさ、自分の考えは適当に誤ご魔ま化かして。それであたしがどんなに気を揉もんでいるか分かるの？　理解してるの？　そもそも女の子に囲まれてへらへらしてるあんたが一番悪いのよ！　あたしは悪くないんだから！　そうよ、むしろ被害者はあたしよ！　慰い謝しや料りようを請求したいくらいよ。別にヤキモチなんかじゃないんだからね！　そんな風に思っていたらお門かど違ちがい、思い上がりも甚はなはだしいわ。大体なんであたしが健児にヤキモチやかないといけないわけ？　信じらんないでしょ？　そうよ、あり得ないわよ。それなのにあんたったら、あたしの事なんて全然考えてくれないんだから。付き合いきれないわよ。なによ、その顔は。今さらあたしの方から付き合ってくれなんて言えるわけないじゃないの。卑怯よ、そんなのって。あんたは、健児は黙ってあたしの側にいればいいの！　一生そうしていればいいのよ！　そういう事よ。いつまであたしにだけ喋しやべらせるの！　ちゃんと聞いてるの!?」

　途中から、否いな、最初から何を言ってるのか梅花自身もよく分からなくなっていた。ただ感情の赴おもむくまま、脳裏に浮かんだ単語を適当に繋ぎ合わせてまくし立てているような状態だったのだ。

　梅花本人がそうなのだから、目の前で一方的にまくし立てられている健児も、何が何だかさっぱり分からない。

　ぽかんとして梅花を見ているだけだ。

　その時だ。梅花と健児はようやくその気け配はいに気付いた。

「あ、あの……。お邪魔さんだったかな？」

　開けられたドアの所には、ココアの載ったトレーを手にした愛花の姿があった。梅花の長ちよう広こう舌ぜつの一いち部ぶ始し終じゆうを聞いていたのだろう。健児同様、しばし呆ぼう然ぜんとして言葉もなかったらしい。

　従姉妹の姿を目にした瞬間、梅花は我に返った。

　健児に向かって何を言ったのか自分でもはっきりとは覚えていない。しかし一部の、印象的な単語だけは記憶に止とどまっていた。

　好き、付き合ってくれ、あたしの側にいて欲しい……。

　その瞬間、梅花は自分の身体が奈落の底へ落ち込むような感覚を味わった。それでも口だけは気丈に健児へ向かって言い放つ。

「帰れ～～ッ!!」

「いや、だから……」

「帰れ！　帰れ!!　帰れ！！！」

　シャワーを浴びた後、二つにまとめ直した金髪を激しく揺らしながら梅花はそう繰り返す。

「う、うん。分かった。それじゃ、また明日」

　健児は慌てて立ち上がると、そのまま部屋を出て行く。

「あ、お兄ちゃん。ちょっと……」

　トレーを部屋のガラステーブルに置くと、愛花はそのまま健児を追って廊下に戻った。

「あの、お姉ちゃんが何を言いたかったのか……」

「あぁ、分かってるよ」

　健児が微笑むと、愛花も少しほっとする。しかし次の瞬間、愛花も梅花ほどではないが、健児の鈍さを思い知らされたのだ。

「まぁ取り敢えず嫌われてないみたいだな。ちょっとヤキモチは妬やかれていたみたいだけど、まぁ幼なじみだからな。あはははは」

「あ、あははははは」

　健児に合わせて愛花も笑うが、その声はこの上なく乾ききっていた。

　そして愛花は大好きだった某人気漫画の名台詞を胸中で思い浮かべるのだった。

『駄目だ、こいつ……。早く何とかしないと』




　健児を見送った愛花が部屋に戻ると、梅花は頭から毛布をかぶったままベッドの上で丸まっていた。

「……雪見だいふく」

　毛布が白い事もあり、見た目の印象は愛花の言う通りだ。しかし愛花にそう言われても、梅花は毛布の下でぴくっと身体を震わせるだけで起き上がろうとはしない。

「お姉ちゃん」

　愛花の声には少々怒ど気きが感じられる。しかし梅花はそれでも起き上がってこない。

　しばし愛花がそのまま待っていると、やがて梅花は蚊の鳴くような声で言った。

「……もう死んじゃいたい」

　そんな梅花に愛花は一つ大きなため息をつくと言った。

「あい分かり申した。この玖く鈴りん愛花が介かい錯しやくつかまつる」

　時代劇というか、チャンバラ好きの愛花がそんな冗談を言っても、梅花はまだ雪見だいふくだ。

「まったく、ちゃんと説明すれば良かったのに」

「するつもりだったんだけど、途中から自分でも何を言いたいのかよく分かんなくなっちゃって……」

　毛布の下からぶつくさとそんな言い訳をする。

「駄目ねえ、お姉ちゃんもお兄ちゃんも」

　愛花の言葉に梅花は、毛布の下でまた身体を震わせるが、反論する事はなかった。




「ほら、お姉ちゃん。なにしてるの、お兄ちゃん、お店の前で待ってるよ」

「う、うん分かってる。分かってるってば……！」

　そして翌朝。梅花は入学式の朝よりも緊張して制服を身に着けていた。

　結局、昨晩の梅花は、ずっと雪見だいふく状態。食事もせずそのまま眠ってしまったようだ。

　しかし雪見だいふくにも朝は来る。

　ぼんやりと起きた梅花は、ぼんやりと洗顔を済ませ、ぼんやりと朝食を摂とったものの、いつものように健児が迎むかえに来たと聞いて突然、がちがちに緊張してしまったのだ。

「あ、あのさ。愛花。健児には先に学校に行っててと伝えてくれないかな……」

　玄関先まで出たものの、梅花は愛花にそう懇こん願がんする。しかし殻間中学の制服に着替えた愛花は、その申し出を敢かん然ぜんとして拒絶する。

「駄目だよ、お姉ちゃん。昨日の事はちゃんと説明しなきゃいけないんでしょ」

「それは分かってるけど、学校で……」

「学校で？　みんなのいる前で？　お姉ちゃん、羞しゆう恥ちプレイ好きなんだ」

「羞恥プレイって……」

　愛花が口にした単語に梅花は顔を真っ赤にする。確かに愛花の言う通りかも知れない。

　学校に行けばどうしても人目が多くなる。人ひと気けのない所へ行こうとしても余計に緊張する。そんな所へ誘ったと知れ渡れば、また余計な詮せん索さくを招く事になりかねない。だからといって今日一日黙っている事もできない。そんな緊張感には耐えられそうにもない。

「分かったわよ」

　ようやく観念した梅花の背中を愛花がパンと威勢良く叩いた。

「よし、潔いさぎよく死んで来～～い！　骨は拾ってやるからね♡」

　とぼとぼと玄関を出て行く梅花の背中に愛花は思う。

　まぁお兄ちゃんも良く分かってないと思うけど。昨日のあの勢いで言われたんじゃ、何が何だか分からないものね……。




「あ、健児。おはよう……」

　玄関先で待っていた健児に梅花の方からそう声を掛ける。いつものように振る舞っているつもりだが、頭の中はショート寸前。恥ずかしいと言うよりは、昨日の醜しゆう態たいをどう取り繕つくろうかで一杯なのである。

　そもそも梅花自身、何を言ったのか、何が言いたかったのか、自分でもよく理解していなかったのだ。

　そんな状態だから梅花は容よう易いに推すい察さつできるある結果を見過ごしていた。

　本人が何を言いたかったのか分からないのに、一方的にまくし立てられた相手がちゃんと理解しているはずがないのだ。

「あぁ、昨日はありがとう。正直、ちょっとほっとしたかな」

　そう言って健児は笑う。

「[image: ]……？」

　健児のその言葉に梅花は言葉にならぬ声を上げ、そして瞬時に頰ほおが熱くなるのを感じていた。

「そ、そ、そ、それは……」

「ちゃんと勘違いだって事、分かってくれたし。でも俺はもっと嫌われてるかと思ったけど、そこはお互い幼なじみだよなあ。言ってる事は分からなくても、ちゃんと考えは伝わるもんだ」

　瞬時に熱くなった自分の頰から、今度は徐じよ々じよに熱気が下がっていくのを梅花は感じた。

「あんた、何を聞いていたのよ！」

　思わずそう声を上げる。

「いや、だから……。正直、よく分からなかった」

　素直に白状する。

「でもまぁ、そんなに梅花から嫌われてないと分かって良かったよ。幼なじみじゃなきゃ良かったと言われた時は驚いたけど」

「馬鹿！」

　出し抜けにそう言うと梅花は健児に向かって自分の通学鞄かばんを差し出す。

「持ちなさい。さっさと学校へ行くわよ。遅れちゃうじゃないの」

「いや、まだ時間はあるはずだけど……」

「いいのよ、今日は急ぐんだから！　行くわよ」

　そして健児に背を向けたままで通学路へ向かう。

「おい、待てよ。梅花」

　慌てて追いかける健児から逃げるように梅花は歩ほを早め、そして背中越しに言った。

「遅いわよ。……馬鹿」

　しかしその馬鹿という言葉のニュアンスは、明らかに先程よりは優しくそして喜びにあふれていた。
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「……でさ」

　その数日後の事である。

　昼休み。いつものように校庭で昼食を終えた梅もい花かと冴さえは教室に戻ってきていた。まだ授業開始までは多少間がある。一緒に昼食を摂とっていた白さ弓ゆみや優ゆう香かは教室にはおらず、健けん児じたちもまだ学食から戻ってきていないようだ。

　教室に残っている生徒の数はまだまばら。そんな頃合いを見計らい、冴は声を潜ひそめて梅花へと尋たずねた。

「あんたたち付き合い始めたわけ？」

「……はい？」

　問われた梅花は当とう惑わくした顔をするが、それほど意外そうという様子でもなく、また照れたような雰ふん囲い気きでもなかった。

「付き合うって、誰が？」

「あんたよ」

「誰と」

「健児と」

「なんで？」

「いや、何でと言われましてもねぇ……」

　今度は冴の方が当惑する番だった。髪を掻かいてから冴は改めて梅花に向かって言った。

「いや、だってさ。あんたたちの雰囲気、ここ最近、変わってきてない？」

「そぉ？　普通通りよ」

　ブリックパックのウーロン茶に挿したストローを咥くわえたままで梅花はそう答えた。

「それよ、それ！　その余裕!!」

　冴は座っていた椅い子すから腰を浮かしかけそう言った。

「なによ、その長年連れ添った熟年夫婦みたいな、余裕は!?　最近は健児の周りに女の子が集まってきても、そんなにかりかりしなくなったじゃないの」

「別に前と変わったつもりはないと思うけど。冴の勘ぐりすぎじゃないの」

　梅花はあくまで余よ裕ゆう綽しやく々しやくだ。そんな梅花を冴は疑惑の視線で見つめる。

「そうだよ、冴ぽ。別に梅花ちゃん、変わったところなんてないじゃん」

　横から優香がそう言うが冴は一言の下にそれを否定する。

「いや、だって優香は鈍い事この上ないから」

「わ、ひどい。冴ぽ」

　梅花はそんな二人に構わず、ウーロン茶のブリックパックを捨てに、席を立ち教室の後ろにあるゴミ箱の方へと向かう。

　ちょうどその時、教室の後ろの戸から健児と浩こう助すけが入ってきた。今しがたの冴との話が頭にあったのだろう、一瞬、梅花は話し掛けたものかどうか躊ちゆう躇ちよしたようだ。

　しかしそんな躊躇もほんの束の間。梅花はすぐに笑顔になり健児へと話し掛ける。

「遅かったじゃないの。ちゃんとお昼食べたの？」

「あぁ、いつもと同じだけどね」

　横で健児と梅花の会話を聞いている浩助は、なにやら訝いぶかしげな表情。おそらく冴と同じような疑問を持っているのだろう。

「もう、しょうがないなあ」

　にっこりと笑ってそう言う梅花に、冴は思わず吹き出しそうになってしまった。皮ひ肉にくや嫌みでなく、健児に向かって笑顔でそんな事を言う梅花というのは、この数年というもの見た事がない。あるとしたら、それはきっと小学校の低学年の頃。

　そう、お互いに男女という事を意識しなくても済んだ年代の話だ。健児と梅花がその頃の感覚に戻ったというわけではあるまい。

　おそらく真実はその逆だ。

　つまり男女という関係が少しばかり進んだという事。

　それがほんの少しなのか、それとも確実に一歩なのか、はたまたすでに後戻りできないところまで行ってしまったのか。

　冴にとっての問題はそこなのである。

　それが問題なのは冴だけではない。冴はちらりとすぐ側の席に着いている白弓を見た。

　白弓はいつもと変わらぬ表情で次の授業の準備をしている。今日も梅花や冴と一緒に昼食を摂ったが、その時も白弓には確たる変化はなかった。

　だが冴には分かっていた。白弓も健児と梅花の関係に、何か変化があった事を感じ取っているのだ。

「あ、あのさ……」

　自分の席に向かう健児の後ろで梅花はもじもじしながら言った。

「よ、良かったら、明日からお弁当作ってあげようか？」

　梅花のその発言で教室内がざわめく。これといって反応を示さなかったのはただ一人、白弓だけ。そして健児はというと、これまで通りの調子で答えた。

「え～～、いいよ。どうせ弁当作る時間の分だけ、俺の事、待たせるんだろう？」

「そ、それはそうだけど。ちょっとくらいいいでしょ？　いつも総そう菜ざいパンじゃ身体に良くないよ？」

　これがデレ期というものか!!

　教室内には我が身を憂うれい天を仰あおぐ者、もうお腹いっぱいとげんなりした顔をする者、まだ梅つ雨ゆも来ていないというのにノートや下敷きを団扇うちわ代わりにして自分を扇あおぐ者など様々だ。

「まあ暇ひまだったら作ってくれよ。その代わり朝、これ以上遅くなるのは困るからな」

「うん♡」

「……うわ、今度はすっかり新婚の会話」

　冴が当てられたように嘆たん息そくする。

　それにしても……。そう考えを巡めぐらせながら、冴はもう一度、白弓の方へ視線を向けた。一見すると普段と変わりない。昼食の時も、いつも通りにお喋しやべりもしていた。しかしその表情がどこか沈みがちなのを冴は見逃していない。

　何とかしないといけないわねぇ……。蘇す芳おうさんの為ためにも、それから私にとっても……。




「あらあら……」

　カップを出した愛まな花かの表情には強こわ張ばった笑みが浮かんでいた。

「そりゃお兄ちゃんもお姉ちゃんも大だい胆たんだなぁ」

「まぁ本人たちは周りがどう思ってるか気付いてないっぽいけどね」

「恋は盲目って本当だったんだね」

　そう言って愛花は笑う。

　放課後、冴は喫茶店クリンゲルに来ていた。そのクリンゲルの店先には『午後５時半まで休きゆう憩けいさせていただきます』とメッセージボードが掛かっている。春はる人んどはいま駅前の商店街に買い出しに行っている最中。梅花はそれに付き合っているのだ。

　ちょうど買い出しに行くという春人に梅花を同行させ、冴と愛花は店に二人で残ったのである。

　それというのもこれまでの経過と、これからの対応を検討する為だ。

「でも愛花ちゃんの話だと、本当に梅花は告ったわけじゃないんだ」

　携帯電話でおおよその話は聞いていたが、やはり直接会って話すのが一番だ。冴は愛花から改めて説明を受けたところだった。

「ん～～、客観的にはそうだけど、お姉ちゃん本人はある程度、お兄ちゃんが気持ちを分かってくれたと思ってるみたいだよ」

　冴と愛花、二人が結託して、話を聞こうとしない梅花の元へ健児を送り込んだわけだが、どうやら予想以上の成果を上げてしまったようだ。

　ただし、冴はそれで納得していない。

「……中途半端なのよねえ」

　休憩中に拘かかわらず愛花が特別に淹いれてくれたカプチーノのカップを傾かたむけ冴は言った。













「中途半端って、なにが？　冴ちゃん」

「ちゃんと付き合うならそれはそれでいいのよ。逆に破局するなら、まぁそれも人生よね」

「人生……」

　いきなり大きく出る冴に愛花は笑う。

「でも愛花ちゃんの話じゃ、別に告ったわけでもないし、付き合ってるわけでもないし。このまま中途半端な関係じゃ本人たちの為にもならないわよ」

「うん、まぁそれもそうだけど……」

　冴の勢いに圧倒されるように愛花はそう答えてしまった。

「いっそくっついてくれた方が……」

　そこまで言いかけて冴は何か思いついたように言葉を切りぽんと手を叩く。

「くっつけちゃおうか。この際、きっちりと」

「くっつけちゃうって、お兄ちゃんとお姉ちゃんを？」

「他に誰がいるっていうのよ！　ここまで来たんだからあと一押しよ」

「う～～ん……」

　冴の言葉に愛花は上うわ目め遣づかいでしばし考え込む。しばしの黙もつ考こうの後、愛花はパッと顔を輝かせて言った。

「うん、いいよ！　それで具体的にはどういう感じで」

「そうねえ、デートをセッティングしてやるってのはどうかしら？　ちょっと心当たりがあるんだ。私の方から言い出すと、梅花も警戒しそうだから。愛花ちゃんから言ってくれない？　セッティングの内容については私に任まかせてちょうだい!!」

　そう言うと冴はぽんと胸を叩いた。

「じゃあ私たちは愛のキューピッドだね」

　愛花はそう言うと冴と手を握り合った。




　一方その頃、当事者の一人である健児は、実み山やまの地下にある実験施設で、今日も魄はく力りきや生命電流の研究にいそしんでいる最中であった。

「つまり、こういう事か？」

　粒たま子こから借りてきた文ぶん献けんやインターネットで漁あさった資料。そしてこの実験施設に保管されたままの厖ぼう大だいな本やデータの山の中で、健児はノートに走らせていたペンを止めてつぶやく。

「生命電流＝魄力。こいつを死亡直後の死者に流し込むと生き返らせる事ができる？」

　そして健児は手にしていたペンを放り出して天井を仰ぐ。

　あり得ねぇ……。

　心中でそうつぶやいた。

　こりゃ岸きし田だ先輩、おっと超ちよう科か学がく的先輩が笑うのも無理ないな。死者を生き返らせる事ができるなんて……。オカルトの類たぐいだ。

　魄力を死亡直後の人間に流し込むと、その人間は蘇そ生せいする。蘇生するばかりか肉体的な能力は強化され、不老不死になるはずだ。

　それを称して『魄はく型がた』と呼ぶ。

　資料に書かれている事をまとめると、このような結論になる。

　もっとも健児も資料のすべてを読み解いたわけではない。まったく未知の、暗号のような文字で書かれている資料やノートも存在しており、健児一人では読み解く事が困難なのである。

　そもそも魄力を流し込んで死者を蘇生させるという表現に間違いがないのか。それが文章通りの事なのか、それとも何かの比ひ喩ゆ的な表現なのかも自信がない。

「『魄型』か……」

　地下施設に残されていたノートに目を通し直して健児はつぶやく。そこには健児が見た事もない、奇っ怪な文字が書き連ねられているのだ。そこかしこに達たつ筆ぴつな漢字が混じっている事からも、このノートを書いた人間が日本人だという事は推測できる。

　そこにもっとも多く出てくる漢字の単語が『魄型』なのだ。

「どうやらこの『魄型』が最終的な目標だったらしいんだけどなぁ。こうオカルトチックになると、なんか白しらけるな」

　今日は切り上げるか。

　健児はそう考え座っていた椅子から立ち上がった。




「じゃあね、愛花ちゃん。後でまた連絡するから」

　手を振り愛花にそう言うと、冴は念の為に声を潜めて付け加える。

「くれぐれも梅花や健児に言っちゃ駄目よ。小お父じさんにもね」

「うん、分かった。大丈夫だよ、冴ちゃん」

　愛花は屈くつ託たくなく笑う。

「それじゃあね！」

　冴はもう一度、手を振りクリンゲルを出た。空は少しばかり暗くなってきたところ。春とはいえ、少し肌寒い。冴は制服の衿えりを直して、ふうと息をつく。

　もう少し待てば梅花も帰ってくるだろうが、敢あえて冴は待つ事をしなかったのだ。

　冴は暮れかけた空を見上げてつぶやく。

「そうよね。くっつくなら早めにくっついてくれた方が、本人たちや蘇芳さんの為よね……」

　そして冴は言葉に出さずに続けた。

「それなら私も諦あきらめがつくもの……」

　同じ言葉を店内に戻った愛花が口にしていた事を冴が気付くはずもなかった。




　細さい工くは流りゆう々りゆう仕上げをご覧ろうじろ。

　冴と愛花の作戦は密ひそかに実行へと移された。

　決行日は次の日曜日。ちょうどその日は春人が店を休み、知人の法事に出かける予定だと愛花が教えてくれたのだ。帰りは夜遅くになるらしい。

　この機を逃したら次のチャンスはいつ来るか分からない。善は急げだ。

　まず冴が駅前にあるシネコンと人気のアミューズメントパーク『ラシオンメルヘンランド』のペアチケットを確保。本当はディズニーランドなど、もっと本格的なロケーションを用意したかったのだが、生あい憎にくと時間と先立つものがない。このチケットもシネコンで働いている母の友人から割安で譲ゆずって貰もらったのだ。

　ちなみにうまく事が進んだら、健児と梅花から出世払いならぬ、交際払いで返して貰う算段である。もちろんその際は定価で。それゆえに冴としても失敗するわけにもいかない。

　それを金曜日の夕方に愛花の方から、梅花に渡す。友達から貰ったのだが、自分は都つ合ごうがあって出かけられないと梅花に上げたのだ。その時点では誰と行けとは愛花も言わない。

　案の定、梅花は冴と優香に声を掛けてきた。優香は冴から連絡をして当日の予定を埋めてある。優香は口が軽いので、うかつにこの作戦の事は喋れない。その日は渋谷に服を買いに行こうと冴から誘っておいたのだ。

　梅花からの電話を受けた冴は、健児を誘えばとさりげない風を装い水を向けてみた。

　その時は言葉を濁にごしていた梅花だが、結局は健児を誘ったようだ。

　翌日の土曜日、つまりデートの前日の夜になって、冴の携帯に梅花から電話があったのだ。その日の夕方まで強い雨が降っていた為、梅花も冴も自宅にいた。

「あ、あのさ……。健児誘ったら、結構簡単にＯＫしてくれたんだけど」

「良かったじゃないの」

　ベッドの上に寝転がりながら冴は答えた。

「べ、別に良かったとかそういうわけじゃ……。他に誘う人もいなかったし……。そうそう、冴が悪いんだからね！　あたしに黙って日曜日に優香と服買いに行くなんて聞いてないわよ」

「いやぁ、ちょっと急にね。夏向けの服が欲しくなっちゃったしさ。梅花も誘おうと思ったんだけど、残念ねえ」

　適当にそう言い訳しておく。

「もう気まぐれなんだから。大体、冴は勝手すぎるのよ」

　そこから梅花の話は何やらとりとめのないお喋りへと変わっていく。どうやら何か言いたい事がありそうなのだが、切り出すタイミングがつかめないまま堂どう々どう巡めぐりをしているようなのである。

「それで、なに？　私、お風呂はいりたいんだけど」

　そう言う冴が悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて携帯を握ってる事を、梅花が気付くはずもない。

「あ～～、う～～ん。そのぉ、なんていうか……」

　まだ踏ん切りが付かないようだ。やむなく冴の方からその話題を振ってみる。

「あんたも早く寝た方がいいんじゃないの。明日は『デート』なんでしょ」

『デート』という単語により力を込めてそう言ってみると、面白いように梅花が反応してくれた。

「デ、デ、デ、デートじゃないわよ!!」

「デートじゃないの？」

「そ、そうよ。ただ健児と映画見に行って、メルヘンランドに遊びに行くだけなんだからね!!」

「二人きりでね」

「だ、だって！　冴も優香も、愛花も都合付かないんじゃないの。仕方ないじゃないの!!」

　携帯電話を握りしめ、真っ赤な顔で懸けん命めいに反論する梅花が目に浮かぶようだ。そう想像すると冴は笑いを嚙かみ殺すのに精一杯だ。

「そういうのをデートって言うんじゃないの！」

「デートじゃなぁ～～い!!」

　鼓こ膜まくに響ひびく程の大声で携帯の向こうから怒鳴りつけた梅花だが、しばし沈黙した後、今度は蚊の鳴くような声で言った。

「……あの、やっぱりデートなのかな？」

「デートじゃないんでしょ？」

「そ、それはそうだけど。ほら、健児とは昔よく二人だけで遊びに行った事もあるし……」

「小学校の頃だっけ？　でもそれって近所の公園とかじゃなかった？」

「ええと、ジブリのアニメ見に行った事が……」

　ぼそぼそと梅花は言った。

「じゃあそれが初デートだ」

「だから子供の頃だし、デートじゃないわよ!!」

　そしてすかさず冴は揚あげ足あしを取る。

「それなら明日が初デートね」

「初デート……」

　妙に熱っぽく梅花がつぶやく。そしてまたしばしの間、沈黙。面白いので梅花の方から話し出すのを待っていた冴だが、あまりにも沈黙が長すぎるため、口を開きかけたその時だ。

　梅花の声が携帯の向こうから聞こえてきた。

「あ、あのさ……。やっぱりデートなのかな？」

「それはあんたと健児の心掛け次第」

「分かんないわよ、そんなの!!」

　いささか捨すて鉢ばちに梅花は答えた。

「じゃあ違うんだ」

「……冴、あたしの事からかって楽しい？」

「うん、すっごく♡」

「う～～……」

　今度は携帯の向こうで唸うなり始めた梅花である。

「さてそれでは最初の問題に戻りましょう。梅花、あんた何の用事で私に電話してきたのよ？」

「そ、それは……。その……」

　痛いところを突つかれたようだ。梅花は急にしどろもどろになる。

「その？　なに？」

「ええとね、その……。あ～～、もう！　どうでもいいわよ!!　質問してあげるわよ！」

「お～～、逆ギレですか」

「違うわよ」

　そう言ってから梅花は、電話で話しているにも拘わらず急に声を潜めて言った。

「あ、あのさ……。デートって具体的に何をどうすればいいの？」

「デートって認めたわね？」

「便べん宜ぎ上よ、便宜上。こうでも言わないと、またからかうんでしょう？　それであたし、デートとか初めてだから。何をどうしていいのか……」

「お～～、いきなりナニをどうするところまで!?　最近の若者は進んでますなあ」

「だから、からかうなって言ってるでしょ!!」

　ムキになって梅花は声を張り上げた。

　そろそろ潮時か。そう考えた冴は少し真ま面じ目めな口調で答えた。

「別にいつも通りでもいいんじゃないの？　どうせ健児の事だから、昔みたいに一緒に遊びに行くような気分でしょう」

「うん、まぁ……。そうみたい」

　少し声が落ち込む。分かりやすい子だなぁ。今さらながら冴はそう思い苦笑した。

「だったらいつも通りでもいいんじゃないの？　梅花の方から近づいたと思えば、それでいいと思う」

　ちょっと真マ剣ジになりすぎたかな。そう思った冴は少し茶ちや化かして続ける。

「大体聞く相手間違ってるわよ、梅花。私だってまともにデートした事ないもん」

「そりゃそうよねえ」

　携帯の向こうで梅花が笑う。

　そうよね、これでいいのよね。

　冴はそう自分に言い聞かせた。




　そして翌日。愛花は昼過ぎから出かける健児と梅花を見送った。

　がちがちになって意識しまくっている梅花とは対照的に、健児はみんなと遊びに行くのとさして変わらぬ雰囲気。予想できていたとはいえ、愛花としてもいささか先行きに不安を覚えるのも事実だった。

　そしてその不安は、思わぬ方向で、しかも予想をはるかに越え的てき中ちゆうしてしまったのである。

　夕方、一人で勉強していた愛花の携帯が着メロを鳴らした。相手は健児だ。

「どうしたの、お兄ちゃん」

　勉強の手を休め、携帯に出ても健児はすぐに話し出そうとはしなかった。携帯の向こうに健児の気け配はいは感じる。しかし何か様子が変だ。うまく言えないが愛花はそう思っていた。

　どうも町中からかけてきているという雰囲気ではない。雑踏のざわめきや自動車が走る音は聞こえてこない。ただ何か金属製の道具がぶつかり合うような音、そして緊張感を孕はらんだ人の声が時折聞こえてくる。

「お兄ちゃん？」

　ざわりとした不快感が愛花を襲おそう。健児がなかなか喋ってくれないのもその不安感を増長させる。

「愛花ちゃん、ちょっと落ち着いて聞いてくれ……」

　健児の声は震えていた。落ち着けという言葉は、まるで健児が自分自身に言い聞かせているかのようだ。

「な、なによ。お兄ちゃん。お姉ちゃんとケンカでもしたの？」

　お姉ちゃんと何気なく口にしたその瞬間、健児の口から何とも言えない呻うめきが漏もれる。

　愛花は肌が粟あわ立だつ感触を覚えた。

「お兄ちゃん!?」

　悲鳴のようにそう尋ねた。

「梅花が死んだ」

　あまりにも唐とう突とつな言葉に、むしろ愛花は拍ひよう子し抜ぬけした。交通事故か何かだったらともかく、いきなりそう切り出されては逆に実感がない。

「もう、やだなあ。お兄ちゃん。それで本当はどうしたのよ、ケンカでもしたんでしょ？」

　少し気が抜けた愛花は冗談めかして健児に聞き直す。しかし健児の口調は変わらない。

「冗談でも噓でもないんだ。……映画見てメルヘンランドに行く途中、見み戸と川がわに架かっている橋の欄らん干かん。梅花があれに寄りかかった途端、欄干が崩れたんだ。俺も、何が起きたのかよく分からないんだ。でも梅花はそのまま見戸川に落ちて、落ちて……」

　後はすすり泣きだけが続く。

「だ、だからね。お兄ちゃん、そういう悪い冗談は止やめようよ。私、怒るよ。本当……」

　噓ではない。健児の言っている事は現実に起きた事なんだ。愛花はそれを意識のどこか奥底で実感していた。ただそれを認める事を拒絶する感情もどこかに残っていたのだ。

「御ご免めん、俺……。なにも……。小お父じさんに連絡しようとしても、携帯がつながらなくて……。いま親父に電話して、心当たりを……。御免、愛花ちゃん。俺は……、俺……。梅花を……。なんで……」

　もはや言葉にはなっていなかった。健児はただ単語を並べてるだけ。それは愛花の方も同じだった。

「噓……」

　そうとだけつぶやく。その瞬間、全身から力が抜け、まるで身体からだが水になり流れ落ちるかのように、座っていた椅子から床へと倒れ込んでいた。

「お姉ちゃん……」
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　見み戸と川がわというのは、殻から間ま市しの市内を流れる川。それほど大きな川ではないが、市内には見戸川を渡る橋が架かけられている。

　梅もい花かが突然の悲劇に見舞われたのはそんな橋の一つだった。

　映画そのものはそれほど面白いとは言えなかった。健けん児じは始まってすぐに退屈してしまったが、梅花は妙に気もそぞろという様子で何やら落ち着きがなかったのである。

　映画館を出てからも、その妙なハイテンションは続いていた。メルヘンランドに向かう道すがらでも、梅花は妙にはしゃいでいたのだ。

　そして見戸川に架かる橋を渡っていた時、梅花はその欄らん干かんに寄りかかり、何か言おうとした。

「健児、あのね。あたし……」

　その言葉を最後まで聞き取る事はできなかった。梅花が寄りかかった欄干が、突然、音もなく崩れていったのだ。

　反射的に伸ばした健児の手を摑つかもうとした梅花だが、その指先はむなしく空くうを切った。その時の梅花の表情を健児は一生忘れる事ができないだろう。

　なにが起きたのか梅花自身もよく理解できておらず、ただ呆ぼう然ぜんと健児を見つめていたのだ。

　梅花がいつも腰に着けていたハンドベルが、まるでこれから起きる出来事を察知したかのように、寂さびしげにちりんとなった事を聴ちよう覚かくが鮮せん明めいに記憶していた。

　そして落ちた。

　数メートル下の見戸川に梅花は頭から落ちていったのだ。昨晩の雨で見戸川の水量は増していた。それでもさして深くはないはずなのだが、水の流れの勢いはそうもいかない。梅花はあっという間に流れの中に姿を消したのだ。

　もしも通行人に止められなければ、健児も梅花を追いかけて反射的に見戸川へ飛び込んでいただろう。

　幸い日曜日の夕刻という事もあり、橋の上にはかなり通行人がいた。その中の一人が飛び込もうとした健児を押さえてくれたのだ。中には泳ぎに自信があると見えて、健児の代わりに自みずから見戸川へ飛び込もうとした人もいた。しかし眼下の見戸川の水量を見て、とても飛び込んでも泳げる状況ではないと察さつして諦あきらめたのだ。その判断は正しかったのだろう。

　気が動転してる健児に代わり、通行人の誰かが警察と消防に連絡してくれた。クルマや徒歩で下流へと向かい、梅花の姿を捜してくれた人もいた。

　駅前近くという事で、警察や消防もものの五分としないうちに駆けつけてくれたが、健児にはそれまでが何時間にも感じた。そしてさらにその時間感覚は続く。梅花が見つかるまでさらに十数分。健児にはそれまでの人生でもっとも長く感じた時間だった。

　梅花が発見されたのは落ちたところから数十メートルほど下流。堰いせきに引っかかっていたところを発見されたのだ。

　その時、健児はいったんはほっと胸をなで下ろしたものだ。落ち着いて時計を見てみれば、梅花が落ちてからわずか十数分。流れが強かったとはいえ、見つかったのは歩いて行ける程度の距離。怪け我がはしているかも知れないが、大したことはないだろうと思ったのである。

　しかしそれが早そう計けいであった事を、梅花の様子を見ていた救急隊員が教えてくれた。

　かなり危険な状態です。念の為ため、ご家族にも連絡を。

　そう言われたのだ。ちょうど春はる人んどと愛まな花かに連絡しようと健児は、手にしていた携帯を取り落としてしまった。

　梅花はそのまま市内の病院へ運び込まれ、集中治療室に入れられた。

　また待つのか……。健児のその覚悟は、あっけなく裏切られた。

　思いの外ほか、簡単にその事実が告げられたのだ。

　大変、残念ですが……。

　後に続く医師の言葉は覚えてない。その後、何を言ったのか、何をしたのか自分でも覚えてない。

　我に返ると泣きじゃくりながら看護師たちに押さえつけられていたところだった。恐らく気が動転して医師に食ってかかっていたのだろう。

　こんな時でも冷静に対処する医師や看護師たちが、健児には酷こく薄はくに見えたのかも知れない。

　死因は溺でき死し。梅花の顔を見せて貰もらったが、そこには傷一つなく、ただ髪だけがしっとりと濡れていただけだった。

　その後、どれくらいの時間が過ぎたのかは分からない。少し落ち着きを取り戻した健児は春人の携帯に連絡したが、どうやら電源を切っているか、電波の通じない場所にいるようでなかなか繋つながらない。メッセージに登録しようとしても、何を言っていいのか分からず結局、そのまま通話を切ってしまった。

　そして愛花へと連絡したのである。自分の父に連絡すれば、春人の居場所も察しがつくだろうし、愛花にも不要なショックを与えぬよう話してくれるはず。その時の健児には、そこまで頭を回す余裕はなかったのだ。

　愛花と電話をしている最中、ようやくその事に気付いたのだ。

　健児の父もさすがに驚いたが、冷静に対処してくれた。春人が法事に出かけている先の知人へと連絡してくれると約束、そして母が愛花をつれてすぐに病院に向かうと言ってくれた。

　そして健児は携帯を切った。

　後になって思えばその時、冴さえをはじめとする友人や学校にも連絡をしておくべきなのだろうが、生あい憎にくと健児にはそこまで気を回す余裕などなかった。

　心配して様子を見に来てくれた看護師にまもなく肉親が来ると告げ、健児は病院の廊下にある椅い子すへと座る。

　一瞬、真っ白になりかけた頭にある言葉が思い浮かんだ。

『魄はく型がた』。

　死者蘇そ生せい……！

　ざわりと全身が総そう毛け立だつ。

　いや、あり得ない。そんな事は不可能だ。理性が反はん駁ばくする。しかし一方でさらにそれを否定する意識も働く。

　考えてみろ、荒あら城き健児。そもそも生命電流『魄はく力りき』なんてものが存在すると考えた事があるか？　超ちよう科か学がく的てき先輩なら一いつ笑しように付ふすような存在だろう。だけどあの施設にあった実験装置はちゃんと資料通りに動いた。つまり魄力は存在するんだ。もしもそうなら魄力を与えて死者を生き返らせる事も可能じゃないのか？

　それに試してみて何の損がある？　失敗してもこれ以上、失うものはない。ならば……。

　その時、健児は魄力と魄型、死者蘇生について書かれていた文章にあった、ある単語を思い出した。

『死亡直後』。そしてその後には達たつ筆ぴつすぎて読みにくい字で三と何かの漢字。三分かあるいは三時間か。いずれにせよ三日やそれ以上という事はあるまい。おそらくは死者蘇生が可能な時間の事であろうし、それを考えるとさすがに三日というのは長すぎる。

　三分はもう過ぎている。しかし三時間ならまだ余裕がある。そうだ、実み山やまの地下施設に向かい、この病院に魄力車を持ってくるだけの余裕はあるのだ。

　すでに健児の意思は固まっていた。椅子から立ち上がると病院の玄関へ向かって駆け出していた。

　まだ家を出ていないかも知れない両親や愛花に連絡して取ってきて貰うとは考えもしなかった。

　言うまでもなくここは市立病院。そして大きな病院の前には、日中ともなれば常にタクシーが数台待機している。健児は病院の玄関から転がるように駆け出すと、目の前にあるタクシーに飛び乗った。

　実山の麓ふもとにある喫茶店。それだけでタクシーの運転手は了解してくれた。

　血相を変えて病院の前に停とまっているタクシーへ駆け込んでくる客ともなれば、おおよそその事情は察する事ができようものだ。タクシーの運転手は喫茶店クリンゲルに向かう間、厳しい表情のままひと言も口を利きかなかった。そしてそれは健児も同様だった事は言うまでもない。

　タクシーは何度か信号待ちで停まり、そのたびに健児は苛いら立だつ自分を抑えるのが精一杯だった。

　まずったな。健児は考えた。

　自転車で歩道や川沿い突っ切った方が早かったかも知れない。

　まだ田舎いなかの風ふ情ぜいを残しており、またもとは山がちな農村だった事もあり、殻間市の車道は結構曲がりくねっている。特に市の中心部から実山へ向かうには、舗ほ装そうされてない古いあぜ道同然の歩道や、川沿いの細い道を行った方が近いのだ。

　タクシーの運転手がようやく口を開いたのは、実山が見えてきた辺あたり。どこへ停めるか聞いてきた時だ。

　健児は実山中ちゆう腹ふくの地下研究施設に最も近い場所で停めてもらい、そこでタクシーを降りた。ここで健児は一つミスを犯してしまったのだが、あとになってそれがむしろ幸運に働く事になる。

　実山を駆け上る最中、ちらりと自分の家を確認すると、ガレージにはまだ父親の自動車が停めてあった。母や愛花もショックを受けているだろうし、それにまず春人へ連絡を取らなければならない。それで病院に向かうのが遅れているのかも知れない。

　病院への帰りは父の自動車に乗せて貰うか。

　健児はそう思い、再び実山を登り始めた。仮に父の自動車に同乗したら、魄力車や魄力盤と呼ぶらしい金属円盤、そしてその供きよう給きゆう端たん子しをどう説明するか。今の健児にはそこまで考えを巡めぐらせる余裕などなかった。

　小屋に駆け込み、そして縦たて穴あなを飛び降りる。照明を点つけるのももどかしく、魄力車や魄力盤と作ったばかりの供給端子を、手近にあった古いバッグへ詰め込む。そして来た時と同じ勢いで通路を戻り縦穴を登る。

　そして今度は実山を駆け下り始めたのだ。しかしその途中、目にした光景に健児は呆然とした。

　実山を登り始めた時にはまだ車庫にあった父の自動車がなくなっているのである。地下の実験施設に入ってる間に、両親と愛花は自動車で病院に向かってしまったのだろう。

　そこで健児はようやく自分のミスに気付いた。

　しまった、自宅に寄ってちょっと待ってくれと言っておけば良かった。あるいは登りながら携帯で連絡するという手もあった。それにタクシーを待たせておかなかったのも痛い。どうせ機材を持って戻ってくるまで一〇分と掛からない。タクシーもそれくらいなら待ってくれるだろう。

　携帯で父を呼び戻すか？　それともタクシーを改めて呼ぶか？　クリンゲルの店内には市内のタクシー会社の電話番号があるはずだ。しかし愛花が出かけてしまったのでは中には入れない。それに携帯で父の自動車を呼び戻すとしても、すぐというわけにもいかない。この先、自宅から病院までの間には、比較的長い一方通行の狭い道路があるのだ。そこにさしかかっていたら、余計に時間を食う事になりかねない。

　どうしたものか……。

　なんだ、簡単じゃないか！　健児はタクシーの中で苛立ちながら考えていた事を思い出した。

　自転車だ！　自転車なら歩道や川沿いの狭い道を通り、最短距離で市立病院まで行けるはずだ。

　そうなると後は行動あるのみだ。健児は自宅へと向かい、玄関先にあった自分の自転車に荷縄でバックをくくりつける。そして市立病院へ向かってペダルを漕こぎ始めたのだ。

　健児の自転車はいわゆる学生用の軽けい快かい車しや。舗装道路はともかく、ＭＴＢマウンテンバイクではないのだから、未舗装の砂じや利り道、あぜ道を走るのにはあまり適しているとは言い難い。それでも狭い歩道へ自転車を走らせた健児は、そのまま最短距離で市内病院へ向かう。

　なにしろ子供の頃から殻間市で育ってきている。市内の道路は普段誰も通らないような、細い狭い裏道も含めておおよそ頭に入っているのだ。

　健児はそんな道を通り、市内病院に急いだ。滅多に人が通らない道が多いとはいえ、たまには通行人も見かける。鬼き気き迫せまる形ぎよう相そうで自転車を漕いでくる健児の姿に、ぎょっとして反射的に路ろ肩かたに身を寄せてくれた人が多かったが、中には大声で注意をしてくる者もいた。そちらの方が正しいのだろうが、健児には大声ですみませんと謝あやまり、そのまま勢いで先を急ぐ以外の選択肢はない。

　未舗装の道路が続く事もあり、時には転び、或あるいは狭い道の両わきにある塀や生いけ垣がき、飛び出してきている枝で手や頰を切り、血をにじませる事にもなった。

　それでも健児は痛みすら感じず、ペダルを漕ぐ。

　川沿いの道路を走り、狭い未舗装の砂利道へ入る。それを抜けると一気に大きな通りへ出た。その先が市立病院。

　日曜日の夕方という事もあり、大通りは自動車で混み合っていた。これならば確かに自転車で来たのは得策だったかも知れない。もっとも今の健児にはそこまで注意している余裕などない。

　そのまま市内病院の駐輪場に自転車を飛び込ませた。駐車場に父の自動車がない事を見て、ようやく健児は自分の判断が正しかった事を知った。

　バッグを下ろし、病院に駆け込み、階段を駆け上がる。病院内で駆けるなど許される行こう為いではないが、幸いにして日曜日の夕方という事もあり、院内の人影は少なかった。

　そして健児はその部屋に駆け込んだ。

　まだ家族が来ていない為か、それとも健児が姿を消してしまった為かは分からないが、梅花はまだその個室病室に寝かされていた。

　顔にかけられた白い布が、残酷なまでにその運命を主張している。だが今の健児にはこれ以上、感かん傷しようにひたっている暇ひまはないのだ。

　ベッド脇にあるサイドテーブルの上へ、バッグから取り出した魄力車と魄力盤を置く。サイドテーブルの上には、救助か治療の際、梅花の服から取り外はずしたのだろう。あのハンドベルがぽつんと置かれていた。

　健児は魄力車に魄力盤をセットすると、魄力の供給端子を梅花に取り付けようとした。端子は三つ。資料に書かれた説明図によると、場所は両のこめかみと心臓の上辺り。説明図に付けられていた文章はまだ完全に翻訳していないのだが、手書きのイラストで説明されていたから、この位置には間違いないだろう。

　まずこめかみに端子二つを取り付ける。そして最後の一つは心臓の上。それを取り付けるには梅花のブラウスを、すべてというわけではないにせよ脱がさねばならない。

　いつもなら躊ちゆう躇ちよするところだろうが、今はそんな事を考えていられる状況ではない。健児は梅花のブラウスに手を掛けた。

　応急措そ置ちの為だろう。ブラウスはボタンが外されたままになっていた。ブラウスの下から現れた梅花の抜けるような白い肌と、淡あわいピンクのブラジャーを目にした健児は、一瞬、手が止まる。そして奇妙な感覚に襲おそわれた。

　実は梅花は生きているんじゃないだろうか。肌にもまだ光こう沢たくがある。死んでいるようには見えない。うっかり手を触れれば、途端に目を覚まして怒鳴りつけられ、平手打ちの一つも飛んできそうだ。

　しかしそれはあり得ない現実逃避に過ぎない。梅花の胸は上下していない。呼吸も心臓の鼓動もないのだ。

　端子を取り付けようとした健児が、梅花の胸に触れた時、その現実を思い知らされた。梅花の肌は石のように冷たいのだ。

　その現実が健児に最後の決断を促うながした。もう選択の余よ地ちはない。失うものはないのだ。健児はただ機械的に梅花の胸に端子をセットした。

　あとは簡単。充電には時間がかかり面倒だが、供給は拍ひよう子し抜ぬけする程に簡単なのだ。

　魄力を与えたい人間に端子を付け、魄力車に取り付けた魄力盤を指でちょっと押して回せばいい。端子が人間に付いてない時には何も起きない。それは健児も試してみた。だが当たり前といえば当たり前だが、実際に死者にこれを試すのは初めてだ。

　実験を試みようとしなかったわけではない。最初は魚やカエルで実験しようとしていた健児だが、資料を読み解いていくうちに、生命電流即すなわち魄力は生物種によって固有のものであり、人間のものは人間以外に供給できないと分かったのだ。

　魚やカエルの魄力を充電しようにも、彼らは大人しく充じゆう電でん盤ばんに止まっていてくれないのである。

　ちょっとした好奇心から自分に端子を付け、少しだけ魄力盤を回してみた事があるが、その時の健児はひどい目に遭あったのだ。

　結局、これがぶっつけ本番。また健児はその資料から推測されるある事実に思い至ってなかった。つまりこの理論を完成させた連中は、死亡直後の人間の身体を容よう易いに入手できる立場にあったという事だ。

　端子を何にも接続せず手動で魄力盤を回転させた時は何も起きなかった。昔のアナログレコード盤を載せたプレーヤーを、電源を入れずに手で回した時のように、離してしまえば程なくして停まる。

　しかし今は違ったのである。

「これは……、やっぱり本物!?」

　健児は思わず絶ぜつ句くした。指でちょんと突いただけの魄力盤だが、その回転は落ちることなく、むしろ速度を上げているではないか。さらに魄力盤の表面には黄金の火花が散り始める。

　その火花がまた奇妙なのである。まるで火花そのものが何かの生物のように、脈みやく動どうしているのだ。

　黄金の火花はワルツを踊るかのように、魄力盤の上で揺らめき舞い散る。それを見ていると確かに生体電流、魄力というものが存在してるような実感を覚えるのも事実だ。

　しばしの間、それに魅み了りようされていた健児だが、今はそんな場合ではないと梅花へ向き直る。

「梅花!?」

　踊るような金色の火花は梅花の身体に取り付けられた端子でも舞い散っていた。その火花はそのまま梅花の身体へ吸い込まれていくようだ。













　一瞬、健児は己おのが目を疑った。それは期待感が見せた幻覚かも知れない。しかし確かに健児にはそう見えた。

　梅花の目ま蓋ぶたがぴくりと動いたように見えたのだ。

「梅花！」

　その耳元で名を呼ぶ。

「梅花、俺だ！　健児だ、分かるか。梅花!!」

　しかし反応はない。目蓋もそれ以上は動く事はなかった。健児の錯覚か、あるいは魄力が普通の電気のように、目蓋の筋肉を収縮させただけなのか。とにかく梅花は何の反応も示してくれない。

「梅花!!」

　そう叫び健児はその手を握る。

　幼い頃から何度も何度も、それこそ毎日のように、当たり前のように呼んできた名前。だがその名前はいま確実に、健児の中で特別な名前であると認識されていた。

「梅花！　俺は……、俺も……」

　何を言いたいのか分からない。しかしそんな言葉が口を突ついて出る。その健児の視線がさらなる残酷な事実を捉とらえた。

　端子で舞い散る黄金の火花が徐じよ々じよに弱くなってきているではないか。慌ててサイドテーブルの上にある魄力車へと頭を巡らせる。魄力車にセットされた魄力盤は銀色の光をすっかり失い、今では朽くちたような赤しやく銅どう色いろに変わっている。円盤の回転も遅くなりその表面の火花も、消え入る寸前の線香花火のようにはかなげに飛び散るだけ。

　もう、お終しまいなのか？　あれだけ日数を掛けて充電した魄力なのに、もう全部使い切ってしまったのか？

「梅花！」

　振り返りその名を叫ぶ。しかし相変わらず梅花の状態は変わらない。

　期待させやがって！　やにわに健児は理り不ふ尽じんな怒りの衝動に襲われ、魄力車へ向き直ると叫んだ。

「お前は生命力の源である生命電流を、魄力を供給するんだろう！　死んだ人間だって魄力さえ供給すれば生き返るんだろう!!　どうだ、違うのか!!」

　そう言うと健児はもう一度、魄力車にセットされた魄力盤を勢いよく回す。しかしあの黄金の火花は舞い散らない。回転もすぐに停まってしまう。

　それでも健児はさらに魄力盤を回し続けた。

「梅花を返せ！　元通りにしろ!!　いつも通りの、普段の通りの梅花を返せ!!」

　あまりに勢いよく回すものだから、一緒にサイドテーブルの上へ載っていた、あのハンドベルがちりんちりんと音を立て始めた程だ。

「いつも通りの梅花に、普段通りの梅花を戻せ。いつも通りの梅花に戻ってくれ!!」

　最後は懇こん願がんというよりは絶叫だった。その為に健児は背後でつぶやかれたその言葉を聞き逃した。

「普段通りの……、梅花。いつも通りの……、玖く鈴りん梅花？」

「いつもと同じ、梅花だ!!　梅花を生き返らせろ！」

「Was werde ich machen?　蘇生……、玖鈴梅花。Gern. 蘇生……。普通通りの、梅花。梅花……、あたし？」

　ようやく健児の耳にそのつぶやきが届く。その声は健児にとって待ち望んだものだったのだ。

「梅花!?」

　それでも半信半疑だ。振り返ると梅花は確かに目蓋を開き、かすかに唇くちびるを動かしていた。だが瞳には生気がなく、焦点も定まっていない。

「梅花、俺だ。健児だ。分かるか？　梅花、聞こえるか？」

「あたし、玖鈴梅花……。あたしは、何をすれば……。どうしたらいい？　あたしに、あたしに……」

　梅花は定まってない視線のまま、まるで一昔前のコンピュータのような抑よく揚ようのない口調でそうつぶやいた。

「何もする事はないんだ。ただいつも通りの、普段通りの梅花に戻ってくれ。いつも通りの玖鈴梅花だったら、俺はなにも……」

「いつも通りの玖鈴梅花……」

　その途端、梅花の目蓋は糸が切れたように閉じられた。

　やはり駄目なのか？　健児がそう思った瞬間だ。閉じられたばかりの目蓋は、呆あつ気けないくらい簡単に再び開く。

　その下から現れたのは確かにいつも通りの梅花の、わずかにグリーンが掛かった瞳。戸と惑まどいがちに宙を巡っているが、その視線には明確な意思と思考を感じる。

「梅花、良かった！」

　思わず健児は梅花に抱きついてしまった。

「ちょ、え？　なになに？　一体何が……。えぇぇぇえええええ～～ッ!?」

　泣きじゃくりながら抱きついてきた健児に戸惑いながらも、起き上がろうとした梅花は、その時になってブラウスの前がはだけられている事に気付いた。

　見知らぬ部屋。抱きついてきたボーイフレンド（？）。そして自分でも知らぬうちに胸元がはだけられたブラウス。

　そうなると年頃の女の子が想像する経緯はただ一つ。

「いやぁあ～～!!」

　平手打ちでは済まなかった。梅花の鉄てつ拳けん制せい裁さいが健児の顔面を直撃する。健児はもんどり打ってひっくり返り、その勢いでサイドテーブルに激突。上に載っていた魄力車とハンドベルも床に転がってしまった。

「な、な、なにしようとしてたのよ!!　初デートだからっていい気にならないでよ!!　物事には順番というか、順序というか、そういうものがあるんだからね!!　いくら健児だって……」

　自分でも何を言ってるのかよく分からないまま梅花はまくし立てる。

「あたしが寝てる間にこんな所に連れ込んで……。連れ込んで……。あれ？」

　ようやく何かがおかしい事に気付いたようだ。

　そもそも何で自分は寝ていた？　第一ここは一体どこなのだ？

　改めて周囲を見回した梅花は、まだ床に転がってる健児に向かって言った。

「ラブホって案外殺さつ風ぷう景けいなのね。想像していたのと全然ちが～～う。ちょっとがっかりかも」

「ラブホじゃねえ！　病院だ!!」

　起き上がりそう答える健児に梅花は怪け訝げんな表情を浮かべた。

「は？　病院？　健児、怪我でもしたの？」

「お前が死んでいたんだろうが!!」

「はい……？」

　思いっきり不思議そうな顔をする梅花だが、それはまぁ当然の事だろう。

「お姉ちゃん!!」

　健児が答えるよりも早く、病室のドアが開け放たれると、そこから息を切らせて愛花が駆け込んでくる。どうやら梅花の声を聞きつけて、駆けてきたらしい。

「お姉ちゃん、お姉ちゃん!!　良かった、良かったよ!!　お姉ちゃん、生きていたんだね！　良かった!!」

　泣きべそを掻かきながら愛花はベッドの上の梅花に抱きついてきた。そんな愛花の様子に梅花はますます不思議そうな顔になるだけ。

　愛花から少し遅れて顔を出した健児の両親も、部屋の中を覗のぞき込こみ、ベッドの上に梅花が身体を起こしているのを見て、一時、驚いたものの、すぐに安あん堵どの表情に変わる。

　健児の両親も梅花が死んだとは信じられなかったようだ。元気な梅花の姿を目にしてすぐにそれを受け入れる。

　しかし後から付いてきた看護師はそうもいかない。起き上がってる梅花の姿を目にするや、思わずぎょっとして数歩後あと退ずさったほどだ。まるで幽霊でも見たかのようだが、医師から死亡したと告げられていたのだから、その反応も仕方あるまい。

「先生！　先生!!　大変です！　さっきの事故の患者さんが生き返りました!!」

　ぽかんとその看護師を見ていた梅花はしばし考え、そして健児の方へ頭を向けると、少し申し訳なさそうに尋たずねる。

「あの～～、全然状況が分かんないんだけど？」




　一時間ほど後、押おっ取とり刀がたなで駆けつけた春人も交まじえて医師から説明があった。

　確かに担当医師は梅花が生物学的に死亡した兆ちよう候こうを確認した。心しん肺ぱい停止状態、瞳どう孔こう反応はなし。だが稀まれに死亡と判断されても、その後蘇生する場合もあるらしい。特に今回の梅花は川で溺れ、直後に病院に担かつぎ込こまれ溺死と判断された。

　その判断は軽率かつ早そう計けいだったようです。申し訳ない。

　担当医師は梅花と春人に深く頭を垂たれて陳ちん謝しやした。

　梅花が生きていると健児の父から聞かされていた春人は冷静にその謝罪を受け入れた。

「まあうちの娘はそそっかしいですからね」

　そう言って春人は笑った。

　医師は念の為、梅花には数日間入院するように勧め、春人もそれを了承した。梅花本人が明日は学校に行きたいとごねたが、健児が何かあると困るからと諭すと、思いの外あっさりとそれを受け入れてくれた。




「いやぁ寿命が六〇年は縮ちぢんだね」

　病院からの自宅へ戻る自動車の中で春人はそう言った。

「おいおい、ハル。それじゃ明日にも死んじゃうじゃないか」

　ハンドルを握る健児の父、武たけ士しはそう笑う。

「でも私もびっくりしちゃった。本当にこんなことあるんだねえ」

「お医者さんもそそっかしいわよね。きっと慌てていたんでしょう」

　健児の母、ゆかりも笑いを返した。

　どたばたがあった為、魄力車と魄力盤と供給端子は誰にも気付かれずに済んだ。医者が駆けつける前に健児は慌ててバッグにしまい直したのだ。その間、愛花や両親は梅花の側にいて、健児に注意を払うどころではなかったのだ。

　医師も梅花が生き返ったのは単に自分の誤ご診しんと考えてくれたようだ。

　だが本当にそうなのか……？

　魄力車が入ったバッグを膝ひざに置いたまま健児はぞくりと震える。

　俺はもしかしたら、梅花にとんでもない事をしてしまったのではないか？

「あぁ、健児。自転車は明日、俺が取りに行くからな。それにしてもなんでお前、一いつ旦たん家に帰ったんだ？　入れ違いになっちゃうだろう」

　父親は健児の行動に疑問を持っているようだが、さりとて問い詰めるまででもないようだ。

「いや、ちょっとね。気が動転して。すぐに呼びに行かなきゃならないと思ってさ」

　そう言って健児は力なく笑う。その笑いの下に隠されていた動揺については誰も気付く事はなかった。




「……やってしまいましたね」

　赤毛の少女はそうつぶやく。

「昼間、いえ夕方に何かあったようですが。これはもう放置しておくわけにはいきません」

　そこは実山の中腹にある地下実験施設。赤毛の少女がいつものようにここの監視に来ると、その入り口が開け放たれていたのだ。

　中には人の気け配はいがない。入ってみると魄力車や魄力盤が持ち去られた痕こん跡せきが残っている。

　偶然、誰かが入り込んで、魄力車と魄力盤だけを持ち去るとは考えにくい。持ち去ったのは健児か梅花。そして夕方、女子校生が川に落ちて救急車が出動したというニュースが流れた事を考え合わせれば、何が起きたのか推測は可能だ。

「一応、現場の調査もしなければなりませんが、これからは身近で監視しないといけませんね。さて、今週からはゆっくり寝られそうにありません。今のうちに睡眠は充分にとっておきましょうか」

　そう言うと赤毛の少女は地下の実験施設を後にした。
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「あ、いいかな。ちょっと聞きたい事があるんだ。先日、見み戸と川がわに女子高生が落ちた事件の事なんだが……。担当部署はどこだ？」

　梅もい花かが見戸川に落ちて数日後の夕方。バイク用ヘルメットを小脇に抱え、殻から間ま警察署に入ってきたその若い女性は、たまたま目に付いた中年の警察官へ出し抜けに、そう話しかけてきた。

「詳しい事情が聞きたいんだ。ニュースでは橋の欄らん干かんがすべて老ろう朽きゆう化かしていたそうだが、あの橋は平成に入ってから架かけられたものだろう？　ちょっとおかしくはないか」

「いや、私に言われましてもねぇ」

　中年の警察官は露ろ骨こつに不機嫌そうな顔をしてそう答えた。

「私は被害に遭った女子高生が通っている学校の教師だ。それだけでは不足か？」

　そう言って女は名めい刺しを差し出す。そこには確かに『私立殻間高校教きよう諭ゆ　楸ひさぎ真ま実さね』とあった。

「それでは学校の方から確認して下さい。一応、学校側にも連絡が行っているはずですが？」

「ああ、来ていたな。紋もん切きり型がたの、どうでもいい報告がな。ふむ、仕方ないな。署長に連絡してくれ。京都、四し方ほう家一門の者だと。署長が不在なら長官か総そう監かんにでも連絡して同じ事を言えばいい。大体それで分かる」

　まるで映画に出てくる秘密捜査官のような口ぶりに、警察官は呆あつ気けにとられるばかりだ。幸か不幸か現在、署長は在席中。ちょっと待てと真実に言うと、受付デスクに歩み寄り、署長に内線で連絡した。

　京都、四方家の名を聞いた瞬間、内線に出た署長の口調が変わった。

　すぐにこちらへ寄よ越こせ。失礼のないようにな。

　一体、何が起きているのか。狐につままれたような顔のまま、その警察官は楸真実を署長室に案内した。




「パティ・モーントシュタインです。よろしくお願いいたします」

　そう言うと赤毛の少女はぺこりと頭を下げた。

「え～～、モーントシュタインさんは、入学試験には合格していましたが、家庭の都合で入学が遅れておりました。二ヶ月遅れですが、皆さんと同じ新入生です。仲良くしてあげて下さい」

　担任教師がそう赤毛の少女を紹介する。パティと紹介されたその少女は、顔を上げたものの、別段愛あい想そを振りまくわけでもなく、どこかぼんやりとした表情で教室を見回しているだけだ。

「外国人だぜ、外国人？」

「どこの国の人かしら？」

　教室内から聞こえてくるそんな囁ささやきに担任は付け加えた。

「モーントシュタインさんは、お父さんがドイツ人。お母さんが日系のロシア人という事です。日本語については問題ありませんが、こちらで暮らすのは初めてだそうなので、分からない事があったら、皆さん教えてやって下さい」

「あの～～、それはいいんですが。先生……」

　少し遠えん慮りよがちに手を挙あげながら浩こう助すけが言った。

「こういうって、普通は朝のホームルームでやるもんじゃあないですか？　なんでまた帰りのホームルームに？」

「いやぁ、それはだな……」

　少し困った顔の担任に代わり、パティが自分から説明する。

「実は私、日本に来たばかりでまだ時差ボケが抜けていないのです。それで今日は無理を言って夕方にして貰もらいました」

　簡単な自己紹介くらいでは分からなかったが流りゆうちょうな日本語だ。また浩助の質問をちゃんと理解したという事は、リスニングも問題ないと見ていいだろう。

　あの子、この前バス停の所で寝こけていた女の子じゃないか……。

　見た顔だなと思っていた健けん児じは、ようやくそれを思い出した。ちらりと主人のいない席へ視線を送る。そこは梅花の席。梅花は今日、退院の予定だ。通学は明日から。確認してみたくとも、それは明日まで待たねばならないだろう。

「それでは、モーントシュタインさん。明日から席を用意するので……」

　担任の言葉に構かまわず、パティはいきなり机の間へ足を進めた。そしてそのまま健児の横へと歩み寄る。

　驚いた健児が見上げていると、パティは相変わらずどこかぼんやりとした表情で言った。

「この前は恥ずかしいところをお見せしてしまいましたね」

「あ、やっぱりそうなの？」

「なに、健児。お前、この子知ってるの？」

　浩助に限らず、教室内が色めき立つ。

「いや、違うんだよ。この前、通学路の途中にあるバス停で寝ている所を見かけただけで……」

「はい、私は時差ボケが酷ひどくて未いまだに昼間眠くなってしまうのです。今は夕方なので、割としゃきっとしていますが」

　いや、あまりしゃきっとはしていないだろう。ぼんやりとした表情のパティに、そう突っ込みを入れたくなるのを懸けん命めいに堪こらえる健児である。

「それはそうと、あの時のお嬢さんは同じクラスではないのですか？　外国の方のようだったので、こちらの生活習慣について何かとお聞きしたい事があったのですが」

「あぁ、梅花の事？　このクラスだけど、今日は休みなんだ。それに梅花はお祖じ父いさんがドイツ人というだけで、生まれてから日本を離れた事はないよ。あんまり参考にはならないと思うんだけど」

「そうですか……」

　そう言うとパティは小首を傾かしげ、ぼんやりとした表情のまま何事か考え込む。

「それではごきげんよう」

　出し抜けにそう言うと、パティは踵きびすを返して教卓の横へ戻って行ってしまった。

「……変な子だ」

　浩助がそうつぶやくのが健児の耳に届いた。




「警察には協力を約束させた。病院にも手を回しておいたと……。しかし私たちの目の届く所で、それだけの仕掛けを嚙かましてくるとは。黒幕はただ者とは思えんな」

　日曜日に梅花が事故に遭ったのと同じ経路を辿たどりながら真実はそうつぶやいた。平日の午後という事もあり、人では事故当日よりも少ないが雰ふん囲い気きは摑つかめる。それに加えて真実は健児と梅花が見たのと同じ映画も見てきたのだ。

　最後までは見る事はなかったが、おおよそ目的は達成された。映画の中でヒロインが、夕暮の橋の欄干にもたれ掛かり、主人公に告白するシーンがあるのだ。

「なるほど。あんなシーンを見せられちゃ、年頃の女の子なら真ま似ねしたくなっても仕方ない。問題は彼女があの映画を見る事を知っていたのは誰か。知ってからすぐに行動したとしても、どうやったかだな」

　そして真実は見戸川に架かるその橋のたもとに来た。橋は全面的に封ふう鎖さされ、欄干の付け替え工事が行われている。

「それに欄干に寄り掛かるとは限らない。他の場所にも仕掛けをしていた可能性がある。最終的に欄干を壊したのは、誰か隠れていた人間かも知れないが、他の市民も犠牲になる可能性があったわけだ」

　川辺を通る道へ歩ほを進め、見戸川の水面を見下ろしながら真実はつぶやいた。

「剣けん呑のんな奴らだな」




「梅花は明日から登校できるんでしょう？　本当、大した事なくて良かったわ」

　放課後、校舎を出て校門へ向かう途中、冴さえはそう言った。

「もしも梅花に何かあったら私の責任だもんね。聞いた時はどうしようかと思ったわよ」

「……なんで冴の責任になるんだ？」

　冴と愛まな花かの企たくらみを知らない健児は首を傾げてそう尋たずねた。

「いやいや、何でもない何でもない。こちらの話」

　にやにや笑いながら冴はそう誤ご魔ま化かした。

「お見み舞まいに行けなくて申し訳ありません。なにしろ急な事だったので」

　白さ弓ゆみが申し訳なさそうにそう言った。

「大丈夫だよ、蘇す芳おうさん。そもそもそんな大層な怪け我がじゃないし」

　そう答えながらも健児は自問する。『本当にそうなのか？』。医者は一度は死亡したと判断したのに。本当に診断ミスで梅花は生きていたのか、それとも健児が行った魄はく力りきの注入で生き返ったのか。もしも魄力によって生き返ったのなら、梅花の身に今後何があるのか分からない。

　もしかしたらこれからも定期的に魄力の注入が必要になるかも知れない。そう考えて魄力のチャージだけは続けているが、果たしてそれが本当に役に立つかどうかも分からないのだ。

　相談できる相手といえば超ちよう科か学がく的てき先輩こと岸きし田だ粒たま子こくらいだが、何から説明していいのか、それを考えるだけで気が重い。結局、粒子とは顔を合わせづらく、事故の後は梅花の面めん倒どうを見に行くと言って、クラブ活動はさぼっているのだ。

「それにしても今日の午前中に退院だったんだろう。迎むかえに行かなくても良かったのかよ？」

　浩助がそう尋ねた。

「小お父じさんと愛花ちゃんが行ってるし大丈夫だろう。ただちょっと気になる事が……」

　健児がそう言いかけた時だ。ポケットに入れた携帯がバイブする。取り出してみると発信者は梅花。まだ校内なので携帯に出る事は躊躇ためらわれるが、もう放課後だし、それに相手は今日退院したばかりの怪我人だ。

　大目に見てくれるだろう。そう考え健児は携帯に出た。

「あ、健児？」

　声からは変わった様子はない。いつもの元気な梅花だ。

「あのさ、ちょっと聞きたいんだけどいいかな？」

「あ～～、まぁいいよ」

　またか……。健児はふと不安を覚える。あの事故の後から、梅花にちょっとした異変が起きているのだ。

　それがこれだ。

「明日から普通通りに登校してもいいんだよね。あたし」

「お医者さんも大丈夫って言ったんだろう？」

「うん、まぁ……」

　携帯電話の向こうの梅花は少し迷っているようにも思える。

「でも一応、健児に聞いておかなきゃと思って」

「いや、だからさ。医者が大丈夫って言っているんだから問題はないじゃないか」

「そうじゃなくて！」

　少し焦じれたように梅花は言う。

「あたしは健児に聞きたいの！　結局、健児はあたしにどうしてほしいの？」

「どうしてもこうしても……。そりゃ、明日から普通通り登校してほしいよ」

「……Gern」

　電話の向こうにいる梅花が、聞き慣れぬ外国語のようなつぶやきを洩もらした。

「うん、分かった」

　しかし健児がそのつぶやきについて言及する暇もなくあっさり梅花は引き下がる。

「あぁ、そうだ。いま蘇芳さんと冴、優ゆう香かもいるんだけど、なんか話すか？」

「話してもいいの？」

　おかしな事を言うな？　怪け訝げんに思いながらも健児は答えた。

「別に構わないだろう」

　そして少し早足になり、校門から外に出ると白弓や冴たちの方へ自分の携帯を差し出す。

「梅花が話したいって」

「まぁ私は昨日も電話で話したけど。蘇芳さん、話す？」

「そうですね。お見舞いにも行けませんでしたから」

　白弓は健児から携帯を受け取り、しばしそれをしげしげと見つめてから梅花と話し始めた。

「次、俺ね。俺！」

　そう言う浩助に笑いながら、白弓は見舞いに行けなかった事を謝あやまると、梅花と話し始めた。

「なによ、気になる事って？」

　電話が来る前の話を覚えていたようだ。白弓の側で携帯から聞こえてくる梅花の声に耳を澄すませている浩助と優香に構わず、冴は少し厳しい表情をしていた健児にそう尋ねた。

「あぁ……。ちょっと変なんだよ、梅花。昨日も俺に電話かけてきてなぁ。医者が明日退院してもいいって言ってるけど、どうしようかって聞いてきたんだよ」

　健児のその言葉に冴は、あぁやっぱりという顔をしてみせる。

「私も電話で聞いた。なんか時々、健児から何か言って貰わないとどうしていいか分からなくなるって。お医者さんにも相談したけど、なんか事故直後で恐怖心が残ってるだけじゃないかって」

「まぁそんなところだろうなあ」

　本当にそうなのか？　冴への答えとは裏腹の自問をする。ひょっとして魄力が何か思わぬ作さ用ようを及ぼしてしまったのではないか。

「はい、それでは皐さつきさんに代わりますね。皐さん、どうぞ」

　話が終わった白弓は冴に携帯を差し出した。




「遅いぞ～～！」

　梅花は玄関から出てきた健児にそう声を掛ける。それはまさに健児の願った普段通りの梅花の姿。健児はホッと胸をなで下ろして答えた。

「遅いっていつもどおりじゃないか」

「いつも遅いって言ってるのよ。はい」

　そう言うと梅花は自分の通学鞄かばんを健児に向かって差し出す。持って行けという合あい図ずだ。それもいつも通り。

「あたしは昨日退院したばかりなんだからね。これくらいは気を遣って貰わないと」

「はいはい。分かりました」

　やっぱり死亡判定は医師の診断ミス。魄力は関係なかったのだろう。またこれまで通りの日常が始まるんだ。健児はそう思いながら梅花の通学鞄を受け取った。

「さて、なんか学校も久しぶりな感じね。転校生が来たんだよね。外国人なんでしょ？」

「あぁ、それなんだけど……」

　梅花は健児の返答を待たず、一つ大きく伸びをしてから、玄関前の石段を飛び降りた。その時だ。腰に付けたハンドベルがちりんと鳴った。

「……と」

　一瞬、梅花の顔から表情が消えた事に健児は気付かなかった。

「その転校生、先週の朝、バス停で寝ていた子なんだよ。なんか時差ぼけ……。どうした？」

　ぼんやりと無表情で立ったままの梅花に、健児は訝いぶかしげに尋ねた。

「Was werde ich machen?」

「は？」

　無表情のままそうつぶやく梅花に健児は戸と惑まどう。

「なんだよ、寝ぼけてるのか？　さっさと登校しないと遅れるぞ」

「Gern. 登校します」

「登校しますって、当たり前だろう？」

　首を傾げる健児に、いつもの表情に戻った梅花が答える。

「なに言ってるのよ。遅れそうなのはあんたの方じゃないの！　行きましょ」

　梅花は自分の行動を特におかしいとは思っていないようだ。すぐに鼻歌交じりで通学路を歩き始める。

　やっぱり、なにかおかしい。

　健児はそんな梅花の後ろ姿に眉まゆをひそめていた。




「玖く鈴りんさんでしたね。ご先祖が同じ国の出身というよしみもあります。ご一緒しませんか？」

　体育の授業になり、梅花にそう声を掛けてきたのはパティ・モーントシュタインだった。

「ええ、いいわよ。モーントシュタインさん」

「パティで構いません。モーントシュタインでは呼びにくいでしょうから」

　そう言って二人は笑みを交かわす。

　今日の女子体育は器き械かい体操。まずは二人で組んで柔軟体操という事になっている。

「なんか事故に遭われたそうですが、身体の方はもう大丈夫なのですか？」

　柔軟体操をする梅花の背を押しながら、パティがそう尋ねた。

「うん、無理をしなければ大丈夫だって。それにずっと病室で寝ていただけだから、身体が硬かたくなってしょうがないわ」

「そうですか」

　そう答えるパティはやはり眠そうな様子だ。

「大丈夫？　時差ボケって長く続くのね」

「人によって違うようですが、私の場合、随ずい分ぶんあとを引くようです。玖鈴さんの怪我ほど大した事はありません」

「あたしだって大した事はないわよ」

　そう言って梅花はまた笑い返した。

　柔軟体操が終わり、まずは平均台となる。一人二人と順番に平均台に乗っていく。

　一緒に組んで柔軟体操をしていた事もあり、パティは梅花の一つ前の順番。そのパティが平均台に登りかけた時だ。突然、平均台がきしみ、そして脚きやく部ぶから壊れてしまったのだ。

「きゃ」

　平均台に体重を掛けていたパティはバランスを崩し、小さな悲鳴を上げてすぐ後ろにいた梅花の上に倒れ掛かる。反射的にパティを受け止めようとした梅花だが、そのまま一緒に体育館の床の上に倒れ込む。

　梅花はぐきっと嫌な音が右の手首の辺あたりから聞こえたような気がした。ちょうどパティが梅花の右腕に覆おおい被かぶさるようになった為ためだろう。

　それと同時に鈍い痛みが走る。

「だ、大丈夫ですか。玖鈴さん!?」

　さすがにこうなるとぼんやりした顔もしていられない。パティは慌てて起き上がると梅花の顔を覗のぞき込む。

「玖鈴さん？」

「梅花！」

　白弓と冴、それに体育教師も血相を変えて梅花の側に駆け寄ってきた。

「うん、大丈夫。ちょっと手首ひねったみたいだけど」

　少ししかめ面つらをして梅花が右手を掲かかげる。

「保健室に行った方がいいと思います。なんか変な音がしました」

「大丈夫だって。それよりパティさんは平気？」

　逆に梅花からそう尋ねられて、パティは一時、当惑したようだったが、すぐにいつもの少しぼんやりとした無表情に変わると肯うなずいた。

「はい、私は。それよりも玖鈴さんが心配です」

「だからあたしは大丈夫だって。ほらね」

　そう言うと梅花は掲げた右手を振ってみせる。確かに痛くも何ともない。

　おかしいな。梅花は自分の右手首を不思議そうな顔で見つめた。鈍い音が聞こえたようだし、てっきり捻ねん挫ざくらいはしたかと思ったんだけど……。

　まぁ、いいか。きっと事故のせいで神経質になってるだけなんだろう。

　そう考え梅花は立ち上がった。

「それにしてもあんた呪のろわれているんじゃないの？」

　ほっとしながらも呆あきれたような顔で冴がそう言った。

「あ～～、こりゃ平均台は駄目ねえ」

　壊れた平均台を覗き込んだ体育教師は首を傾げた。脚部を留とめているボルトが折れているのだが、その断面は破断したというよりは、鋭い刃は物もので切断されたかのように平へい滑かつなのである。

「それじゃ平均台は止やめにしてマット運動にいきましょう。でも大事なくて良かったわほんと」

　体育教師は生徒たちを見回してそう言った。




　その日の授業は、それ以外はさしたる問題もなく終わった。

　そして下校時間。健児はいつものように、梅花と冴、優香に浩助たちと校門へと歩いていくところだった。白弓は今日、委員会の仕事があるので、健児たちとは別行動だ。

「でもそんな人には見えないもん！」

　冴の言葉にやにわに優香が声を上げる。

「だからさぁ、私も断言してるわけじゃないでしょ。そう見えたって言うだけよ」

「またさっきの話か」

　健児は少し嫌な顔をする。冴が言うには体育の授業の時、パティがわざと梅花の上に倒れかかったように見えたというのだ。

　昼休みから冴はその話をしている。そしてその度に梅花や優香にたしなめられているのだ。

「冴も案外疑り深いのね。あれはただあたしがドジっただけよ」

　そう言って梅花も笑った。

「だよなあ、あんな可か愛わいい子がそんな意地悪するはずないだろ」

「可愛いか、可愛くないかは関係ないでしょ。でもまぁ……、う～～ん。確かに私の考え過ぎかもねぇ」

　一応、浩助に反論してから冴も引き下がった。しかし間の悪い事に、話題の当人が校門脇の生いけ垣がきの辺りでなにやらうろうろしているのだ。

「パティさん、どうかしたんですか？」

　梅花の方からそう声を掛けた。

「この辺でホテルの鍵かぎをなくしてしまったんです。携帯を取り出そうとした拍ひよう子しに、ストラップに引っかかってどこかに飛んで行ってしまいました」

「ホテルの鍵？」

　鸚おう鵡む返しに聞く梅花にパティは答える。

「はい。私、まだ住宅の手配が済んでいないので、駅前のホテル住まいなのです」

「あ～～、そういえばそんな事言っていたわね。一緒に探そうか」

　多少は後ろめたい気持ちがあるのか、冴がそう言った。

「皆さんお帰りになるんでしょう？　ご迷惑は掛けられません」

「大丈夫よ、そんなに時間がかかるわけでも……」

　そう言って生け垣に入ろうとする梅花だが、小枝に掛かりそうになったスカートを直す時、腰に付けたハンドベルがちりんと鳴った。その瞬間、また梅花から表情が消える。そしてしばしぼんやりとした後、健児の方へ振り返って抑揚のない口調で言った。

「Was werde ich machen?」

　外国語だ。それも英語ではないらしい。健児たちは怪訝な顔を見合わせるが、パティが横から助け船を出す。

「ドイツ語です。日本語だと『何をしましょうか？』というような意味ですね」

「何をするも何も、探すんだろう？　パティさんが泊まっているホテルの鍵を」

　訝りながらそう答えた健児に、梅花の面にパッと感情が戻る。

「Gern. ……それでいいのね？」

「自分から言い出したんじゃないか」

「うん、まぁそれはそうなんだけど……？」

　首を傾げながら梅花は生け垣の間に入り込んだ。そんな梅花にパティが言った。

「あの玖鈴さん、まだ身体の調子が悪いのではありませんか？」

「平気平気、たまに頭がぼ～～っとするだけだから」

「それ危なくない？　またお医者さんに診て貰ったらどうなの」

　心配げな冴に梅花は答える。

「うん、まぁそのうちにね」

　曾そう祖そ父ふ、祖父がドイツ人という事もあり、梅花は簡単な日常会話程度のドイツ語は喋れる。出し抜けにドイツ語を口にした梅花に、健児たちは訝りはしたもののそれ以上は詮せん索さくしようとはしなかった。だがしかしパティだけは何かを確信したように、梅花に鋭い視線を送っていた。

　梅花に倣ならって、健児たちも生け垣に入ってホテルの鍵を探す。程なくして目的のものは見つかった。

「見つけた～～！　こんな所にあったよ」

　見つけたのはもっとも期待されていなかったであろう優香。どうやら枝に引っかかっていたようだ。みんな下に落ちているだろうと地面ばかりを見ていて気付かなかったらしい。

「ありがとうございます。友とも利りさんでしたね。申し訳ありません」

　屈かがんでいたパティが立ち上がり、優香の方へ歩み寄ろうとする。その時、少しバランスを崩してよろめいてしまう。

「パティさん、大丈夫!?」

　見ていた梅花が駆け寄ろうとしたその瞬間だ。梅花は膝ひざの上辺りに何か引っ張られるような違和感を覚える。そして何か温かいものが膝頭を伝わる感触と同時に、鋭い痛みが走った。

　今度は梅花がよろめき、パティが駆け寄る番だった。

「いたたたた……」

　梅花は思わず顔をしかめる。













「どうしました、玖鈴さん。……血が出てますよ？」

　パティの言う通りだ。右足の膝の少し上辺りに、かなり大きな傷ができそこから血が溢れている。

「きゃあ、血、血、血!!　大丈夫!?」

　気の小さい優香は半分パニック状態だ。

「どうしたのよ？　ちょっと引っかけたくらいじゃこんな大きな傷にならないでしょ？」

　やはり梅花の側に駆け寄った冴が、ちらりとパティに疑惑の視線を向ける。しかし梅花が膝を切った時、パティは少し離れた所にいた。健児たちも周囲にいたし、その目を盗んで切りつける事ができるとも思えない。

　もっともそれはパティがあくまで常人であるという前提に成り立つ話ではある。

「きっと枝か何かで切ったのよ。大丈夫だって」

　梅花はそう言うが、ソックスが血で染そまる程、出血している。

「救急車を呼びましょうか？　日本の救急車は無料でしたよね」

　携帯を手にパティが心配そうに尋ねた。

「平気よ。これくらいで救急車呼んでいたら、本当に大怪我した人が大変よ」

　本人の言う通り救急車を呼ぶほどではないものの、このまま帰るには少し心配な状態だ。

「今ならまだ楸先生いるだろう。保健室に寄っていくか？」

「大丈夫だって」

　心配そうにそう言う健児に梅花は意地を張ってみせる。しかし立ち上がり、またよろめいた拍子に、腰のハンドベルがちりんと鳴った。その途端、梅花は一瞬、無表情になり健児へ尋ねた。

「Was werde ich machen?」

　またドイツ語だ。しかし言ってる言葉が先程と同じという事は健児にも分かった。

「……、いや、だから保健室に行こうかって」

　やはり今日の梅花は普通ではない。健児はそんな梅花に不安を覚え始めていた。

「Gern. それでは保健室に寄って行きます」

　健児の言葉に梅花は素直に肯いた。

「ほら、摑つかまれよ」

　肩を貸そうとする健児に、梅花はいつもの勝ち気な表情に戻ると言った。

「だから大丈夫だって言ってるでしょう！」

　そう言うと自分で生け垣から出ると、校舎の方へ向かって歩き出してしまった。到底、今しがた膝の上を派は手でに切ったとは思えない足取りだ。

「私もご一緒します」

　そう言うパティに健児は笑いながら言った。

「いや、俺たちがついてるから大丈夫だよ。それにパティさんは、今日が実質登校一日目だろう？　疲れてるだろうから早めに帰った方がいい。時差ボケもあるんでしょう？」

　パティは意表を突かれたようにきょとんとした顔でしばし健児を見つめていたが、やがて小さく肯くと答えた。

「そうですね。それでは失礼いたします」

「また明日」

「元気でね～～！」

「今度デートしましょうねえ」

「時差ボケ早く直すのよ」

　校門に向かうパティに、健児、優香、浩助そして冴が声を掛ける。パティは少し後ろめたそうに肩ごしに一いち瞥べつをくれると、小さく手を振って見せた。

「あれ？　梅花、もう校舎に入っちゃうよ」

　冴が振り返ると、梅花はすたすたと校舎に入っていくところだった。

「まったく忙せわしないんだから」

　そうぼやきながら健児たちは慌てて梅花の後を追いかけた。健児たちが梅花に続いて校舎に入るのを確認すると、パティは校門の陰から生け垣の所へ戻ってくる。

「少し、残念ですね」

　そうつぶやくとパティは生け垣に植えられた木の枝の間から何かを回収する。注意して見ないとよく分からないほど細い半透明の糸。それにはわずかばかり乾きかけた血がこびりついている。

「また明日か……」

　明日にはきっとパティ・モーントシュタインなる生徒はいなかった事になっているだろう。もう一人のある女子生徒と共に。




「どうって事はない。傷口はもう塞がってるぞ」

　梅花の怪我を診た楸真実はそう言った。驚いたのは梅花本人よりも、周りで見ていた冴や優香たちだった。

「ええ!?　でもこんなに血が出ているんですよ！」

　冴の言う通り梅花のソックスは痛々しいほどに血で染まってる。

「まぁ出血が酷かっただけで、傷そのものは大した事はなかったんだろう」

　消毒薬を染みこませた脱だつ脂し綿めんで、真実が血を拭き取ると、確かに梅花の膝の傷口は粗あら方かた塞がっているのが見て取れる。

「そんなに痛みは感じなかったし、楸先生の言う通りみたいですね」

　梅花はほっとしたようにそう言った。

「そうだな。これなら歩いて帰れるだろう。あぁ、それから荒あら城きくん」

　やにわに真実は健児へと声を掛ける。

「君、日曜日に玖鈴さんが怪我をした時、側にいたんだろう？　ちょっと事情を聞きたいんだが。いや、校長から教育委員会に出す書類を作成してくれと頼まれたものでな」

「それならあたしが……」

　座っていた椅い子すから立ち上がりかけた梅花がそう言う。

「いや、こういうのは本人よりも側にいた人に聞いた方がいいんだ。あぁ、君たちは念の為、玖鈴さんについていってくれ。何しろ退院したばかりだからな」

「でも……」

　まだ梅花は納得できないようだ。不服そうな顔のまま立ち上がった時、また腰のハンドベルがちりんと鳴る。それと同時に健児が言った。

「俺の方からちゃんと説明しておくから、梅花は先に帰っていいよ。退院したばかりだし、まだ本調子でもないだろう？」

　一時、梅花はそんな健児を無表情で見つめた。健児たちは気付かなかったが、真実はそんな梅花の様子に何かを感じ取ったようだ。

「Gern. じゃあ先に帰ってる。行こう、冴、優香」

　顔に表情を取り戻すと梅花はそう言った。

「ゲ……。え、梅花。いまなにか言った？」

　梅花が口にした単語に冴は首を傾けるが、当の本人も何の事か分かっていないようだ。

「ああ、俺も俺も！」

　保健室の戸に向かう梅花を、慌てて冴と優香、そして置いて行かれそうになった浩助が追いかける。

「それじゃお先に失礼します。健児、ちゃんと説明しておいてね」

「あぁ、任せておけ」

　健児の答えに梅花は微笑ほほえみを返すと、みんなと一緒に保健室を出て行った。健児は真実の前にある椅子に座り直すと改めて尋ねる。

「それで報告書って、具体的にはどんな内容……」

　そんな健児の言葉を遮さえぎり真実は答える。

「あぁ、あれか。あれは噓だ」

「……はい？」

　唐とう突とつな言葉に健児は狸たぬきに化かされたような顔になる。そんな健児に真実は本棚に入った本の間から取り出した、一枚の古びた写真を差し出す。

「私は回りくどい話は苦手でな。まずこれを見てくれ」

　すでに退たい色しよくが始まっているその写真には、数人の男女が写っていた。後ろには木造のかなり立派な建物。中央に立つのは白衣を着た外国人の老人。さらには年齢も性別も様々な日本人たちが写っている。老人と数人の日本人が白衣のようなものを着ているところからして、何かの研究施設の前で撮とられた記念写真のようだ。

　健児はそこに写る外国人の老人に見覚えがあった。

「これは、梅花のお祖父さん!?」

　梅花の祖父、ラルフは健児たちが小学校に入った頃に亡くなっている。あまり写真を撮られる事を好まず、梅花の自宅にもろくに残っていないのだが、その老人は健児の記憶にあるラルフに間違いなかった。

　その健児に真実が言う。

「ラルフ先生の前にいるのが私だ」

「これ、楸先生なんですか？」

　ラルフの前に立つ中学生くらいの少女。言われてみると確かに真実の面おも影かげがある。

「でも一体なんで楸先生が、梅花のお祖父さんと……」

　健児のその質問には答えず、真実は逆に聞き返す。

「荒城くん、君は玖鈴さんに何をした？」

「何をって……」

　まさか魄力の事か？　真実に話したものかどうか、健児は戸惑う。そんな健児に真実は鋭い視線を送りさらに繰り返す。

「あの怪我、出血が止まるのも、傷口が塞がるのも早すぎる。それに昨日、玖鈴さんが担ぎ込まれた病院で担当の医師とも話してきた。彼女、医学的には死んでると言ってもよい状態だったそうだ。データから判断してもそれは間違いない」

「でもそれは誤ご診しんだったんじゃ……」

　言いかける健児をまた真実が遮った。

「一応、そうなってるがね。……荒城くん。君は実み山やまで何かを見つけたんだろう？　どうだ、違うか」

　これはお手上げだ。隠し通す事はできそうにない。しかし考えようによっては僥倖とも言える。

　真実は実山の地下にある施設について何か知ってるようだ。もしかすると相談相手になってくれるかも知れない。

「見つけました。色んな資料と機材と……。その中に魄力車という機械があって、それは……」

「魄力車にチャージした魄力を死者に注ぎ込むと蘇そ生せいする。君は玖鈴さんが死んだと聞いて、それを実行したのか？」

「……はい。でもそれで梅花が生き返ったのかどうかは、分かりません。偶然かも知れないじゃないですか」

　やはり真実は魄力の事を知っていた。健児は観かん念ねんしてそう答えた。健児の告白に真実は厳しい顔のまま嘆たん息そくする。

「いやはや、困った事をしてくれたものだな。荒城くん。いや、茂も狩がり健児くん」

「いえ、俺の苗みよう字じは荒城……」

「私は君の曾ひいお祖父さんも知っていてね。まぁ子供の頃の話だが……、ほら」

　そう言うと真実はまた本棚の間から本の間に挟まっていた写真を取り出し、健児に向かって差し出した。

　先程の写真よりもさらに古いようだ。何しろ白黒写真である。そこには壮そう年ねんの男性が一人で映っていた。

　何かの記念に昔の写真館で撮ったもののようだ。紋もん付つき袴はかまで正装した男性が、いかめしい顔つきでこちらを見つめている。

「これ、確かに俺のひいじいちゃんです。なんで先生が……」

　健児の曾祖父、力つとむは健児が生まれる前に亡くなっていた。無論、健児には力の記憶はない。力もやはり写真嫌いだったが、さすがに両親の結婚式の記念写真などには写っており、その姿と渡された写真の男性は確かにそっくりだった。

　何気なく裏をめくってみた健児は、そこに名前と短い文章が書かれている事に気付いた。

　茂狩主税ちから。楸家の皆さまへ、お世話になった感謝を込めて。

　達たつ筆ぴつな文字でそう書かれていたのだ。その筆跡は実山の地下施設にあった、数多くの資料に書き込まれていた文字とよく似ているようにも思える。

　そんな、まさか……。

　いや、待て。確かにあり得る。むしろそう考える方が自然じゃないか。なんで今の今までそんな簡単な事を思いつかなかったんだ。

　あの地下施設には、俺と梅花の曾祖父たちが関わっていたんだ。

「荒城くん。君の本当の苗字は荒城じゃない、茂狩なんだ。そして玖鈴さんもドイツ名のクリンゲルが本当の苗字ではない。本来の名はクリューガー。私はそちらの写真に写ってるラルフ・クリューガー先生の最後の教え子の一人なんだよ」

「でも何の教え子なんですか？　梅花の曾お祖父さんはドイツから日本に来て化学の教師をしていたそうですが、ラルフさんは別に何か教えていたという話は聞いてません」

　そんな健児に苦笑しながらも、真実は鷹おう揚ような態度で言った。

「君も相当鈍いね。茂狩くん。君がやった事を考えれば、クリューガー先生と茂狩先生が何を研究していたのか、想像が付こうものだろう」

「でも、そんな事……、あり得ません。それに、それに俺は茂狩じゃない……」

　額に脂汗が浮かぶのが自分でも分かる。

　そんなはずはない。そんな事はあり得ない。それに仮にそれが事実だとしたら、梅花はやっぱりあの時に……。

「現実を認めろ、茂狩健児くん。君と玖鈴さんのお祖父さん達は、死者を蘇生させる手段を研究していたんだ。不老不死の、完全服従する兵士としてな」
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　それはキ術じゆつと呼ばれる。

　キには『鬼』『貴』『忌』という漢字が当てられる事もあるが、それは厳密に言うと正しくはない。

　あくまで『キ』術なのだ。なぜならばその術じゆつ法ぽうは、漢字が大陸より伝来するはるか以前に、日本国内で生み出されたものだから。今となっては本来、何を意味する言葉だったのか分からないが、その頃より『キ』と呼ばれていたのは確かだ。

　後世になり似た発音の漢字を当てはめる事もあったが、それが本来の意味を正しく表現しているとは思えない。

　キ術はあくまでキ術なのである。

　魏ぎ志し倭わ人じん伝でんには邪や馬ま台たい国こくの卑ひ弥み呼こが鬼き道どうなる術法を操あやつり国を治めたという記述がある。その鬼道とキ術が同じものとも推測できるが、これもまた確固たる裏付けがあるわけでもない。

　そもそもキ術は日の当たる場所へ出てくるような術法でもない。その存在を知るものは極ごくわずか、一握りの人々。

　それもそうだろう。キ術の最終的な目的は人間を、死者を、命を、魂を自在に操ろうとするもの。その存在からして禁きん忌きの術法なのである。

　だからこそ、例え禁忌であってもその力を手しゆ中ちゆうにしようとする人間は絶たえず、またキ術を伝承する人々も、そんな連中を利用して術法の研究を続けて来たのだ。




「そういう事だ。茂も狩がりくん。君の一族は曾ひいお祖じ父いさんの代までキ術という特別な術法を伝承、研究してきた。一方クリューガー博士は西洋の錬れん金きん術じゆつやホムンクルスの研究をしていた。当時のファシストたちは彼らに完全服従する不ふ死じ身みの兵士の研究を命じたわけだ」

「その結果が魄はく型がた……」

　真ま実さねの説明と、実み山やまの地下にあった実験施設に残された設備、資料。それらはぴたりと符ふ合ごうする。

「しかしそれも完全ではない。色々と不ふ都つ合ごうがあってな。軍部の要求通りのものができないうちに終戦を迎むかえてしまったわけだ。私は茂狩先生やラルフ先生からキ術や魄はく力りきについて勉強していたが、それも初歩的なものに過ぎない。しかし一応知識はある」

「じゃあ梅もい花かは……!?」

「もう少し調査しないと断定的な事は言えないが、おそらくは君の思ってる通りの状況だろう。だが健けん児じくん、それよりもいくつか気になる事があるんだ」

　そう前置きしてから真実は続けた。

「見み戸と川がわの事故、人為的に仕組まれたものかも知れない。私は君に魄力を使わせようとしたんじゃないかと踏んでいるんだが。なにか心当たりがあるか？」

「心当たりって……」

　まさか？　梅花が怪け我がをする直前の冴さえの言葉を思い出す。

「昨日、うちのクラスにパティ・モーントシュタインという転校生が来たんです。さっきの怪我もパティが泊とまってるホテルの鍵かぎを探している時に起きた事で……」

「モーントシュタイン？　ドイツ語で月げつ長ちよう石せきだと……。しまった、理事会の奴らめ！　私に断りもなく転校を認めるとはな!!」

　机をバンと叩くと真実は立ち上がった。

「健児くん。すぐに玖く鈴りんさんを追いかけるぞ。そのモーントシュタインが怪しい!!　多分、君たちの事も監視していたはずだ」

「でも学校がちゃんと転校を許可したんじゃあ……」

「この学校は色々と裏があってな。詳しくはいずれ話す」

　そう言うなり真実は白衣を脱ぎ捨てると、机の脇にあったバイク用ヘルメットを手に取った。




　冴と優ゆう香か、そして浩こう助すけの家は梅花とは反対側。梅花は学校を出た後、冴たちと別れ、後は一人で帰途を急いでいるところだった。

　梅花の通学路は実山をずっと迂う回かいする形になる。人通りはあまり多くはないが、それでもたまに農作業を終えた人々や軽トラックが通り過ぎる。

　その人通りがたまたま途切れ、道が覆おおい被かぶさる雑ぞう木き林ばやしの陰となるその場所で、何ものかが梅花を待ちかまえていた。

　紅くれないといってもそれは夜に飲み込まれる直前の夕ゆう暮ぐれの色に近い。即すなわち黒に近い紅べに。見ようによってはどす黒く変色した血のようにも思える。

　そんな色のマントを羽は織おった一人の少女。その髪はマントの紅とは対照的に燃えるような赤。

　その姿に梅花は足を止やめる。なぜそこにいるのか、なぜそんな格好をしているのか訝いぶかるものの、決して恐怖心は抱いていない。

「あの、パティさん？　どうかしたの」

　そうだ。梅花の前に現れた赤毛の少女はパティ・モーントシュタインその人だ。

　しかしパティの雰ふん囲い気きは学校にいた時とはまるで違う。学校ではどこかぼんやりとしていたパティだが、いま無言で梅花を見つめるその視線は冷徹でとりつく島がない。

　その気迫に梅花は数歩後あと退ずさってしまった。

「残念です」

　しばしの後、パティは言った。口調もまた身にまとう気け配はいと同様、氷のように冷たく響ひびく。

「まだあなたが生きてる時に知り合えれば、お友達になれたかも知れませんのに……」

「な、なに言ってるのよ。あたしまだ生きてるじゃないの？」

　冗談を言ってるとも思えない空気だ。梅花は後ろに下がりながらもそう答えた。

「いいえ、玖鈴梅花。あなたは死んでいるんです。この前の日曜日、見戸川に落ちてあなたは死にました。今のあなたは動き回る死体に過ぎません。そして私の使命は、今のあなたのような祝福されざる命を土と風に返す事」

「どういう意味よ、パティさん。あれはお医者さんの間違いだったんでしょう。それに祝福されざる命とか何とか、わけ分かんないわよ！」

「いま教えて差し上げます」

　そう言うとパティはマントの下から手を差し上げた。その先に握られてるのは、ガラスのような半透明の物質でできているナイフ。

「ちょっと、冗談は止やめてよね！」

　パティが本気だという事は梅花にも感じ取れていた。しかし何をしようとしているのか、そして自分がどうしてこんな目に遭あわなければならないのか。その辺はさっぱり分からず、ただ混乱するだけだ。

　何気なく近づいているだけのようだが、パティはしっかりと計算尽ずくで梅花を追い詰めていた。いつのまにか梅花は実山の斜しや面めんを背にするようになっていたのだ。

　このままじゃ駄目だ。何とかしないと。梅花は考える。少し走れば家がある。大声を出せば誰か来てくれるだろう。

　そう考えた梅花は通学鞄かばんをパティに投げつけると同時に走り出した。

「無駄な事を！」

　パティは難なく通学鞄を躱かわすと、素す早ばやい身のこなしで梅花の前に立ちふさがる。梅花が恐怖に顔を強こわ張ばらせ、足を止めたその瞬間だ。

　腰に付けたハンドベルがちりんと鳴る。

　それを耳にした途端、梅花の面から恐怖が消える。いや、恐怖だけではない。すべての感情が消え失せた。

「Was werde ich machen? Was werde ich machen?　……あたし、あたしはどうしたらいいの？　健児……。命令して、健児」

　しかしそれに応じてくれる声はない。そんな梅花にパティはかざしかけたナイフを降ろす。

「健児……!?」

　感情が消えたのはほんの一瞬。すぐに梅花の顔には恐怖が戻る。だが何かがおかしい。

「健児！　あたしどうしたらいいの？　どうすればいいのよ!!　どうしてここにいないの!!」

　悲鳴のようにその名を繰り返す。

「なるほど、そのハンドベルが鍵だったのですね」

　そう言ってパティは薄く笑うと、ナイフを再び振り上げる。

「玖鈴梅花。あなたの身体からだが今どうなっているのか教えて差し上げます！」




「さっきの、曾お祖父ちゃんたちの研究が完全ではないって。どういう意味ですか？　ひょっとしたら梅花は元に戻せるんですか？」

　その頃、健児は真実のバイクの後部座席にまたがり、学校を出たところだ。

「完かん全ぜん服ふく従じゆう、不死の兵士を作れと言う軍部の命令だったんだが、おいそれとそんな都合の良いものはできなくてな」

　真実は梅花を元に戻せるかという質問には答えない。

「魄型として蘇そ生せいした人間は、意外な事に普通に考え行動できたんだ」

「問題ないじゃないですか？」

　怪け訝げんな健児に真実はバイクを飛ばしながら続けた。

「いや、普通じゃいけないんだ。注文は完全服従だからな。魄型を自由に操れるのは、その魄型に魄力を供給した本人。魄力つまり生命電流は生物の思考に深く関わっているからだ。また魄力を供給した本人が死ぬと魄型も死ぬ。不死ではなかったんだ」

「それじゃ、退院した後、梅花が俺に何をしていいか一々確認してきたのも……」

「ああ、そうだ。それにまだ条件があるんだ。命令する時には何かのキーアイテムが必要なんだ。魄型として蘇生する際に目にした物、耳にした音。それを確認するといわば命令待ち受け状態になる。一種の刷すり込こみだな。思い当たる節ふしはあるか？」

　真実の言葉に健児は記憶を探る。

「そうか、ハンドベル！　梅花がいつも腰に着けてるハンドベルだ。あの音が聞こえた直後に、必ずぼーっとして、俺にどうしていいか聞いてきてました」

　健児のその答えに真実はヘルメットの下で厳しい表情をした。

「いつも着けているのか。それはまずいな。音が聞こえると命令待ち受け状態になり、一瞬、思考が停止するんだ。まぁこれでも分かるように、兵士として使うには問題が多すぎる。もっともそれで良かったのかも知れないがな」




　梅花は血だまりの中に膝ひざをついていた。その制服もまたしたたる血で染そまっていた。

「うそ……」

　呆ぼう然ぜんとして梅花はつぶやく。

「どうして、あたし何ともないの？　なんで平気なの!?」

　その血はすべて梅花のもの。それだけの出血があったにも拘かかわらず、梅花は死ぬどころか失しつ神しんすらしていない。

「いいえ、あなたは死んでいます。玖鈴梅花。この前の日曜日からあなたは死んでいるんです。死んでいる人間はこれ以上、死にようがありません」

　自分を見下ろしそう言うパティに、梅花はハッとして我に返り叫んだ。

「あ、あたしはまだ生きてるじゃないの!!」

「頸けい動脈を切られ、それほどの出血をした人間が生きていられますか？　ましてやその傷口もすでに塞がっています」

　梅花はそっと自分の首をなでた。

　パティの手にある血に塗ぬれたナイフは、先程そこへ突き立てられたのだ。しかしその傷は完全に塞がっている。ぬるりとした血の感触はあるが、それが吹き出していたはずの傷口はすでにない。わずか十数秒で完全に塞がっているのだ。

「回復が早くなってますね」

　パティは冷徹な口調で言った。

「あなたは完全に電気ゾンビとして完成されてしまったようです。しかし処分の方法は知っています。いま楽にしてあげましょう」

　マントの下に入れた手を再び出してきた時、パティはぎらりと目め障ざわりな輝きを放つナイフを、それぞれの指の間に挟むように何本も持っていた。

「生せい者じやは生者の世に、死者は死者の世へ向かいなさい！」

　そう叫びパティがナイフをかざす。

　何が起きているのか、梅花は理解できていない。しかし直感的にパティの言っている事が正しいと分かっていた。

　あたしは死んでいたんだ。だからパティの言うように、ここでちゃんと死ぬべきなんだ。

　ぼんやりとそう考える梅花の耳にその声が届いた。

「逃げろ、梅花！」

　続いてバイクの爆音が響く。一瞬、パティが躊ちゆう躇ちよする。

「健児!?」

　立ち上がると同時に腰のハンドベルが鳴る。

「逃げろ、梅花!!　逃げるんだ！」

「Gern. 逃げます」

　抑よく揚ようのない声になると梅花はそう答え、ざっと地面を蹴けり飛とび退のいた。パティはナイフを振り下ろしたが、その時には梅花の姿はなく、刃やいばは空くうを切るだけだった。

「ちっ、電気ゾンビが！」

「え？」

　驚いたのはむしろ梅花の方だった。反射的に地面を蹴り飛び退いたつもりだったが、軽く一〇メートルはジャンプしていたのだ。そのままの勢いで実山の斜面にある雑木林に飛び込み、そして小枝をなぎ倒しながら転がり、ようやく停とまったほどだ。

「荒城くん、飛び降りろ！　玖鈴さんを！」

「はい！」

　健児は真実に言われるままバイクから飛び降りた。真実はそのままバイクをパティに向かって突進させる。

「無茶な事を！」

　パティは突っ込んで来るバイクを避よけ、健児と梅花を追いかけようとした。しかしその前に、自分もバイクから飛び降りていた真実が立ちはだかる。

「パティ・モーントシュタインだっけ？　一つ聞きたい事があるんだ。返答しだいでは四し方ほう家けは、あんたたち教団と事を交まじえなければならん。言葉には注意しろ」

　そう言いながら真実はヘルメットを取る。

「あなた、確か保健教師の楸ひさぎ真実。楸……、なるほど気付きませんでした。四方家、秋の御ご殿てんの守しゆ護ご職しよくでしたか」

　そんなパティに真実は笑う。

「ははは、教団もちゃんと漢字くらい読める人間を寄よ越こせばいいのにな」

「季節の文字がつくからといって、すべてが四方家の人間でもないでしょう」

　そう言いながらパティはナイフを構え、真実の背後に見える健児と梅花を追いかけようとする。健児は倒れていた梅花を助け起こすと、真実に向かって言った。

「先生、ちょっといいから時間を稼かせいでくれ！　俺に考えがある!!」

「考えがあるって……」

「いいから、俺に任まかせてくれ！　誰にも怪我させずに終わらせる方法があるんだ！　梅花、手伝ってくれ！」

　そう言って梅花と共に健児は実山を登っていった。

　あの方向……、確か……。

　健児の行く先を見定めているパティに真実が言った。

「分かりやすい名前を名乗ってるのはお互い様だ、月長石。さて、その聞きたい事だが……」

「いいでしょう。先に電気ゾンビを処分するつもりでいましたが、私も一つ確認したい事があります」

　パティはナイフを下ろす。

　二人は同時に、そして異口同音に言った。

「「この前の日曜日、見戸川に架かかる橋に細さい工くをしたのはお前たちか!?」」

　タイミングは多少ずれていたが、尋たずねた言葉はまったく同じ内容。真実もパティは呆あつ気けにとられたように互いを見るだけだ。

「待て、モーントシュタイン。見戸川に玖鈴さんを落として、荒城くんに魄力を使うようにし向けたのはお前たちの教団ではないのか？」

　そう言う真実にパティは憤ふん然ぜんとして答える。

「なぜ私たちがそんな事をしなければならないのですか？　私たち教団は祝福されざる命の誕生を阻そ止しするのが目的。あなたがた四方家こそ、キ術の研究を復活させる為ために玖鈴梅花を殺したのではありませんか？」

「キ術を研究するんならそんな回りくどい真ま似ねはしない。大体、キ術の施設についてはすべてこちらが把握しているんだ」

「把握している割には、荒城くんが中に入り込んでいた事は知らなかったようですが」

　そう言いながらパティはナイフを構え直す。

「ああ、それは済まなかったな。生あい憎にくとこちらも手が足りないんだ」

「いずれにせよ、我々は生きている人間には興味がありません。今は電気ゾンビ、生命電流を与えられて蘇生した祝福されざる命を処分するのが最優先です」

「まぁ待て。時間を稼げと言われてるんだ。ちょっとゆっくりして行ったらどうだ。先生の言う事は聞いた方がいいぞ。成績に響く」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくでそう言う真実にパティは何か違和感を覚え周囲を見回した。

　そして絶ぜつ句くする。周囲はいつの間にか火の海になっていたのだ。その火は見る間に勢いを増し、そしてパティのマントにも燃え移ろうとしているではないか。

「これはキ術？」

「さて、どうだか」

　パティの言葉に真実はにやにやと笑いながら言った。

「キ術なら恐れる事はありません。なぜならキ術は人を操ろうという術法。即ち私の目に見えてるこの炎もまた幻影のはず……」













　そしてパティは真実との間合いを詰めていこうとする。しかし何かが変だ。

　周囲に見える炎は真実のキ術による幻影。実在のものではない。第一、これだけの炎が周囲で渦うず巻まいていれば、もっと熱さを感じても良いはずだ。

　確かに熱さは感じないが、まったくという程でもない。特にマントに燃え移ってきた炎からは、確かに熱を感じる。

　まさか……。指をマントの炎に近づけてみたパティは、反射的にそれを引っ込めてしまった。

　熱い。つまり本物の炎だ。

「だから言っただろう。モーントシュタインさん」

　急に教師の口調になると真実は言った。

「キ術と問われて、さぁどうだかとね。つまり全部がキ術じゃない。さっきバイクから飛び降りた時、その辺の枯れ枝に火を点つけておいた」

　さっと真実が手を振ると、パティの周囲で渦巻いていた炎は消える。ただしパティの足下にある枯れ枝と、マントで燃えさかっている炎は別だ。

「こ、これは……!?」

　パティは慌ててマントの炎を消そうとする。

「なんて事をするんですか！　山火事になりますよ！　それでも教師ですか!?」

「山火事は困るな。だからもう少しこちらの話を聞いて……」

　そう言いながら真実がパティに歩み寄ろうとした時だ。炎の着いたマントが真実に投げつけられる。真実がそれを避けた時には、すでにパティの姿はなかった。

　舌打ちして真実はぼやく。

「ち、逃げられたか。まぁ確かに火は消しておかないとな」

　真実はマントと枯れ枝に着いた火を足で踏み消しながら携帯電話を取り出した。

「あぁ、私だ。大おお婆ばばさまに至急言付けを頼む。例の教団の方に話を付けて欲しいんだ……」

　そこで周囲を見回した真実は慌てて付け足した。

「悪いがすぐ後でかけ直す。……ああ、ちょっと消防署に連絡をしようかと思ってな。気にするな。ただのボヤだ」

　そう言う真実の周囲では、見る間に火の勢いが増していった。




「健児、一体あたしどうしちゃったの？　パティさんは何者なの!?　楸先生は？」

「正直俺も……、きっと後でまとめて楸先生が説明してくれるよ」

　健児は梅花と共に、例の実山地下の実験施設にやってきていた。パティが自分たちを監視していたならば、ここを知っていてもおかしくはない。それにわざと方向が分かるように逃げてきたのだから、追いかけてくれば、見つける事もたやすいはずだ。

　問題はパティが追いつくまで仕掛けを完了できるかという事。

「梅花、その線をそちらの天てん井じように引っ掛けてくれないか？」

「そうじゃなくて！」

　梅花は焦じれたように激しく頭を振った。その瞬間、また腰のハンドベルが鳴った。それに気付かず健児はまた言う。

「急ぐんだ。ケーブルを天井のフックに引っ掛けるだけでいい」

「Gern. ケーブルを引っ掛けます」

　梅花の声から突然、抑よく揚ようがなくなったのに気付き、健児は準備していた魄はく力りき車しやから顔を上げる。梅花は言われる通りにケーブルを天井に引っ掛けると、健児の方へ振り返った。

「こんなに怪我してももう治ってるのよ！　普通じゃあり得ないでしょ！」

　どうやら梅花は自分が何をしていたのかよく分かっていないようだ。健児は厳しい表情をすると梅花に向かって言った。

「梅花、その腰のハンドベル。ちょっと俺に預あずけてくれないか？」

　唐とう突とつな健児の言葉に梅花は戸と惑まどいながらも拒絶する。

「駄目よ、いくら健児でも。これはお母さんの形かた見みなんだから」

　またパティが襲おそってきたとしたら。ハンドベルが鳴って梅花が命令待ち受け状態になり、一瞬とはいえ思考停止状態になるのはまずい。しかしそれを説明していると長くなりそうだ。やむなく健児は梅花に命じた。

「分かった。じゃあ、それをちょっと鳴らしてみてくれ」

「鳴らせばいいの？」

　言われるままに梅花は腰に手をやりハンドベルを鳴らした。その瞬間、また梅花の顔から表情が消える。

「Was werde ich machen?」

　抑揚のない声で尋ねる。

「ハンドベルを渡してくれ」

「Gern. ハンドベルを渡します」

　やはりまた抑揚のない声で答えると、梅花は腰に着けていたひもを解とき、健児にハンドベルを渡す。

「……あ、あれ？」

　我に返った梅花は、何で自分が健児にハンドベルを渡したのか分からないようで、首をひねっている。健児はそのハンドベルを手近にあった紙で丁てい寧ねいに包み、音がしないようにして机の上に置いた。

　その時だ。入り口の縦たて穴あなの方から空き缶が転がるような音がする。健児が入ってくる時に仕掛けておいたトラップだ。糸を這はわせ身体に引っかかれば、空き缶が転がるようにしておいた。簡単に見破る事もできそうだが、相手はもはやそんなトラップなど気にしていないのかも知れない。

「梅花、こっちへ」

　健児は研究室の奥へ梅花を呼び寄せる。それと同時に研究室の入り口にその影が現れた。

「楸先生はどうした？」

　健児は研究室の入り口に現れたパティにそう尋ねた。マントを取り制服姿になったパティは素直に答える。

「巻いてきました。生きている人間には興味がありません。ところで、荒城くん。四方家の人間と一緒にいたという事は、事情は分かっているのでしょう。『それ』を渡しなさい。私が処分します」

　パティが『それ』と呼び、指さすのは梅花だ。

「生憎とそうはいかない。どうせ梅花を殺すつもりだろう？」

　そんな健児にパティは少し笑う。

「殺す？　玖鈴梅花はすでに死んでいます。だからあるべき形に戻すだけ。それがなぜいけないのですか」

「違う！」

　梅花が健児の後ろから叫ぶ。

「違う、違うもん！　あたしは生きてるじゃないの!!　生きてるのよ！」

「そうだ、梅花は生きてる。俺が生かす。君がやる事はない。帰れ！」

　そう言う健児にパティは、ふうと一つため息をつくと、制服の下からナイフを取り出し、ゆっくりと二人に歩み寄る。

「ならば実力で排除いたします」

　梅花が無意識のうちに健児へと身を寄せる。健児はそんな梅花の身体を抱き寄せ、そして用意しておいた装置へと手を伸ばす。

「大丈夫だ、梅花」

　健児はそう梅花に声を掛け、パティが狙い通りの場所へ足を踏み入れた瞬間、装置を回す。健児の行動に思わずパティは身構えた。

　その瞬間、天井から数本の細いケーブルがパティの身体に架かる。

　電線？　電流を流すつもりか？　しかしこの地下施設には電気は来ていないはず。照明や実験器具の電源は外から持ち込んだものだけ。それほど電力もないはずだ。またその線も何かの端たん子しのようなものが付いているものの、糸のように細く電線には見えない。

「回れ、魄力車!!　生体電流の電撃だ!!」

　健児はそう叫び、魄力車にセットされた魄力盤を勢いよく回した。

　パティはキ術や魄力についての知識はあるものの、それほど詳しくはない。だから生きている人間に魄力を流し込んだ時、どうなるのかまったく知らなかったのだ。

　次の瞬間、パティの全身を黄金の火花が覆った。

「一体、なにを……!?」

　電気ショックとは違う。しかし全身の筋肉と神経が制御不能になるほどの衝撃がパティを襲った。力を失うと言うよりは、逆に筋肉と神経が興奮して、それぞれが勝手に動き出したり、情報を流したりしているようだ。魄力、生体電流とは即ち生命力。パティの身体は過剰な生命力を受け、暴走しかかっているのだ。

　パティは痙けい攣れんしながら床に転がった。

「ちょっとは効いたみたいだな」

「あぁ……、ちょっとではなく。かなり効きました……。なかなか面白いですね、君は。荒城くん……」

　立ち上がろうとしても膝が笑うようで力が入らない。パティはまたへたり込んでしまう。

「それにしても……、なぜ玖鈴さんを戦わせないのですか？　魄型が作られた目的は知ってるはずでしょう……。魄型は筋力も運動能力も強化されている。戦わせれば、私も……」

「女の子を戦わせる趣味はない」

　健児はきっぱりと言った。そんな言葉にパティは笑う。

「じゃあさっきの楸先生は……？」

「あれは女の人」

「それはまた結構なご意見だ」

　やにわに研究室の入り口の方から声が聞こえてきた。健児がバツの悪そうな顔を向けると、そこには楸真実の姿があった。

「まぁ今さら高校生から女の子扱いされても喜ぶ歳じゃあないがな。モーントシュタイン、歩けるようになったら地上に出ろ。上層部同士で話がついた。教団に直接、確認してくれ」

　出口の方へ顎あごをしゃくってから、真実は思い出したように付け加えた。

「あと消火器があったら、ちょっとボヤを消すのを手伝ってくれないか？　思いの外ほか、火の回りが早かったもんでな」

「後先考えずに火を点けるから、そうなるんです」

　パティは呆あきれたように真実に向かって言った。




　四方家とか『教団』とか言われても健児にはよく分からない。

　楸真実に言わせると四方家は日本の歴史を裏で支えてきた一族。楸家はその四方家の分家の一つという事だ。

　キ術は茂狩一族が伝えてきた術法であるが、四方家は使いようによってはそれが危険な物になると判断。密ひそかに監視してきたという。真実たち楸家がラルフに弟子入りしてキ術を習ったのもその一いつ環かんだ。

　一方の『教団』は海外に本ほん拠きよ地ちを持ち、『祝福されざる命』が作られぬよう監視するのが目的。そしてその『祝福されざる命』が生み出された時は、実力を持って排除する事もある。

　四方家と『教団』は過去に何度も対立と交流を繰り返して来ている。幸い現在は穏おん健けんな関係となっており、今回のパティの件もそれぞれの上層部を通して話がまとまった。

　パティ・モーントシュタインは楸真実の協力の元で、引き続き玖鈴梅花の監視を続行。但ただし玖鈴梅花の『処分』は保留。また茂狩健児については、玖鈴梅花を常態に戻す事を目的とした範囲に限り、キ術と魄力の研究続行を認める。

　これが両者の下くだした結論だった。




　屋おく上じようから広がる空を見上げて梅花は言った。

「よく分かんない……」

　殻から間ま高こう校こうにある校舎で、屋上があるのは新校舎の一棟だけ。健児と梅花は真実から許可を貰もらい、そこに上がっていた。

　結局、梅花は事故の後遺症で帰宅途中に倒れて、再び市立病院に運び込まれたという事になった。幸い大したこともなく、その日の内には帰宅。

　すべては楸真実が手配してくれたのである。血まみれの制服も、すべて同じサイズの新しい物に交換してくれた。もっとも梅花はその制服も洗って返してくれと真実に伝えていた。初めて身に着けた高校の制服だけに思い入れがあるようだ。

　翌日、少し遅れて登校した健児と梅花は、パティも同席した上で、再び真実から事情説明を受けた。

　話の内容はおおむね健児が聞いた事と同じ。そして四方家と教団の決定。

　真実は最後に付け加えた。

　まだ色々と話す事はあるが、君たちも混乱しているだろうから、あとはいずれ日を改めてという事にしよう。

　そして真実は二人に授業を休むように伝え、健児と梅花は屋上へやってきたというわけだ。

　梅花は無言で空を見上げる。春から夏へ移り変わろうとする青い空が目に痛い。目ま蓋ぶたを閉じた梅花は、もう一度、真実やパティから聞いた事に思いを巡めぐらせる。

　しかしそうしたところで、何かが変わるわけでもなかった。

　そうよね、そうよ。

　梅花は自分に言い聞かせる。

　あたしはあたしなんだもの……。

　そして梅花はもう一度、言った。

「よく分かんないよ……」

「御ご免めん！」

　健児は梅花に頭を下げて謝あやまった。梅花はそんな健児を不思議そうな顔で見る。

「なんで謝るのよ？」

「いや、だから勝手に魄力を使ってしまった事とか……」

「あはははは」

　梅花はやにわに笑う。

「だってあたし死んでいたんでしょ？　どうやってあたしに許可取るつもりだったの」

「いや、まぁそれはそうだけど……」

　戸惑う健児に背を向け、校庭を見下ろすと、梅花は背中越しに言った。

「健児のくれた命だもの……。それに不老不死でしょ。女の子の憧あこがれじゃないの」

「でも完全な不老不死じゃないぞ。俺が死んだら、梅花も死ぬんだ」

「別にいいよ。……一緒なら」

　梅花は少し言葉を濁にごす。

「え？」

「なんでもない」

　梅花はくるりと振り返って微笑ほほえみながらそう言った。

　何か物足りないな。そう考えた健児はその原因に思い至った。

「梅花、これ返すよ」

　そう言うとハンカチで丁寧に包み直したハンドベルを差し出す。梅花は一時、それを物憂げな視線で見つめていたが、健児へと目を戻すと言った。

「それ、健児が持っていて」

「なんで？　お母さんの形見なんだろう。音がしないように細工すればいい」

「音がしないんじゃ意味ないもの。それにこれから何があるか分からないから、健児に持っていて欲しい。その方があたしも安心できるもの」

　健児は梅花に言われるままにハンドベルを引っ込めかける。しかし途中で思い直し、少し冗談めかして言った。

「でもこれを使って、梅花に変な事を命令するかも知れないぞ」

「変な事って？」

「いや、だからそれは……」

　言いい淀よどむ健児に梅花は言う。

「エッチな事とか？」

「いや、それは……。ない！　うん、ない」

　赤い顔をして頭を振る健児を梅花はからかう。

「ふ～～ん、じゃあ健児は、あたしにエッチな事してほしくないんだ」

「いや、その……。そういうわけじゃないけど、それはあくまで梅花がしたいと思った時に……」

　健児のその反応にからかったつもりの梅花も慌てる。

「なによ、あたしがどうして健児とエッチな事したいと思わなきゃならないの！」

「そういう意味じゃないって！　だからほら、両者合意とか、順序とか順番とか……」

　健児はしどろもどろになって、思いつくままに弁べん明めいの言葉を並び立てる。そんな健児に梅花は考えを巡らせた。

　そうよね。健児も男の子なんだから、何かの気の迷いであたしにエッチな命令とかしないとも限らないし……。

　いや、でも健児の言った通り、こういうのは順番とか順序とか、大切だし。そんな事を言う健児が、無理矢理あたしに命令するなんて……。

　うん、ないわよ。ないと思う。ヘタレだもん。ええと、でも……。本当、何かの気の迷いがあったりなんかして……。

　そういうのは、やっぱり自分の意思で……。って、ああ、もう！

　堂どう々どう巡めぐりを繰り返す自分の思考に、梅花はほとほと疲れ果てたようだ。健児に向かって言った。

「……やっぱり返して貰おうかしら」

「そうだろう、ほら」

　健児は再びハンドベルを差し出すが、梅花は手に取ろうとはしない。じっとのそのハンドベルを見つめるだけだ。

　そうよね……。

　うん、きっとそうだ。

　あたしは、これを健児に持っていて欲しいんだ。きっと健児を信じていたいから。これを持っている限り、健児はあたしの側にいてくれるはずだから。だけど、それを裏切ったりしたら、承知しないんだからね……。

「やっぱり健児が持ってて。変な事とか命令しなきゃいいから。あとエッチな事とかね」

　冗談めかして梅花は言った。

「だからエッチな事は命令しないって」

　そんな健児に梅花は笑う。

「うふふ、だから、命令しなきゃいいのよ。お願いなら……、ちょっとくらい聞いてやってもいいかなって……」

「え？」

　戸惑う健児に歩み寄ると、梅花はふっと身体の力を抜きもたれかかる。反射的に受け止めた健児の腕の中にすっぽり梅花が入り込んだ。

　健児はそんな梅花の行動に当とう惑わくする。

　あれ、俺、梅花に何か命令したか……？

　気付かぬうちに、ふとした会話が梅花にとっては命令として聞こえてしまったのかも知れない。

「あ、その……。梅花？」

　おそるおそるその肩に手を掛けた時、健児は気付いた。梅花の肩がかすかに震えているのだ。

「だから、あたしからもお願い。一生側にいて。あなたはあたしのすべてを持っているのだから……」

　そうか……。健児はようやく合が点てんが行った。

　不安なのだ。何が起きたのか、まだ梅花も完全には納得できていないのだろう。だからこそ梅花は不安なのである。

「御免、俺……。気が付かなくて……」

「いいの」

　梅花はすっかり健児にすべてをゆだねたような表情になっている。

「だからあたしもあなたのお願いを聞いてあげる……。どうしてほしいの」

「俺は……、俺も……。ずっと……」

　その後に続く言葉を押しとどめようとするように、梅花は頭をあげ正面から健児を見つめる。

　身体が熱くなってきたようだ。いや、痺しびれるという感じのほうが近い。

　そうか、本当に興奮するとこうなるんだ。健児は妙な感心をしていた。

「分かってる。だから……」

　二人は目蓋を閉じ、そっと顔を近づけていった。その距離と反比例して身体の痺れが増幅する。

　……いや、待て。これは何か変だろう。

　健児がそう気付いた瞬間だ。二人の全身を黄金の火花が覆う。そして全身の痺れは耐え難いものとなり、二人は弾はじかれるように離れた。

「な、な、なによ！　これは!!」

　梅花も健児と同じだったらしい。屋上の床に転がり、腕や足をさすっている。立ち上がろうとしてもなかなか立ち上がれないのも健児と同様だ。

「いや、その……。俺も良く分からないんだが……。おかしいな、魄力の電撃に似てるけど、端子や供給線はないし……」

「ああ、なるほど」

　屋上の出入り口の方から真実の声が聞こえてきた。

「せ、先生見ていたんですか？」

　まだ痺れが抜けず、立ち上がれない健児が、顔だけ真実の方へ向けた。

「ああ、ばっちりな。やはり保健教師としては、生徒の健全な交際を見守ってやらねばと思って……」

「そ、それよりも何がなるほどですか……！」

　ようやく梅花は立ち上がれるようになったが、健児はまだ半身を起こすのがやっとだ。

「いまの君たちの状態だ。早い話がショートだな」

「ショート？」

　健児と梅花は顔を見合わせる。

「そうだ。君たち二人の魄力の供給源は同じわけだ。だからお互い興奮状態で接近すると、ショートする。まぁそういうわけだな」

「興奮なんかしてません!!」

　梅花はムキになって答えるが、やはり年の功こうか真実の方が一枚上手だ。

「別に性的興奮とは規定していないぞ」

「せ、せ、性的興奮なんか、もっとしてません!!」

　そう続ける梅花の顔はすでに真っ赤だ。そして健児の方へ顔を向けると、八つ当たり気ぎ味みに言う。

「とにかく！　こんな不便な身体じゃやってられないわよ。健児、あたしをこんな身体にした責任はちゃんととってよね！　元に戻すのよ、絶対だからね!!」

「ああ、もちろんだ。約束するよ」

　ようやく立ち上がれるようになった健児はそう答えた。

「まぁ興奮状態で接近できないと、今後なにかと不便だからな」

　にやにやと笑いながらそう言う真実に、健児と梅花は赤くなり声を揃そろえて言った。

「「関係ありません！」」





[image: ]




「……とまぁ、以上のような経緯で茂も狩がり健けん児じとモニカ・クリューガーは現在、我々の同志『月げつ長ちよう石せきの紅あか』ことパティ・モーントシュタインの監視下にあるわけです」

「的確なまとめ。ありがとうございます。『アメジストの紫むらさき』」

　報告書の説明を終えた『アメジストの紫』を、『金こん剛ごう石せきの白しろ』はそうねぎらった。

「お聞きのようにモニカ・クリューガーこと、玖く鈴りん梅もい花かは完全な電気ゾンビではありません。生命電流の供給元である茂狩健児が死ねば消滅。また普通の人間に戻れる可能性も残されているでしょう。私が静観すると言った事が納得いただけたと思います」

「しかし『金剛石の白』。この一件の切っ掛けになった、玖鈴梅花の事故。『月長石の紅』や京都四し方ほう家け楸ひさぎ一門も、何者かの関与があったと推察しているようですが、それに関しては放置しておいてよろしいのですか？」

　そう尋たずねる『ターコイズの碧みどり』に、『金剛石の白』は肯うなずき答えた。

「手は打たねばなりませんね。『アメジストの紫』、今分かっている事を報告してください」

「はい、『金剛石の白』。第二次大戦末期、日本へ脱出したウォルフガング、ラルフのクリューガー親子を、特別高等警察が監視していたようです」

「しかし日本とドイツは同盟関係にあったのでは？」

「博士親子が日本へ向かってほどなくしてナチスドイツは連合国軍に降こう伏ふくしてます。当時の日本政府としては、博士が連合軍に寝返りスパイとして潜入したと考えてもおかしくありません」

『アメジストの紫』と呼ばれた男は、『ターコイズの碧』の質問にそう答えてから話を続けた。

「クリューガー博士親子は、共同研究者であった茂狩主税ちからの尽じん力りよくもあり、名を変え身を隠したようです。その時、茂狩一族もクリューガー博士と共に名を変えました。しかし特別高等警察の中にはそれに気付いた人間もいたようです」

「それがモニカ・クリューガーが事故に遭あうよう仕掛けたと？」

　フードの下からでも『金剛石の白』の鋭い視線が分かる。『アメジストの紫』は恐縮したように答えた。

「分かりません。当時の人間ならすでに故こ人じんでしょうが、他の人間がその情報を得たとも考えられます。クリューガー博士親子の監視を担当していた特高警察官の線を追ってみるよう、日本支部に指示を出すと共に、京都にも協力を求めました」

「ありがとうございます。『アメジストの紫』。これで『月長石の紅』も枕を高くしてゆっくり寝ていられるでしょう」

『金剛石の白』のその冗談に、居合わせたメンバーは誰もがフードの下で苦笑を浮かべていた。
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「ここに落ちて、よく生きてたわねえ」

「死んだけどね」

「え……？」

　冴さえは驚いて梅もい花かの方へ振り返った。

「冗談よ、冗談。お医者さんの誤ご診しんで死んだ事にされちゃったという話。ギャグの解説させないでよ。決まり悪いじゃないの」

　梅花はそう言って誤ご魔ま化かした。

　そんな梅花の腰には、いつも通りあのハンドベルクリンゲルが光っていた。見た目はそっくりだが、健児がオリジナルから型をとって作ったコピーだ。もちろん音も違う。今まで肌身離さず持っていた物がなくなると不審に思われると思い健児が用意しておいたのだ。今朝方、愛まな花かが気にしていたと聞き、ここへ来る途中で健児が実み山やま地下の実験施設から持ってきたばかり。文字通りのできたてのほやほやである。

　健けん児じと梅花、浩こう助すけ、優ゆう香かたちは、放課後、駅前に遊びに来たところ。少し遅れたが、梅花の快かい気き祝いわいを友達だけでやろうという話になったのだ。

　その途中、冴が梅花が落ちたという見み戸と川がわを見下ろして話をしていたのだ。

「蘇す芳おうさんには場所ちゃんと伝えたんだろうな」

　健児が冴に尋たずねる。

「うん、委員会終わったらすぐに来るって。愛花ちゃんは現地合流だよね」

「ああ、一いつ旦たんクリンゲルに戻って鞄かばん置いて着替えてから来るって」

　他にも白さ弓ゆみ、愛花が参加予定。そしてもう一人、参加者がいる。少し歩くと、その姿が目に入ってきた。

「皆さん、こちらです～～」

　駅前のホテル、その入り口のところで手を振っていた。パティ・モーントシュタインだ。今回の快気祝いパーティー、話を聞きつけたパティが費用の半分を負担すると言い出したのである。最初は全額をという話だったが、さすがにそれは申し訳ないと健児と梅花から断ったのだ。

「あ～～、どうも」

　パティの姿に梅花は少しうんざりしたような顔で手を振り返した。そんな梅花に健児は小声で言った。

「気にするなよ。パティさんだって悪いと思ってるから、資金負担するって言ってきたんだろう」

「ん～～、それは分かるんだけど。殺されかけたわけだし……。まあ死なないから良かったようなものの」

　健児にそう言われても梅花は今ひとつ釈しやく然ぜんとしない様子だ。

「予約入れておきましたから、もう座れますよ」

　学校は終わったとはいえ、まだ日が高いせいかパティはどことなくぼんやりしている。それでもホテルの隣にあるイタリア料理店にはちゃんと予約を入れておいてくれたらしい。

「さぁ食べるぞー。私ここのカルボナーラ大好きなんだ」

「私はティラミスが好き～～」

「冴、優香。今日はあたしの快気祝いだって忘れてない？」

「うん、綺麗さっぱり忘れた」

「あのねぇ……」

　そんなやりとりをする梅花たちをパティは穏やかな笑みを浮かべて見守っている。その表情からは、実山の地下で二人を追い詰めた時の姿は想像できない。

「あれ、あそこにいるの蘇芳さんじゃないの？」

　突然、浩助がそんな事を言い出す。浩助の視線を追ってみると、確かに少し離れた歩道を白弓が歩いてくるところだった。だが何かおかしい。学校から直接、来ると言っていたのに制服ではない。それも皮のジャケットに黒のスリムパンツという、普段の白弓からは想像できない出で立ちなのだ。しかしそれ以外は緑の黒髪に抜けるような白い肌と、白弓そのものの容姿をしている。

「お～～い、蘇芳さん。こっちこっち！」

　しかしそれを完全に白弓と判断した浩助は、手を振り小走りに駆け寄っていく。

「違いますね」

　目に鋭い光を浮かべパティは言った。

「彼女は蘇芳白弓ではありません。気け配はいが違います」

　パティの本当の顔を知らない冴と優香は怪け訝げんな顔を見合わせる。その時、健児はある事に思い当たった。

「あ、待てよ。確か蘇芳さんには……」

「あ～～？」

　浩助から声を掛けられた白弓らしき少女は、眉まゆをひそめて露ろ骨こつに不快そうな顔をする。

「なれなれしく話しかけないでよ!!」

　反論の時間は与えてくれなかった。白弓に似た少女は、そのまま見事な回まわし蹴げりを浩助の腹に叩き込んだのだ。

「ごめんなさい、生徒会長の纐こう纈けつさんがいきなり無茶な事を言い出しちゃって……」

　今度は健児の背後から白弓の声が聞こえてくる。振り返るとそこには殻間高校の制服を着た蘇芳白弓の姿があった。

「こちらが私たちのクラスの蘇芳さんです」

　パティが小声で健児にそう教えてくれた。

「じゃああの子は……」

　再び健児は白弓そっくりの少女の方へと向き直った。

「おい、こいつあんたらの知り合いか？　ひょっとしてその制服……」

　悶もん絶ぜつする浩助の首根っこを摑つかみ引きずりながら、白弓そっくりの少女は健児たちにそう声を掛けてきた。

「白さ矢やちゃん!?」

　健児たちよりも早く、白弓が声を挙げた。

「あれ、姉貴。やっぱり姉貴の友達だったんだ、こいつら」

　白矢と呼ばれた少女は屈くつ託たくなく笑いながらそう言った。

　そうなのだ。蘇芳神社の宮ぐう司じだった蘇芳家の娘は、今でも祭さい事じの際には舞まいを奉ほう納のうする。古式ゆかしい舞を奉納する蘇芳家の『姉妹』は、殻間市ではたびたび話題になる存在だったのだ。健児はやっとその事を思い出した。

「妹さん？」

　そう尋ねる健児に、白弓ははにかむように答えた。

「はい、一つ下の妹の白矢です。ええと、白矢ちゃん。こちらが玖く鈴りんさん、名前は知ってるわよね。それから皐さつきさんに、友とも利りさん。パティ・モーントシュタインさん。あと白矢ちゃんが引きずってるのが……。ああ、佐さ藤とうくんどうしたの!?」

　その時になって白弓はようやく浩助に気付いたようだ。慌てて浩助に駆け寄る。そんな姉に構わず、白矢はみんなの所、特に健児のすぐ目の前に立つと、値ね踏ぶみするように頭からつま先までをじろじろと見回す。

「あ、あの……。白矢さん？」

　人前でじろじろと見られるだけでも居い心地ごこちが悪いのに、相手は白弓そっくりと来ている。健児もいささか落ち着かない。白矢はそれに構かまわず、少し背伸びをして健児の身長を確認する。

「ふ～～ん、たっぱはあるよね。ただメガネはいただけないなぁ」

「あらぁ、メガネ外はずすと割わりといけるのよ。まだ甘いわね、妹ちゃん」

　そう言う冴に構わず、白矢は姉の方へ向き直ると言った。

「ちょっとダサイんじゃないの、姉貴！」

　そう言われた白弓は思わず真っ赤になる。

「白矢ちゃん！」

「……さて、愛花がまだだけど始めちゃいましょうか」

　そのやりとりで何かを感じ取ったのだろう。梅花はむっとした顔でそう言うとイタリア料理店の入り口に向かう。

「ちょっと待てよ、梅花！　なに怒ってるんだよ!!」

　慌てて追いかけて来る健児に梅花は言った。

「知らないわよ！　健児はあたしにどうしてほしいのよ!?」
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超ちよう科か学がく的てき先輩の万能無敵素敵研究室








超科学的先輩「諸君！　私の研究室へようこそ!!　このコーナーはキャラクターが無駄話をしつつ、ページを埋めていくという、この作者ではおなじみの穴埋め企画だ！　新シリーズの第一巻からして、いきなりマンネリ風ふう味みが漂う辺あたりが斬ざん新しんだろう!!」

健けん児じ　　　　「いや、マンネリなのか斬新なのか、はっきりして下さいよ」

梅もい花か　　　　「大体なんなの、この万能無敵素敵研究室っていうのは？」

冴さえ　　　　　「何を研究してるか分かんないわよねえ」

超科学的先輩「なにを～～ッ!!　見て分からんか、ちゃんと書いてあるだろう。万能無敵素敵研究室と!!」

健児　　　　「ええ、分かりますけど。何が万能で、何が無敵なのかなと……」

超科学的先輩「ええい！　荒あら城きくん、君は一体何年私の助手をしてるのかね!!」

健児　　　　「いや、助手じゃないですよ。部活の後輩です。それにしたって二ヶ月程度です」

超科学的先輩「長年、私の助手をしていながら、こんな単純な事に気がつかないとは、困ったものだな。よろしい教えてあげよう」

健児　　　　「こっちの話を聞いてくださいよ。超科学的先輩！」

冴　　　　　「今さら何を言っても無駄でしょ。この人が他人の話を聞かないのはデフォだし」

超科学的先輩「はははは、その通りだ。冴ぽ。万能無敵素敵研究室というのは、読んで字のごとし！　万能で無敵で素敵なものを研究する研究室に決まっているではないか！

　　　　　　　コーラを飲めばげっぷが出るように!!　タンスの角かどに足の小指をぶつけて痛がるように！　そして科か学がく○塞さい研究所が科学要よう○を研究してるように！　万能無敵素敵研究室も万能で無敵で素敵なものを研究してるのだよ!!」

冴　　　　　「あぁ、十じゆつ徳とくナイフみたいなもの？　じゃなきゃ通販で売ってる寝転がりながら本が読めるクッションとか、ＵユーＳエスＢビー端たん子しでコーヒーカップ温めるようなものとか」

超科学的先輩「惜おしい、冴ぽ!!」

健児　　　　「惜しいのかよッ！」

梅花　　　　「でも科○要塞研究所って別に科学要○を研究してるわけじゃないんじゃないの？」

超科学的先輩「……今時の女子高生で、いきなり○学要塞研究所と聞いて、すぐにそう反応できるという事は、君もなかなか逸いつ材ざいだな！」

梅花　　　　「ち、違うわよ！　これは、ほら……。え～～と、昔、健児から無理矢理貸されたゲームに出てきたのを、何となく覚えていただけで……」

健児　　　　「あれ、そんなゲームなんてあったかなぁ？」

梅花　　　　「あったわよ！　あった、あった!!　別にケーブルテレビで昔のアニメを見ていて覚えたなんて事はないんだからね!!」

冴　　　　　「梅花、なに自分から白状してるのよ」

超科学的先輩「そんなわけで、今回の研究対象は荒城くんと玖く鈴りんさんのご先祖様だ！」

健児　　　　「だからちょっとは人の話を……。って、言っても意味ないか。それにしても、なんで俺や梅花のご先祖様が、万能で無敵で素敵になるんですか？」

超科学的先輩「うむ、聞けば君たちのご先祖様も科学者という話ではないか。同業者として私が興味を持つのは当然の事だろう」

健児　　　　「超科学的先輩は高校生じゃないですか」

超科学的先輩「まぁ、細かい事は気にするな」

梅花　　　　「あたしもそんなに詳しい事は知らないんだけど。お祖父さんがラルフ、曾ひいお祖じ父いさんがウォルフガングという人で、ドイツから日本に来て、第二次大戦後に帰化したという話は聞いてるわ」

パティ　　　「それではその件については、私の方からもう少し詳しく説明いたします」

超科学的先輩「わ、びっくりした。なんだ君は？　今までどこで何をしていた」

パティ　　　「寝てました。すぐそこで」

超科学的先輩「なるほど、分かった。では説明したまえ」

健児　　　　「分かったって……」

冴　　　　　「突っ込んだって無駄よ、無駄」

パティ　　　「梅花さんの曾お祖父さんの本名はウォルフガング・クリューガー。息子のラルフさんと一緒に降こう伏ふく直前のドイツ本国から日本へとやってきたのです。その時に頼ったのが荒城くんの曾お祖父さん。茂も狩がり主税ちからさんというわけですね」

梅花　　　　「あら、日本に来たのは戦前だったという話だったけど」

パティ　　　「ああ、それは噓です。茂狩さんは戦後、クリューガーさん親子と共に、正体を偽いつわり今の殻から間ま市し、当時の殻間村に身を潜ひそめるのですが、その時に経歴や名前も偽造したわけです。戦前から化学の教師として来日していたというのは、茂狩主税がＧジーＨエイチＱキユーや日本政府の目を誤ご魔ま化かすためにでっち上げたものです」

健児　　　　「曾じいちゃんもなかなかやるなあ」

超科学的先輩「うむ、科学のためには経歴詐さ称しようも厭いとわない。見上げたものだ！」

梅花　　　　「いや、まぁケースバイケースだと思うけど……。それで私のお祖父さん、ラルフが日本人と結婚して私のお父さんが生まれたというわけね」

パティ　　　「はい、そうです。梅花さんのお父さんも、荒城くんのお父さんも、その辺の事情は知らないはずです。ウォルフガング、ラルフ親子や茂狩主税も、自分たちの研究に子孫を巻き込むつもりはなかったようですから」

梅花　　　　「思いっきり巻き込まれたけどね」

健児　　　　「そうだよなあ。曾じいちゃんもひと言、何か言い残してくれれば良かったのに」

超科学的先輩「ははは、気に病やむな。科学の進歩に多少の犠牲はつき物だよ！」

梅花　　　　「じゃあ超科学的先輩、いっぺん死んでみます？」

超科学的先輩「御ご免めん蒙こうむる！」

健児　　　　「即そく答とうかい！」

超科学的先輩「それで何となくページも埋まったところで次回予告だ！」

梅花　　　　「え、次回予告なんてあるんですか？」

超科学的先輩「あるぞ、あるぞ、超あるぞ！

　　　　　　　次回は宇宙から押し寄せる謎の侵略者！　それに立ち向かう美び貌ぼうの女子高校生天才科学者!!　その時、いにしえの秘宝を伝える謎の一族の陰謀により、一人の少女に人類の運命が託たくされる事になる！」

パティ　　　「わくわく……♡」

冴　　　　　「パティさん、期待しちゃ駄目よ。それ噓予告だから」

パティ　　　「え～～、そうなんですか～～？」

超科学的先輩「ばれちゃあしょうがない！　諸君！　そんなわけで次の巻も巻末で会おう!!　超科学的先輩との約束だぞ!!」

梅花　　　　「ちょ、ちょっと本編も忘れないでよ！　あたしがヒロインなんだから！」










　あとがき




　初めての皆さまには、はじめまして。おなじみの皆さまには、お久しぶりです。

　いささか間が開きましたが、ファミ通文庫に戻って参りました。

　庄しよう司じ卓たかしです。

　前シリーズ『トゥインクル☆スターシップ』は宇宙が舞台でしたが、今回は無事に地球へ帰還（？）。そんなわけで今度の作品の舞台は東とう京きようの外はずれにある町。まぁ基本ラインはラブコメではありますが、色々と味付けは施ほどこしてありますので、その辺は読んでのお楽しみという事で。




　さて、これから先は本編を読んだ皆さまへ向けてのお話になります。ネタバレを気になさる皆さまは、一度、本編に目を通して下さい。本編を読んだ皆さま、そしてネタバレを気にしない皆さまはそのままどうぞ。




　私のブログをご覧になっている皆さまはご存じでしょうが、この作品、企画書のファイルネームはなにを隠そう『ツンデレ．ＴＸＴ』だったのですよ。

　分かりやすいですね。

　まあコンセプトは単純で、いわゆるツンデレキャラが、なんかの拍ひよう子しに密ひそかに好きな男の子の言う事を聞かなければ生きていけなくなったら面白かろうと思いついた次第です。

　内容はほぼこの二行でまとめられます（笑）。

　大変、分かりやすいですね。

　もっともどうやって『言う事を聞かないと生きていけない』という展開に持って行くかが問題でして。

　当初は吸血鬼ネタというのも考えたのですよ。

　男の子が吸血鬼。吸血鬼ゆえにそんなに外出する事も出来ずに半なかば引きこもり状態。それで幼なじみのツンデレヒロイン（←ここ重要）が何かと面倒を見ていると。

　ところがそのヒロインが事故に遭い瀕ひん死しの重傷を負い、何とか助けたいと思った主人公はその血を吸って、いわゆる眷けん属ぞくにしてしまう。吸血鬼の眷属ゆえに女の子は、主人公に絶対服従。

　だけど主人公はへたれで……。

　そんな展開も考えていたのです。

　なんでそうしなかったのかというと……。

　太陽の光が苦手で学校に行けずに引きこもり状態だったら、学園ものにならないじゃないか！

　そんなちょっと考えればすぐに気がつきそうな点がネックになりまして。

　色々とアイディアを捻ひねり倒した結果、本編のような設定になったわけであります。

　もっとも吸血鬼ネタというのも面白いので、いずれやりたいとは思ってます。

　一つ以前に、思いついた吸血鬼ネタというか、設定がありまして。

　今書きましたように吸血鬼は太陽の光に弱い。ならば太陽の光を反射するキラキラの強化服を着たらどうよ？　当然その強化服は、吸血鬼のウィークポイントであるニンニクの臭いをカットしたり（笑）、ゴーグルは十字架状の物体やマークを発見したらモザイクをかける（笑）機能もあると。

　そしてその吸血鬼は、吸血鬼やモンスターと人間の共存を願い、それに反対する同どう胞ほうやモンスターと戦っていく……。あ、あれ……？　似たような話をちょっと前にテレビで見たような気がしますよ（汗）。まぁ、あちらは完全に吸血鬼というわけでもなく、主人公は普通に日中、外を歩いてましたが……。そう言えば当初は引きこもりという設定だったなぁ。『仮面ライダーキバ』の主人公。

　一つ間違うと平成『仮面ライダー』の『５５５フアイズ』『剣ブレイド』『キバ』を足して、宇宙刑事シリーズで割ったようなものになってしまうかも知れませんが、一応、ここで唾つば付けておくとしましょう。

　吸血鬼ものというのもコンスタントに人気有りますからねえ。




　さてこの作品ですが、実は今までやろうとしてやれなかったある試みをしているのですよ。

　それは……。

『先の話を敢あえて考えない!!』

　事実、先程、担当さんから「二巻のプロットも一応、考えておいて下さい」と言われたのですが、現時点ではどうするかまったく頭にない!!

　いや、何を偉えらそうにと言われるかも知れませんが（笑）。

　私は書き始める時、割と先の展開も考えているのですが、それだとどうにもストーリーを組み立てていくというよりは、何かノルマをこなしていくだけのようにも思えてくるのです。

　そんなわけで一度、今後の展開や落としどころというものを一切考えず、週刊少年マンガ雑誌のノリで、悪く言えば行き当たりばったり、よく言えば臨機応変な展開をやってみたいなあと思っていたのです。

　この作品はそんな制作方針を考えています。もっとも今までの作品でも、先の展開を考えていながら、諸しよ般はんの事情で思い通りに行かなかったりする事もあったので、実際のところはあまり変わり映ばえしない結果になるかも知れませんが（笑）。

　もちろん読者の皆さまの反響も、今後の展開に大いに加味していきたいと思っております。場合によっては巻末企画『超ちよう科か学がく的てき先輩の万能無敵素敵研究室』のウソ予告が本当になったりするかも知れません。




　最後になりましたが、イラストを担当して下さったひなたももさん。キャラクターデザインだけではなく、衣装や小物のデザインまで下さりありがとうございました。カバーイラストの梅花はイメージ通りで、まさに「これだ！」という感じでした。




　そんなわけで『命めいじて！服ふく従じゆうフロイライン』も『トゥインクル☆スターシップ』同様、末すえ永ながく応援していただける作品に出来たらと思います。
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